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"To acknowledge the duty that accompanies every right " 

「強1，1義務感を持とう義務はすべての権利に伴うJ

略委 2020-2021年度主題桟←

困際会長 JacobKristensen (デンマーク)

主題“VALUES， EXTENSION and LEADERSHIP" 
「価値観、エクステンション、リーダーシップ」

スローガン “TRUST IN THE RIVER OF LIFE." 
「命の川を信じようJ

• 
アジア太平洋地域会長 David Lua (シンガポ』ル)

主題“MakeA Di旺erence"
「変化をもたらそうJ

スローガン “INSPIRE" 
「奮い立たせよう」

• 
西日本区理事古 田 裕 和 (京都トゥーピー)

主題 ILet's do it now J 

副題 12022に向け誇りを持って“Allis well." J 

web掲載用に付き、個人情報等は伏字としています。
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Words by Presu. Emeritus Paul Wm. Alexander 
(フインランデイア)より

淵田多穂理訳詞
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〈ONCEMORE WE STAND ) 
1. Once more we stand， 
New zeal our hearts imbuing; We raise our hand， 

Our service pledge renewing， Ne'erωdeny our motto's 
claim y' s men in fact as well as name. 

Always our，objectsωpursue， 
We consecrate our selves a new. 

2. As now we sing， 

In comradeship more binding; Our love we bring， 
Reward in friendship finding. To ev'ry y's men far and near， 

We pledge devotion most sincere! 
Glory and pride y' s men to be， 

F迎ev'ryheart wi由loyalty.

3 



3. たとえ住むくに 違っていても

願いはひとつ 世界の平和

乏しい資源も 分ち合い

神の恵みを 世の人に

ドライノ，，- 1 B C L Tと

メネット コメット 今ここに

世界に示す わが祈り

(1984.6. 1発行 Notes& Newsより)
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2020~2021 年度

クラブ運営に関する事務手続のポイント

1 西日本区事務所
事務所長古田裕和(京都トゥーピー)

担当職員 生雲文枝(大阪なかのしま) 坂本千春(大阪センテニアル)

(1) 所在地および連絡先

干一 大阪市

ワイズメンズヲラブ国際協会西日本区事務所

TEL 06ー FAX 06ー http://www.Y'トwest.or.jp E-mail 
(2) 業務時間 月・水・木・金曜日 PMl ∞ ~PM5 ∞ 

(3)休日 火・土・日・国民の祝日・その他規定の休日(盆休・正月休)

(4) 主な業務(詳細は、西日本区事務所及び理事事務局業務 P.73参照)

① 国際との窓口 ③ クラブチャーターの手続

③ 会員の異動手続 ④新人会員への物品発送(パッ夕、入会キットなど)

⑤ 西日本区会計人出金のコンピュータ管理 ⑤ 西日本区半年報のコンピユ」タ管理

⑦ 緊急連絡 ③ その他

緊急連絡方法

会員の言卜報等、部やクラプ内で発生した事案を西日本区・東日本区のメンパーに知らせる。

所属部部長
西日本区理事事務局
西日本区事務所

E-mail: rd20@ '.iロ 常任役員へリンク

各クラブ会長(西)

各クラブ会長(東)

rd20c@ ，jp 理事・書記・会計事務局長・事務所へリンク
rd20b@ ，jp 西日本区各部部長へリンク
rd20s@: jp 西日本区各事業主任へリンク
rd20x@: jp 西日本区常置委員長・専任委員(畏)へリンク
機上記E.n四 Iアドレスは、設定後に運用可能となります。

メール委員 各クラプへの緊急連絡や区・部内の情報伝達に使用。原則としてクラブ会長とする。
中部メール委員 (chubu@ ，) びわこ部メール委員 (biwako@ ，) 

京都部メール委員 (kyoto@ 阪和部メール委員 (h岨 wa@ ，) 

中西部メール委員 {chuseibu曲 〉 六甲部メール委員 (rokkou@ ) 
瀬戸山陰部メール委員 (8et四回皿@ ，) 西中国部メール委員 (ni8hicbugoku@ ) 
九州部メール委員 (kYU8hu@ 

※以上の E メ~)レアドレス は、緊急連絡や区の運営に使用されます。各メー yレアドレス は、設定後運用可能となります。

尚、言ト報の第1報は今期に限り、西日本区警記 安井基晃へお願いいたします。連絡方法は、電話および下記のアドレス

またはショートメールにてお願いいたします。

連絡先 一 一 E-mail: @ 

メ ル委員運用

メール委員を通じて他の部門に配信する場合(ブリテン等)は理事の承認を必要とする。自部門内でのメール委員を通じて配

信する場合都の役員 (会長、主査等)は可とするが、その他の場合は部長の判断とする。

2 西日本区理事事務局

(1) 主な役割(詳細は、酉日本区事務所及び理事事務局業務 P.73参照)

理事・害記 会計のサポートスタッフとして、西日本区事務所と共に 1つのチームとして西日本区の諸活動の一端を担います。

※西日本区事務所(常設)とは異なり、毎年度変わります。

(2) 2020 ~ 2021年度所在地 干

西日本区理事事務局長高倉英理(京都 ZERO)

TEL FAX 携帯

E-mail: @ 



3 半年報の提出
半年報(年2回)は、西日本区の会員現状を把握する基礎資料であり、各クラブから西日本区に納付いただく区費 ・負担金等の算出

基準となります。

(1) 半年報用紙 誼盟i主主旦王皇、益盟i主J:e旦王宣に西日本区書記名でク ラブ会長宛に送ります。
(2) 提 出 先各クラブ会長は半年報原本を各部の部長に提出してください。

[半年報提出期限] 前期は 2020年7月10日まで (7月1日現在の人数で報告)

後期は 2021年1月10日まで(1月 1日現在の人数で報告)

(3) 西日本区事務所への送付 部長は、取りまとめの上、郵送または添付メールで送付してく ださい。

[半年報提出期限] 前期は 2020年7月日日まで

後期は 2021年1月15日まで

※部長独自の集計表などではなく、クラブから提出された 「原本」 を区事務所六送付。

(4) 請求書の送付 区会計名で区事務所から送ります。クラブ会長は納付期限内に速やかに納付Lてください。

※部長は、各クラブの半年報の提出期限厳守、内容確認などに責任を持ってご指導ください。

※各部の活動支援金は、部の全クラブからの送金が完了した時点で、区事務所から送金されます。

各部の送金先を必ず区事務所にお届けください。支援金の振り込みが遅れます。

4 会員異動報告書の提出
(1)新人会

① 「会員異動報告書」に記入し、 FAXにて西日本区事務所へ送付。併せて、 EMC事業主任、各部部長、各部EMC事業主査へ

も控えを送ってください。

③ お祝いとして「会員川ツチHランチ ョンパッチ(名札)J等を西日本区から贈呈します。
③ 西日本区事務所より上記お祝い晶一式と併せて「入会請求害」が送られますので、送金方法に従って納付してください。

(針転入会

① 「会員異動報告害」に記入し、前述①同様の処理をしてください。

③ 一時退会より 1年以上経過しての再転 ・入会に付いては新人会扱いとなり ます。

③ 連絡主事が4月に変わられたとき は、連絡主事異動報告曹にて処理をして下さい。

(3)退会

「会員異動報告害」に記入し、前述①同様の処理をしてください。

持「会員異動報告害」及び「連絡主事異動報告害」は、西日本区ホームベータからダウンロードできます。

5 西日本区費
西日本区費は年額 15，日泊 円ですが、区大会支援金が別途請求されます。区費には下記の項目が含まれています。

(1) 国際会費(35スイスフラン (2) アデア会費(6米ドル(3) 西日本区運営費 (4)代議員会負担金(代議員旅費)

(5) 部活動支援金 (6) メネット事業協力金等

6 西日本区への送金
(1) 送金時期等

項 目

前期区費
後期区費

入会金
(チャーターメンパーも同様)

区大会支援金

Yサ・ユ ス支援金

地域奉仕・環境資金
(FF資金)

TOF献金

災害支援金

BF(使用済み切手)

EF 
]WF 

YES 
レガシー基金

募金・献金など

納付期限

8月15日
2月15日

請求後
1ヶ月J!I，内

3月15日迄

3月15日迄

3月15日迄

随時

2月末日迄
3月15日迄

3月15日迄分
随時

3月15日迄

随時

随時

手 続 き な ど

各クフプヘ請求曹と「払込取扱票」が送付され
ます。

「警会が員送異付動さ報れ告ま害す」。に基づきクフブ会長宛に請求

区費と共に請求

Yサ・ユ ス事業主任より詳細を通知します。

地域奉仕 ・環境事業主任より詳細を通知します。

向上

向上

国際・交流事業主任より詳細を通知します。

rE払F込-取]W扱F票献」金申内込容曹を」言 をFAX
「 に 己載し送金

EMC事業主任より詳細を通知します。
「払込取扱票」に内容を記入して郵便局から送金

イ霜 考

半年報に基づく請求です。

入会金 6，5∞ 円
チャーター 5，5∞ 円

年額 5∞円

目標 2瓜旧 円

目標 I瓜旧 円
目標 8∞円

目標 I瓜旧 円

目標 2，日泊円以上

切手・現金
目標 I瓜旧 円

一口 CHF120 
一口 5瓜旧 円

目標 5∞ 円

目標 I瓜旧 円

7 
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(2) チェック')スト (2019~ 2020年度用)

項 目 前期 (7/1現在) 後期(1 / 1現在) 項 目 前期 (7/1現在) 後期(1/1現在)

① 会西(半日期本分費区) 

⑤ 

~ 7，500円× を名除 7，5∞円× を名除
西日本区

1，9∞円×
(申冊込数〉(連絡主事 く) (連絡主事 く) ロ」スタ」

ま絡主主
③ 

~ 2，∞0円× 名 2，α旧円× 名 東日本区
1，6∞円×

(申冊込数〉ロ」スタ」

③ 

/ ~ ~ 特別メネット
4，∞0円× 名 4，α旧円× 名

ムヱズ 費

④ 

~ 区大会
500円×

(①+②名+③) 

メロ斗 言十

支援金 円 円

半年報に記入後、このチ工ツヴリストで計算しておいてください。西日本区会計より請求書が送付された時点で確認にご利用くだ

さい。また、?ラブ予算の立案等にもご活用くださいほ〉特別メネットとは、ワイズメンの夫人でないが各個?ラブが入会を認めた

女性をいい、特別メネット会費を西日本区合計に納入いただきます)。

送付期限あり

期 'J! 項 目 方 法 等

202年8月15日まで 前期本半年区報に基づく
酉日 会費等

区会計から7「月払中込旬取以扱降、 クフプ会長宛に
「請求害」と 扱票」を送付

2021年2月15日まで 後期本半年区報に基づく
西日 会費等

区会計から 1「月払中込旬取以扱降、 クフブ会長宛に
「請求害」と 扱票」を送付

2021年2月末日まで BF (使用済み切手) 詳細は国際 ・交流事業主任から通知

換仁5金お分年等玉年賀シートの 詳細は地域奉仕 ・環境事業主任から通知

TOF 詳細は地域奉仕・環境事業主任から通知

RBM (ロールパックマ
詳細は地域奉仕・環境事業主任から通知

ラリア
2021年3月15日まで

YES 詳細は EMC事業主任から通知

FF 詳細は地域奉仕・環境事業主任から通知

BF (現金) 詳細は国際・交流事業主任から通知

Yサユース 詳細はYサ・ユース事業主任から通知

随時・その他

期 'J! 項 目 方 法 等

入会金
「会員求異害動を報送告r害」に基づき、クフプ会長
宛に請 付

請求害到着後1か月以内 (新クラブチャーター 。入会金 6，5∞円
メンパーも同じ) 。チャーターメンパー入会金 5，5∞ 円

。区大会支竣金 5∞円

E申F込(1口 120CHF以上)
みは理事へ

「払込取扱票」に内容を記入して郵便局か
ら送金

Bl! 時 J申W込Fみ(1i口5，日泊円以上) rEF' ]WF献金申込害」に記入Lファクス
ま理事へ 送信

募金・献金
「払込取扱票」に内容を記入して郵便局か
ら送金

請求害到着後1か月以内 その他 請求曹に基づき送金

各ヲラブ会計の皆様にお願い(部長のご指導をお願いします)

①西日本区への送金は、全て所定の「払込取扱票」を使って郵便振替にで送金してください。

※「払込取扱票」がなくなった場合は、西日本区事務所にご請求ください。

※メネット事業に係る送金は、上記取扱いとは異なりますので、ご注意ください。

②「支払人」の氏名・?ラブ名・電話番号を忘れずに記入してください。

③「払込取扱票」の明細欄に送金項目・金額を必ず記入してください。

完了月日 担当者

完了月日 担当者

入会金、 Yサ・ユ ス、 BF現金、 CS，TOF、EF、JWF、YES，RBM等の送金は、必ず西日本区の「払込取扱票」でお願いします。

明細・日付・?ラブ名・振込人氏名もご記入ください。

※ご不明な点は、西日本区会計または西日本区事務所までお問い合わせください。



7 華庁クラブチャーターとチャーターメン/'i-
(1)報告 当該時期の理事、西日本区事務所にご報告ください。

(副会 費 チャーターした月の属する半期分の西日本区に対する会費、負担金は免除されます。

(3)入会金 クラブ会長宛に請求害が送付されます。

(4) 登録費 国際へのクラブ加盟金として1∞スイスフラン(円換算は西日本区事務所へお問い合わせください)を西日本区会計へ振

り込んでください(区事務所から請求害送付)。

8 クラブブリテン
(1) 必要記載事項

クラブプリテンは会員の楼関紙であり、外部への広報紙でもあります。その内容はクラブの自主性に任されますが、用紙は必ずA

4サイズを使用し、次の事項を記載してください。

・国際会長主題 ・アデアエリア会長主題 ・西日本区理事主題

(2) 送付先

・クラブ会員 ・西日本区役員送付先シ~}レの宛先

(背任役員 ・監事 ・部長・ 事業主任 ・各委員会委員長・クラブ会長・国際関係役員 ・都選出代議員 ・その他)

注 1 ブリテンの保存は?ラブで厳格にその方法を定めてください。 5年分毎に製本することをお勧め致します。

注2 webにてブリテンを発行する場合も、広く見て頂けるよう、 web掲載以外の伝達手段に配慮が必要です。

9 ワイズ物品

(1) 物品の発注方法と送付方法

1997年7月1日以降、物品の保存と発送は業者委託になりました。ご注文は下記の委託業者まで、お申し込みください。

株式会社斎藤工芸

注1 物品と共に請求書が送付されます。代金は委託業者へ直接お支払いください。

注2 消費税、送料は各?ラブ負担となりますので、ご了承ください。

(2) その他

ワイズマークを使用した物品を各クラブあるいは部で製作される場合は従来通り、「ワイズの良識」に基づいて、クラブや部の責

任において製作してください(ロゴマークの形・色には厳格な規定があります。事前にご確認ください)。

(国際のホームベータからダウンロードできます)

10 各事業の区への報告期限

(1) TOF、亡S，FF 地域奉仕・環境事業主任から案内されますが、 3月15日までに送金してください。
(2) BF 国際 交流事業主任から案内されます。

使用済み切手 2月末日までに下記へ送ってください。

(有)7クオ y's係御中

(使用済切手送付用はがきは、区事務所にあります。区ホームペ」デ資料庫からダウンロ」ドもできます)

現 金 3月15日までに送金してください。

11 各種報告書の送付について

チェックリスト

期 rJ! 項 目 方 法 等 完了月日 担当者

202C年7月10日まで 前期半年報 部長に報告(半年報を郵送)

2021年1月10日まで 後期半年報 部長に報告(半年報を郵送)

西日本区事務所ヘファクス
逐 次 会員異動報告害 ※EMC事業主任、部長、 EMC事業主査

へもコピ」を送付

西日本区理事または国際・交流事業主任
Bl! 時 EF献金申込害 ※国際・交流事業主査、西日本区事務所

へもコピーを送付

西日本区理事または国際・交流事業主任
]WF献金申込害 ※]WF管理委員長、西日本区事務所へも

コピーを送付

期 目指定 国際会長選挙投票
国際関係の など

国際協会事務局(IHQ) 指定期日までに必着

9 



逐 次 クラブ活動報告

クラブ事業報告

国際協会事務局

y's Men International 

9 Ave.Sainte-Clotilde CH 1205 

部長 ※区理事にコピ」を送付

都の事業主査 ※区事業主任にコピーを送付

その他、国際、アジアエリアの事業主任については、期首に国際よりリストが発刊されます。

12 その他
西日本区の5事業に対する理解を深めるため、各事業主任は積極的に情報発信してください。

(1) r理事通信」への掲載若しくは同時配信
「理事通信」に掲載を希望される記事及び事業主任の「事業通信」は、発行締切日までに区害記または区理事事務局宛にメール

で送付してください。

(2) r事業通信」などの西日本区ホ ムベジへのアップ
。随E弘警記宛にメ ールで送付してください。広報・ 情報委員長にアップの依頼をします。

。「理事通信」と同時西日信したものは、ホームベータにもアップします。

(3) 事業主任に係る書類作成(西日本区ホームベータ「資料庫」の活用)

① 事業事|継害直前事業主任から受け取る (翌年は同じものを作成L次期事業主任に)

③ 主任・主査研修会 開催申請用紙を理事(害記・会計・区理事事務局)に提出同時に経費の申請曹も。開催後に議事録を提出。

③ 事業委員会開催申請害・役員請求害 (会計)・報告書の提出

⑬何事にも「期限厳守」でお願いします(遅れそうなら事前にご連絡を)

む 新1ノイ託った丙円本灰ホームベータ(特に「資料直 1)や-，苦聞監Lご活用ぐだfえいハワイズ活動に役立つ情報が見やすく掲載

されています。

む ご不明な点は、西日本区警記(理事事務局)もしくは西日本区事務所までお気軽にお問い合わせく ださい。

クラブ会員数と出席率の計算

.会員の種類
①正会 員 20歳以上のクラブ入会式をすませた会員 (※ YMCA会員であること)

③ 広義会貝 クラブに絡を置くことを希望するが、正当な理由により毎回例会に出席することができない会員 (理事の承認必要)

③ 功労会員 永年、会員として功績のある会員 (クラブ役員会承認必要)

④ 連絡主事所属 YMCAから指名された職務としての会員 (1名)

※クラブ会員とは上記①~④の会員の総計を言います。あらゆる報告の「クラブ会員数」には、この数字をご報告ください。

※特別メネットについては集計に含めません。

-例会出席とは
① 第一例会出席 。クラブ第一例会に出席した場合

③ メイクアップ oクラブ第二例会・クラブ役員会に出席した場合

。東西日本区大会部会部評議会に出席した場合

。内外の他クラブ例会に出席した場合

。ヮィズと YMCAの国際大会・国際的会合に出席のため例会日に不在の場合

※メイクアップの期間(有効期間)は、前月の例会日の翌日から翌月の例会日の前日までの前後2ヶ月間

-出席率の算定方法

10 

その月の第一例会出席数・メイクアップ会員数の合計を、クラブ会員数から広義会員 ・功労会員をのぞいた数で書Jります。

※広義会員 功労会員は出席率計算から除かれます。

※出席者数は絶対数で、 重複いたしません。



※小数点以下1位まで算定(2{立を四捨五入) (例 96.15%→ 96.2%) 

各種害式 。半年報(前期用・後期用会員異動報告害 。役員会議案害 。広義会員承認願 。功労会員届

。各種事業実施報告書 o yサ.ASF事業資金援助申請害 o CS事業資金援助申請害 o EF'JWF献金申込害

※上記を含む各種害式については、西日本区公式ホームページ http://www / の[資料庫Jr詩届け用紙」からダウン
ロードできます。

新クラブ発足の手続きについて

スポンサークラブの手引きによ り数回の準備会が関かれ、人会者の人選が始まり「入会申込害」が用意されます。

モデル案に従い「クラブ会員UJが話し合われ、その詳細が決められ、総会の決議を得るまで運用されます。

いよいよ設立が決定されれば、「呼びかけ文」を用意し、「設立総会」の準備をします。

国際協会から加盟認証状を受領するまでは00仮ワイズメンズクラブと称します。

新クラブが国際協会に加盟するためには、西日本区理事の承認のもと、国際協会 HP の専用ペ~yに必要事項を記入し、登録送信し

なければなりません。会員の顔ぶれが固まり、「チャーターナイト」の日取りが確定したら、できるだけ早く申請手続きを始めてくださ

い。国際協会HPへのアクセス及ぴ入力方法については、まず西日本区事務所に問い合わせ下さい。

[ヲラブチャ一台ー登録申請のために必要な要件及び手順]

原則的に、これは西日本区理事が新クラブの状況を調べて国際協会に提出するべきものです。必ず当該期の理事、また西日本区事務所

と綿密な打ち合わせを実施し、 資料の原案を作成して下さい。

国際協会HPへの登録手続き入力は英文となりますが、原案資料は日本語でも構いません。あらかじめ以下の記入すべき要件を別紙に

害くなどして整理したものを、西日本区事務所にチャーターナイトの3ヶ月前までに提出し、登録手続き方法について相談して下さい。

その要件は以下のとおりです。

①ヲラブ概要について (CharterCheck List) 

1 クラブ名 ローマ字で正確に、頭には都市名を冠する

2 新クラブ設立時のメン川」人数

3 全員リで決めている年会費額(円)

4 部あるいはスポンサークラブ主催の役員研修の実施年月日

5 チャーターナイトの年月日

6 スポンサークラブの名前

7 所属する部 (HANDBOOK&ROSTERを参照すること)

8 新クラブ会長の名前と住所

9 新クラブの害記の名前

10 新クラブの連絡主事の名前

11 加盟承認状の受取人の名前と住所(ヲュネーブから直送されます。)

12 例会の曜日、例会の開始時刻と終了時刻、頻度(例 Once a mon出)、例会会場

②APPLlCATION FOR AUTHORITY TO ORGANIZE AND MAINTAIN A Y'S MEN'S CLUB 

国際協会HPより所定の嘗式をダウンロードして、ローマ字または英文で記入します。これは歴史に残る重要なものですので、紙媒

体に出力した原紙1部(オリデナルを新クラブにて保管)、コピー及びデータを西日本区事務所にて保管します。

所在都市名口マ字で記入

全 員 の 署 名最初に会長、次に会の書記、その他全員、ローマ字でサイン

Year of Birth 生まれ年を西暦年で記入

スポンサ ヲラブの名前口マ字で記入

チャ ヲ ナイトの予定日 英語で記入

③ヲラブ会則・細則

日本文でよいが、頭に次のように記入する事。

[The Constitution and By-laws of吐1ey's Men's Club 01 0000] 

WORD、PDFなどのデータ形式にて西日本区事務所へお送り下さい。

④全会員の会員異動報告書、及び一覧名簿

それぞれを作成し、データ形式にて西 日本区事務所に送ってください。
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西日本区事務所は①~④の内容を精査L、西日本区理事へ報告し、理事はこれを確認します。理事の承認後、西日本区事務所は①~

④のデータを、新クラブ会長予定者もしくはデータ作成担当者と協力して、国際協会HPを通じてずュネーブ国際事務所に送ります。

これらについて国際協会HPへの登録が済みましたら、西日本区事務所を通じて、クラブ登録費1∞スイスフランと加盟金5，500円

(6，5∞円 1，日泊円)/人を納めてください。

国際会長と国際害記に新クラブ発足に際して「メッセーヲ」を依頼する時は、西日本区事務所にその旨依頼する事。

申請後にチャーターメンパーの追加をすることができます。ただし、チャーターデイト(①CharterCheck listの理事が記入した申

請日)から 60日以内に、その本人たちの署名した申請状をデュネープの国際事務所に発送しなければなりません。この時は西日本区

事務所に連絡してください。

注 認証状のコピ は必ず、西日本区事務所に送ってください。西日本区事務所で大切に保管いたします。



ワイズ用語抜粋

1. IBC International Brother Clubs 国際兄弟ヲラブ
クラブカサL国の特定クラブと兄弟縁組みを締結し交流を続けること。またその相手クラブのこと。

2. IBCトライアンヴル IBC Triangle (lBC三角耳芸)
AクラブがEクラブ、Cクラブと IBC関係にあるとき、E、Cクラブ聞も IBCを締結して三角形の関係を作ること。“ワイズ先進国"
のAクラブと Eクラブが“ワイズ途上国"の Cクラブと共通の兄弟になって協力して支援しようという発想から生まれた。

3 アジア地域(工リア AsiaArea 
ワイズメン運動の国際行政区分である 9地域 (Area)のーヮ。西日本区、東日本区、台湾区、フイワピン区、南東アデア区(香港・
シンガポール・インドネシア・マレーシア・タイ・ミヤンマー・パングラデシュ)、スリランカ区の6区 (Region)から成る。ア
ヲア地域事務所は香港のアデア太平洋YMCA同盟内に置かれる。

4 アジア地域事務所 Asia Area Office 
アデア地域の行政を円滑に進めるために、専任のスタッフを持ち、地域会長の指導のもと、地域のワイズの事務を行う。

5 アレキサンダー奨学資金 (ASF) Alexander Scholarship Fund 
ワイズメンズクラブの創始者p.w.アレキサングーを記念して設置された奨学資金。将来YMCAに奉職しようとする有意の青

年への財的支援をする目的でつ創設された。

6. EMC Extension. Membership & Conservation 
Eは新クラブを設立すること。 MCは新会員増強と意識高揚をはかること。ワイズメン運動を直接拡大強化する事業である。

7. YEEP (イーフウ Youth Educational Exchange Program 
ワイズ運動に理解ある青少年のワイズ・ユース留学生の交換留学制度。国際協会を通じて派遣と受け入れがある(原則は更から翌

年の夏までの1年)。

8 ウ工ルネス Wellness 
人間生活を個人的にも社会的にも健全なものにしようという運動。現代人を取り巻くストレス 運動不足 環境破壊などに意識し

て立ち向かい、こころ・からだ 人間関係のすべてにわたってあるべき姿を追求する。

9 工リア Area (地域)
国際ワイズメン運動を進めるため、世界を地理的に9ヲの地域に分割する。アフリカ、アデア、韓国、カナダ/カリブ海、ヨーロッ
バ、インド、ラテンアメリカ、南太平洋、米国の9地域である。各地域は国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域選出

の国際議員の中から選ばれた地域会長 (AP)により指導される。

10 工Jレマ ヲロウ賞 ElmerCrowe Award 
年度中に特に傑出Lた働きをした部長に与えられる国際賞。任期半ばで倒れたカナダの元理事エルマー・クロウ氏を記念して創設
された。区理事が受賞候補者を地域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

11 工ンダウメントファンド Endowment Fund 信託基金
国際ワイズダム発展のための特別な基金。記念すべき出来事 行事または個人の慶弔事などのおりに寄付金を国際協会に送って積

み立てる。 基金評議会が管理し、その果実を運用する。 12白CHF以上の寄付者名とその記念事項は国際が永久に保管する「ゴール
デンブック」に記載される。国際にこの基金の推進委員会が設けられており、西日本区では国際・交流事業主任が推進する。

12 監事 Auditor 
区の運営全般に注意を払い、区役員に適切な助言・ 督励をするために、 2名の監事を置く。区の指名委員会によって指名され、代

議員会で承認されて2年聞の任に就く。 1年目は主として行政面、2年目は主として財政面の監査を行う。

13 キリスト教精神 Christian spirit 
イエス・キリストが示された博愛・奉仕・自己犠牲のこと。

14 区事務所 Regional Office 
西日本区の事務のうち特定のものを集中して処理するための事務所。

15 区連絡主事 YMCA Liaison Service to Japan West Region 
日本YMCA同盟総主事の指名にもとづき理事が委嘱した、西 日本区と YMCA同盟との連絡・調整をする YMCA主事。

16 区役員 Regional Officers 
区役員会の構成は、理事、次期理事、直前理事、区警記、区会計、部長、事業主任および名誉理事とする。

17 広義会員 Members-at-Iarge 
クラブ会員がワイズメンズクラブのない地方へ移住したときなど正当な理由がある場合は、クラブから西 日本区理事に申請し革認

を受けて、その人を例会出席義務のない広義会員にすることができる。広義会員は、例会出席以外のことにフいては正会員と同じ

権利、義務をもっ。

18 功労会員 Senior Service Members 
永年クラブのために尽くしてきた功績著しい会員を、クラブ役員会の承認を経て、理事に届け出て功労会員の地位を贈ることがで

きる。功労会員は例会出席義務を免除されるほかは、正会員と同じ権利、 義務をもっ。

19 国際会長 International President 
国際ワイズメン運動のトップリーダー。立候補制で任期は1年。 就任の2年前に全世界のクラブ会長の投票によって選ばれ、 就任

前の1年間は次期国際会長として活動する。
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20 国際議員 International Council Members 
定員15名を世界9地域に人数割で割り当て、各地域でクラブ会長が投票人となって選出する。任期2年、再選なし。地域会長は、
任期中の国際議員の中力、ら選出される。

21 国際議会 International Council Meeting 
ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。国際憲法の改廃をはじめ、協会の予算の決定、諸事業 規程 (定)の新設・改廃、国際

大会開催地の決定など、国際ワイズメン活動のすべての重要案件を処理する。国際執行役員と、各地域から人数寄jで選出される

15名の国際議員により構成される。例年7月または8月に会合があり、詳細な議事録(ミニツツ)が作成される。

22 国際協会 International Association 
世界のワイズメンズクラブを構成買として設立されている団体。その立法機関は国際議会、行政機関は執行役員会と地域会長。

23 国際事業主任 International Service Director 
国際会長のスタッフとして事業ごとに置かれる国際役員。

24 国際事務局 International Headquarters 
IHQともいう。国際協会の常設事務所はデュネーブに置かれている。国際害記長以下有給のスタッフが、全世界の役員・委員・区理事・

クラブ会長などに事務連絡を行い、すべての実務をこなしている。

25 国際大会 International Convention 
2年ごとに開催される国際ワイズメン運動最大の会合。開催地(ホスト区)は立候補制。通例、偶数年の7月に、3泊4日の日程
で、式典研修・親睦のプログラムが展開される。国際大会委員会 (ICC)の下に、ホスト区内に大会実行委員会 (HC)が組織さjれ、
大会全般の準備と実行にあたる。

26 コメット Y'slings 
日本ではワイズメンの子女のことをコメットと呼ぶが、国際の呼称はワイズ，)ングズである。

27 ゴールデンブッヲ Golden Book 
エングウメントファンドへの献金者名とその事由を記録する奉加帳。草表紙の立派な装本で、ワイズが続く限り永久に保存される。

28. CS Community Service 
地域社会奉仕のこと。国際のタイム・オプ・ファスト事業の区内推進と、区独自の仁5基金の募金・運用活動とを合わせ、西日本

区では仁S事業と呼んでいる。各クラブは区の亡S活動に参加するとともに、 関係YMCAと協力してその地域社会の求めに応え
る奉仕の実践を心がける。従って、 CSとは大は地球社会の、ノトは近隣社会の隣人への、心を込めた奉仕活動であるといえる。

29. CS資金 CS Fund 
以前はアデア基金 (AF)と呼ばれ、東・西日本のワイズメンによって、アデアのワイズメンとの交流協力に役立てられてきた資金。
区CS事業のーフの柱として、国内外からの援助要請に応えて役立てられている。 資金源は、お年玉付き年賀はがきの当選切手の
収益金および自由献金その他の収入をもってまかなわれる。

30. JWF (西日本ワイズ基金 JapanWest y's Men's Fund 
西日本のワイズ運動の継続的奉仕活動を支えるための基金。 1975年、熱海の第51回国際大会を開催するにあたり、全会員による
拠金と国際からの還付金とが基になっている。当初「アタミ基金」として、 9.252.420円から発足し、その後「日本ワイズ基金」と
なった。 1997年7月1日、同基金は東 西両区に分割譲与され、「西日本ワイズ基金」としてスタートした。寄贈者および寄贈理
由を記入する奉仕帳が備えられている。

31 事業委員会
事業委員会は、事業主任の任務を支援することを目的として設置される。その構成は、事業の継続性と新規事業の開発などを考慮

して、事業主任と直前および次期事業主任とする。

32 事業主査 District Service Director (DSD) 
部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。

33 事業主任 Regional Service Director (RSD) 
区理事のスタッフとして事業ごとに置かれる区役員。

34 出席率 The Percentage 01 Member's attendance 
クラブ活性度を示す、例会の会員出席率。出席率は 1∞%表示とし、小数点以下2位を四捨五入とする。

35 常置委員会
常置委員会は、区の運営に当たって長期におよぶ事項を管理・運営するために役員会の決議により設けられ、委員は理事が任命する。

36 常任役員(会 RegionalExecutive Officers 
理事、次期理事、直前理事、警記、会計を区の背任役員といい、区の背任役員会を構成する。

37 職業分類 Classilication 01 Occupations 
クラブ会員が“幅広い職業分野にわたり、特定の業界の人々で固まらない"ようにするのが望ましい。

38. STEP (ユス短期交流事業 ShortT erm Youth Exchange Program 
ワイズリングズを対象とした3週間から 12週間の短期交流制度。

39 世界YMCA同盟 World Alliance 01 YMCAs 
世界各国YMCAの連絡・調整機関。事務所はデュネーブにある。 (rワイズ読本J94頁参照)

40 専任委員
事務所に理事が選任する次の専任委員を置く。

1 ヒストワアン 2 トラベルコーデイネーター (TC) 3 ワイズメンズワ~)レド翻訳編集委員
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41 代議員(会 RegionalCouncil Members 
代議員会は西日本区の立法機関である。年次代議員会は西日本区大会に合わせ開催される。クラブ会長はクラブを代表する代議員

となる。各部からは部長、直前部長が都選出代議員として加わる。

42. ?tイム・オブ・ 77'スト グローパルプロジェヲト・ファンド Time 01 Fast Global Project Fund (TOF-GPF) 
世界の飢餓に苦しむ人々のために、ある月のクラブ例会の食事を抜きにしてその分の金額を国際に集め、その年度に定めた支援目

標に捧げる奉仕活動。いわゆる途上国で民生向上のため苦闘しているYMCAの活動を選ぶことが多い。

43 チャ 空 Charter 加盟認証(状)
設立総会を終えたクラブが国際協会加盟に必要な条件を満たした場合、国際会長がこのクラブの協会加盟を承認すること。またそ

の認証状のこと。

44 チャ一合一ナイト Charter presentation ceremony 
チャーターを受けたクラブがこれを近隣クラブ・地元市民に披露する祝会。本来は晩餐会なので、通称チヤ」ター ナイトという。

45. DBC Domestic Brother Clubs 圏内兄弟ヲラブ
クラブが日本国内の特定クラブと兄弟縁組を締結し、交流を続けること。また、その相手クラブのこと。

46 特別委員会
特別委員会は、理事の指示によるプロジェクトに関L、所期の目的を達成するため指定期間内に協議し、その結果を理事に報告する。

47 特別メネット
ワイズメンの夫人ではないが、各個クラブが特別メネットと Lて入会を認めた女性。

ったえ

48 奈良侮賞 Tsutae Nara Award 
日本ワイズメン運動創始者の一人で、戦前のワイズ担当主事、戦後初の日本区理事、国際副会長、初代日本区名誉理事として生涯

った交

をYMCAとワイズの発展のために尽くされた故奈良惇氏を記念Lて、 1982年に創設された栄誉ある個人賞。奈良惇賞資格審査委
員会の識を経て選ばれ、西日本区大会において表彰される。

49 西日本区 Japan West Region 
2∞9年度現在、世界に 40ある区(ワイズの行政単位)のーヲ。愛知県・岐車県・ 富山県の東側県境以西(沖縄を除く)をそ叱領
域とする。 1的7年7月、日本区を東西に分けて東 西日本区が誕生した。その活動は、西日本区定款に基づき、区理事がこれを
統率し、区事務所を大阪に置く。

50. I~ラン空イン賞 Harry M. Ballantyne Award 
長年ワイズ運動に尽くしたメンパ」、メネットに贈られるワイズ最高の栄誉ある個人賞。

ワイズ創立時からの忠実な支持者であったカナダ全国協議会総主事ハリ M 川ランタインが、引退後、特に賞賛に値するワイズ

メンのためにと提供したのが始まり。通例1年に 1名、国際大会またはこれに代わる会の席上で発表される。

我が国では、第4代日本区理事であり国際副会長でもあった大阪クラブの奈良惇がハワイ州ホノルルでの第42回国際大会(1966年)
で初受賞した。

51 半年報 Semiannual report 
各クラブが7月1日と 1月1日現在の会員数の変化を西日本区に提出する報告害。また、西日本区事務所から8月1日と 2月1日
現在の国際半年報が国際協会へ提出される。それぞれ酉日本区費、アデア地域会費、国際会費などの算定基礎となる。

52. BF Brotherhood Fund ブラザーフッド資金
国際役員やBF代表が公式行事に参加する旅費などの資金源として、全ワイズメンの参加によって集められる資金。使用済み郵便
切手を集め、切手市場で換金している。以前はピショッブ ファンドと言われていた。切手を有利に換金するために奉仕する専門

家のワイズメンをフイラテリストといい、またここの資金の支出面を担当する委員会が国際にBFEC(Brotherhood Fund Expendi 
ture Committee)として設置されている。

53. BF代表 BF Delegate 
BFから旅費を支給されて、ある区から他地域(区)を公式訪問する代表者。前年度BF拠出実績に応じ、 BFECが次年度のBF
代表の枠(どの地域からどの地域ヘイ可名)を定めて、公募する。 BF代表(フルグラント)に応募するには、自分自身も所属クラ
ブも BFを規定ポイント以上拠出していなければならず、また訪問先のTC(Travel仁配r也nator)の作る 日程に従って3週間以
上5週間以内の旅程を全うできなければならない。国際地域大会への費用の一部が支給される BF代表枠(パーシヤルグラント)
もあり、公募される。

54 ヒストリアン(国際 Historian
全世界のワイズ関係の公式文曹を入手管理し、史料として整備する役。区報、クラブチャーター資料、大会開催資料など、使用言

語のいかんによらず、ヒストワアンに送付する必要がある。

55 ヒストリアン(西日本区 Historian
西日本区内の出来事を把握してワイズグムの歴史としてまとめる人。

56 部 District
ワイズ運動を協力Lて進めるために区組織の中で地域別に分けられた2ヲ以上のクラブによる組織体。通常年1回の部会および数

回の評議会を聞いて部の方針および運営を協議 決定するとともに、 属するクラブメンパー全員の研修と交流を図っている。

57 副区 SulrRegion(Section) 
区の規模が過大になった場合、その活動をより効果的にするために設けられるもの。副区は副区理事によ って指導される。

58 部長 District Governor 
部を代表するリーグーであり、部会・都評議会の招集者。区に対しては代議員、役員、理事 ・監事候補者指名委員会委員となる。

部評議会で次期部長に指名され、翌年区理事によって部長に任命されて、 1年聞の任に就く。
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59 物品 Supplies 
ワイズメンズクラブの活動に用いる備品・パッヂ類などの総W;o

60 部評議会 District Council 
部の活動をその主構成クラブによって協議決定するための部の最高決議員楼開。

61 ブリテン Bulletin 
クラブの機関紙として毎月発行される会報。月報ともいう。その月の例会プログラム、前月の在籍者数・出席者数 出席率、 BF
ポイント成績、活動計画、活動報告、会員消息などを掲載する。

62 名誉理事 RD Emeritus 
区理事経験者であって、万人の師表と仰がれる模範的ワイズメンを、区代議員会の決議によって名誉理事に推挙し、国際議会の承

認を経て任命される。名誉理事は西日本区の終身役員である。

63 メーキヤツ7' Make-up 
クラブの定例会に代えて、他クラブ例会、部会、区大会等に出席し、その証明を自クラブに届け出て、その月の出席ポイントの認

定を受けること。

64 メル委員
各クラブに 1名おき、西日本区からの理事通信などの情報をメ」ル受信し、クラブ内に伝達する。

65 メネット y's Menettes 
ワイズメネットの略。ワイズメンの夫人および各個クラブが特別メネットとして入会を認めた女性。

66 メネット会 y'sMenettes Club 
メネットたちが、園内外のワイズ活動を支援するとともに、独自の事業を計画、実施することを 目的と して組織する会。

67. UGP Unified Global Project 
ワイズメンズクラブの認識度のアップを願い始められた国際レベルの統一5ヵ年事業。ワイズのUGP事業として国際議会で決定
された。西日本区では区、部、クラブはそれぞれ独自に、あるいは共同(協働)して、第1期 (2005年から)はHIV/ AIDS関
連事業を展開している。第2期 (2010年から)はマラリア撲滅関連事業を展開。

68 ユス Youth
ワイズグムの発展のためには、若者の積極的な参加が重要となってくる。ユースとは、ワイズのコメットだけでなく、YMCAのリー
グ」、その OB，海外からの留学生も含む若者の総称。

69 ユス研修生 Youth I ntern 
1994年のICM(国際議会)で設立が認められた制度。デュネ」ブの国際本部事務局での仕事に原則1年間従事することによ り、
異文化の学びと、独立した生活などを体験し、将来ワイズグムに貢献する人材を育成することを目的とする。必要条件は、ワイズ

およびYMCAに関わり、英語力に堪能な22才から 30才までの世界の男女。毎年、国際事務局から募集される。 2010~ 2011のユー
スインタ」ンは日本の橋崎真実さん(西日本区・姫路Y3)が選ばれた。

70 ユースコンポケーション Youth Convocation 
ハワイで始まった太平洋地域ユースコンボケーションを袈楼に国際大会、地域大会と同時に関 屋されるユースの集い。ワイズ国際

の各種会議にも代表者が参加する機会が増え、その活動は姫路Y3等の活動となって突を結び、次代のワイズを担う若者が育ち

始めている。

71 リーダーシップトレ一二ンヴ Leadership Training 
ワイズメンとしての指導力養成のための研修。西 日本区ではワイズアカデミー委員会が次期区役員および次期クラブ会長・部事業

主査の研修会を2∞2年度まで開催していた。 2∞3年度から，)、ーグーシッブ開発委員会と変わり、研修が引継がれている。
72 理事 RegionalDirector (RD) 
国際協会西日本区を代表するリーグーである。区大会を主催し、代議員会、役員会の召集者・議長となる。次期理事が自動的に次

年度の理事に指名される。

73 担当主事 Related Secretary 
クラブ会員として加わり、 YMCAとの連絡窓口となる主事。西日本区会賓が免除される。

74. YES (ワイイ エス) y's Extension Suppor1 
ワイズ新クラブ設立 (Extension)を目指すことを目的とする基金。 YESプログラムの目的は新クラブ設立を進めるクラブ、会員
を支援するためのもの。このプログラムへの献金は新クラブ設立支援に使われる。 YES基金の使用目的を、従来のエクステンショ
ンに加えて2022年に向けてワイズ発展のための活動資金にも充てることが出来る。

75. YIA (ワイ・アイ・工 Youth Involvement and Activities 
ワイズメンズクラブカ吋子うさまざまな事業に多くの青年たちを巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユ」スコンポケー

ション実施などの活動。

76. YMCA Young Men's Christian Association 
キワスト教青年会。ワイズメンズクラブが奉仕の対象としている国際社会教育団体。 1844年ロンドンでデヨ」デ ウィリアムズ
ら青年によって創設され、今では全世界に広がって、世界YMCA同盟を結成している。 青少年育成を運動の中心とするが、社会
の必要に応え、生涯学習、ボランティアリ」グー育成、レクリエーション開発、難民援助などに取り組んでいる。

77. YMCA'ワイズ・ユ ス・リ工ゾン YMCAy's Youth Liaison川YL)
ワイズメンズクラブと YMCAならびに次世代を担う青年、学生、 ユースとの相互理解と発展を図るために設置された連絡責任者。
情報の連絡調整を図る役割を担う。西日本区ではYサ ユ」ス事業主任がその役割を担う。

78 ワイズダム y'sdom 
ワイズの世界、ワイズ運動の状況、といった意味で用いられることば。
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79 ワイズデ y's Day 
日本のワイズメンズクラブが初めて国際協会に加盟した記念日。

大阪ワイズメンズクラブが日本で初めて国際協会に加盟Lた1928年 11月10日を記念して、 11月10日を東 西日本区では、 『ワ

イズデー』としている。

80. YMIワールド YMI World 
国際協会の楼関紙(英文)。東・西日本区では、翻訳販が発行されている。

81. Y 3 (ワイスリ ) 
ワイズメンズクラブ活動に共感する若者によるユースクラブ。 YMCA、y'sMen、Youthの3つのYを表している。西日本区に
は姫路Y3がある。

82 ワイズリ Y'sly 
通信丈の末尾に、 Sincerelyなどと同様にワイズの友情を表すために用いられる。また、「ワイズ流に(互いに奉仕の精神で)Jとい
う意味の修飾語としても使われる。

83. YYYフォーラム YMCA， y's and Youth Forum 
1998年11月、東西日本区合同で開催。以後西日本区では 1999年よりワイズと YMCAの協働理I解のために毎年開催され、Yサユー

ス事業と、 YIAへの育成活動の原動力ともなっている。 2印3年度からは、部単位で開催されるようになった。
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英和対照略語集

1. A P Area President 地域会長

2. A P E Area President Elect 次期地域会長

3. A S D Area Service Director 地域事業主任

4. A S F Alexander Scholarship Fund アレキサンダー奨学資金

5. A S G Area Secretary General 地域書記長

6. A T Area Treasurer 地域会計

7. A T C Area Travel Coordinator 地域トラベルコーデイネータ)

8. A Y R Area Youth Representative 地域ユース代表

9. B F Brotherhood Fund BF資金

10. B F E C Brotherhood Fund Expenditure Committee BF支出委員会

11. C E Christian Emphasis キリスト教精神の理解

12. C P Club President クラブ会長

13. C S Community Service 地域奉仕

14. D B C Domestic Brother Clubs 囲内兄弟クラブ

15. D G District Governor 部長

16. D S D District Service Director 部事業主査

17. E Extension 新クラブ設立

18. E F Endowment Fund 信託基金

19. E M C Extension Membership & Conservation 新クラブ設立、会員増強と意識高揚

20. F F Family Fast 家庭での断食

21. H C Host Committee 大会実行委員会

22. I B C International Brother Clubs 国際兄弟クラブ

23. I C International Convention /International Council 国際大会/国際議会

24. I C C International Convention Committee 国際大会委員会

25. I C M International Council Meeting /International Council Member 国際議会/国際議員

26. I E 0 International Executive Officer 国際執行役員

27. I H Q International Headquarters 国際事務局

28. I P International President 国際会長

29. I P E International President Elect 次期国際会長

30. I P I P Immediate Past International President 直前国際会長

31. I S D International Service Director 国際事業主任

32. I S G International Secretary General 国際書記長

33. I T International Treasurer 国際会計

34. I T C International Travel Coordinator 国際トラベルコーデイネータ)

35. J W F Japan West y's Men's Fund 西日本ワイズ基金
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36. J W R Japan West Region 

37. L D P Leadership Development Program 

38. L T Leadership Training 

39. MC  Membership & Conservation 

40. P A P Past Area President 

41. P I P Past International President 

42. P R Public Relation 

43. R D Regional Director 

44. R D E Regional Director Elect 

45. R S D Regional Service Director 

46. R T C Regional Travel Coordinator 

47. R Y L Regional YMCA Liaison to y's men 

48. S T E P Short Term Youth Exchange Program 

49. TC  Travel Coordinator 

50. T F Task Force 

51. TOF-GPF Time 01 Fast Global Project Fund 

52. U G P Unilied Global Project 

53. WA  World Alliance (01 YMCAs) 

54. WA  L World Alliance Liaison to y's men International 

55. YC  Youth Convocation 

56. Y E E P Youth Educational Exchange Program 

57. Y E S y's Extension Support 

58. Y I Youth Intern 

59. Y I A Youth Involvement and Activities 

60. Y L y's men International Liaison to the World Alliance 

61. YMC  y'smen'sClub 

62. Y M C A Young Men's Christian Association 

63. YM  I y's men's International 

64. Y M I y's men International 

65. Y S C Youth Service Committee 

66. Y R Youth Representative 

67. I Y R International Youth Representative 

68. Y Y L YMCA y's Youth Liaison 

西日本区

リーダーシッブ開発プログラム

リーダーシッブトレーニング

会員増強と意識高揚

元地域会長

元国際会長

広報

区理事

次期区理事

区事業主任

区Tラベルコ}デイネーター

区連絡主事

ユース短期交流事業

トラベルコーデイネーター

実働委員会

断食のとき資金

国際統一事業

世界YMCA同盟

世界YMCA同盟(国際ワイズ)リエゾン

ユースコンポケージョン

ユース留学生交換事業

ワイズ新クラブ設立 (Extension)サポート

ユース研修生

若者の参画と活動

国際ワイズ(世界Y同盟)リエゾン

ワイズメンズクラブ

キリス T教青年会

ワイズメンズ国際協会

ワイズメンズ勺~)レド(国際ブリテン)

ユースサーピス委員会

ユース代表

国際ユース代表

YMCA.ワイズ・ユース・リエゾン
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[例会・大会】

クラブ

クラブ例会

部 ...0. 
z>; 

西日本区大会

国際大会
(1 C) 

組 織

I伝達】

クラフ会長 (CP)

部 長(DG)

本区理事(RD)
(理事事務局)
(西日本区事務所)

アジア太平洋地域会長(AP)
797太平洋輔事酬ホンコン)

国際会長(1 P) 
国際事務局(田Q)

図

【行政]

クラブ役員会

部役員会

西日本区役員会

【立法】

クラブ総会

部評議会

西日本区代議員会

国際議会
(1 CM) 



クラブ親子関連図 (2020.7.1)
チャーター年月日(仁二二二コ向の日付はチャーターナイトの日付を示す)

は解散したクラブ

東
日
本
区

石.広峰崎..

l型豊里里~旦

大

E
m
n
叩

西
日
本
区

各クラプ名後の日付については、国際協会のCh町田田dPres回同省onDateにて記載しています。
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み歩のA 手元;大区

理事氏名(ホームクラブ)

組織委員 山岡先盛、奈良博他4人

初代理事 奥平 治(神戸)

2代理事 田中 章 夫(神戸)

3代理事 五十嵐丈夫(東京)

日本ワイズメンズ連盟組織
会長堀 豊太郎

開催地(ホストクラブ)

甲子園ホテル(大阪)

日本区設立承認

開催

193C年5月12日

1932年6月

1937年8月

1938年 8 月 ~1940年

日回数

第 1回協議会

4代理事

4代理事

4代理事

4代理事

4代理事

5代理事

5代理事

6代理事

理事代理国際副会長
奈良

松

松

鈴

鈴

博(大阪)

博(大阪)

博(大阪)

博(大阪)

樽(大阪)

之(大阪)

之(大阪)

夫(東京)

繁

繁

良

良

良

良

良

形

形

奈

奈

奈

奈

奈

尾

尾

樽を日本区理事に選任

宝塚ホテル(大阪)

トレド大会奈良

大阪YMCA(大阪)

東京YMCA(東京)

広島YMCA(広島)

北陸女学院 白雲楼(金沢)

京都YMCA ますや(京都)

名古屋YMCA 長良川(名古屋)

横浜YMCA 箱根(横浜)

神戸YMCA 有馬(神戸)

1叫1年10月26日

1947年 8 月 17~21 日

1948年4月29日

1949年4月29日

195C年3月12日

1951年 5 月 6~7 日

1952年 5 月 3~4 日

1953年 5 月 2~3 日

1954年 5 月 2~3 日

1955年 5 月 2~3 日

第 2回協議会

A
Z
A
Z
A
Z
A
Z
A
Z
A
Z
A
Z
A
Z
 

大

大

大

大

大

大

大

大

回

回

回

回

回

回

回

回

3

4
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東京YMCA 雅叙園(東京)

大阪YMCA 宝塚(大阪)

京都YMCA 字治(京都)

東京YMCA

東京YMCA 椿山荘(東京)

名古屋YMCA 三河三省(名古屋)

御股場東山荘(横浜)

神戸YMCA 洲本(神戸)

キャッスyレホテル 阿蘇(熊本)

和歌山東邦荘(大阪土佐堀)

西熱海ホテyレ(熱海)

読売ランド(東京山手)

旅行会館(京都)

東山荘(東京)

長島温泉(名古屋・名古屋東海)

大阪新阪急ホテル(大阪)

富士急ハイランド(甲府)

宝塚ホテル(神戸)

プリンスホテル(札幌)

下関マワンホテル(南西部)

東山荘(沼津)
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奈良県文化会儲(奈良)

高輪プリンスホテル(東京むかで)

京都グランドホテル(京都パレス)

姫路厚生長愉(姫路)

神奈川県民ホール(横浜・横浜ノース)

大阪国際ホテル(大阪土佐堀)

愛知厚生年金会愉(名古屋東海)

広島市公会堂(広島)

東北電力ホーyレ(仙台仙台青葉域)
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第 40回大会 1985年 6 月 8~9 日 伊東市観治会館(伊東) 30代理事 野村秋博(名古屋東海)

第 41回大会 1986年 6 月 14~15 日 福岡郵便貯金会館(福岡中央) 31代理事 青 木一芳(千葉)

第 42回大会 1987年 6 月 6~7 日 浦安文化会館(東京江東) 32代理事 西崎照一(京都めいぷる)

第 43回大会 1988年 6 月 4~5 日 東山荘(三島・櫛股場) 33代理事 鈴木功男(東京)

第58回国際大会 1988年 7 月 27~30 日 京都国際会議場 国際会長 Lars-Gustaf Winberg (Sweden) 

第 44回大会 1989年 6 月 17~18 日 大阪ロイヤルホテル(大阪高槻) 34代理事 今村一之(大阪土佐堀)

第 45回大会 199C年 6 月 9~10 日 京王プラザホテル札幌(札幌) 35代理事 石井一也(東京西)

第 46回大会 1991年 6 月 8~9 日 下田市民文化会館(下回) 36代理事 中村次郎(福岡中央)

第 47回大会 1992年6月13日 九段会館(東京グリーン) 37代理事 加藤利柴(横浜)

第 48回大会 1993年 6 月 12~13 日 京都国際会館京都宝ヶ池ブ'Jンスホテル(京都惜中) お代理事 森田恵三(京都ウエスト)

第15目アジア地域士会 1993年10月 15~17 日 神戸ポートピアホテル(神戸) ア?ア地域会長 林 博司(台北中央)

第1回東副区大会 1994年 6 月1l~12 日 東山荘(東京サンライズ) 39代理事 熊主主正弘(柏)

第1回西副区大会 1994年 6 月 4~5 日 熊本市民会角(熊本デェーンズ)
初代東副区理事服 部 幸 一(東京グリャーン)

初代酉副区理事灰谷隅夫(大阪土佐堀)

第61回国際大会 19叫年 7 月 20~23 日 シンガポール(オーチヤードホテル) 国際会長 青 木一芳(千葉)

国立横浜国際会議場
40代理事 岡本尚男(京都キャピタル)

第 49回大会 1995年 6 月 3~4 日 2代東副区理事 原 昭三(伊東)
(横浜・横浜J~ス。封給。横浜とっか。東京まちだ)

2代酉副区理事坂本忠幸(和歌山紀の川)

第2回東副区大会 1996年 6 月 8~9 日 阿寒グランドホテル(北見) 41代理事 太田 太(東京多薩)

第2回西副区大会 1996年 5 月 25~26 日 六甲研修センター(大阪サウス)
3イモ東副区理事柳津慶繁(東京江東)
3代西副区理事鈴木浩之(名古屋東海)

42代理事 吉 田 一 誠(名古屋グランパス)

第 50回大会 1997年 6 月 7~8 日 愛知芸術文化センター(名古屋グランパス) 4代東副区理事奈良昭彦(東京八王子)
4代酉副区理事西川寿 一(京都パレス)

第1回東日本巨大会 1998年 6 月 6~7 日 東京TFTホール(東京) 初代理事 鈴木健次(東京ひがし)

第1回西日本巨大会 1998年 6 月 13~14 日 倉敷市芸文館(岡山) 初代理事 佐々木宣夫(岡山)

第2回東日本巨大会 1999年 6 月 5~6 日 「新さくら丸」船上(富士) 2代理事 原 昭三(伊東)

第2回西日本巨大会 1999年 6 月 19~20 日 全日空ゲ」トタワ」ホテル大阪(和歌山紀の)11) 2代理事 伊藤圭介(大阪河内)

第18目アジア地域士会 1999年 9 月1O~12 日 北海道幕別町 ア?ア地域会長奈良昭彦(東京八王子)

第3回東日本巨大会 2日E年 6 月1O~11 日 東山荘(東京山手) 3代理事 中国靖泰(札幌)

第3回西日本巨大会 2日E年 6 月 3~4 日 都ホテル(京都ウエスト) 3代理事 灰谷間夫(大阪土佐堀)

第4回東日本巨大会 2∞1年 6 月 2~3 日 ホテルニューオータニ(東京北) 4代理事 服部幸一(東京グ'J~ーン)

第4回西日本巨大会 2∞1年 6 月 9~10 日 鹿尼島市民文化ホ~}レ(鹿児島) 4代理事 吉本貞一郎(熊本)

第5回東日本巨大会 2∞2年 6 月 14~16 日 'J ザンシ」バ」クホテル(沖縄那覇。沖縄しい」さあ~) 5代理事 小原武夫(東京世田主主)

第5回西日本巨大会 2∞2年6月8日 ホテルグランピア京都(京都トウ」ピー) 5代理事 吉本貞一郎(熊本)

2凹l年4月2E日 大槻隆彦(京都グローパル)次期理事逝去の為 4代浬事が就怪

第6回東日本巨大会 2∞ 3年 6 月 7~8 日 宇都官グランドホテル(宇都宮足利宇都宮束郡買) 6代理事 小山正直(東京まちだ)

第6回西日本巨大会 2∞ 3年 6 月 14~15 日 ひこね市文化プラザ彦担プリンスホテル(彦担シャト~) 6代理事 白井征郎(長浜)

第7回東日本巨大会 2∞4年 6 月 5~6 日 熱海ニューフタヤホテル(熱海) 7代理事 樫村好夫(富士)

第7回西日本巨大会 2∞4年 6 月 12~13 日 加賀市文化封官加賀百万石池沢金沢犀川京都マレス) 7代理事 大野 嘉 宏(京都パレス)

第8回東日本巨大会 2∞5年 6 月1l~12 日 甲府富士屋ホテル(甲府) 8代理事 藤井 寛 敏(東京江東)

第8回西日本巨大会 2∞5年 6 月1l~12 日 国際会議場ポ」トピアホテル(神戸協力六甲部全クラブ) 8代理事 柴田 善 朗(京都さくら)

第9回東日本巨大会 2∞6年 6 月 3~4 日 仙台国際センタ」ホテル松島大蛇荘(仙台青葉域) 9代理事 浅見隆夫(東京グリ」ン)

第9回西日本巨大会 2∞6年 6 月1O~1l日 名古屋国際会議場白鳥センチュワーホール 9代理事 佐野文彦(四日市)

(名古屋 名古屋東海・名古屋南山・名古屋プラザ・名古屋グランパス)

第10回東日本巨大会 2∞7年 6 月 2~3 日 伊東温泉 ホテルサンハトヤ(伊東) 10代理事 高 田一彦(横浜)

第10回西日本巨大会 2∞7年 6 月 9~10 日 松下IMPホール、ホテルニューオータニ大阪 10代理事 森本柴三(大阪高槻)

(大阪酉・協力中西部全クラブ)

第11回東日本巨大会 2(胤年 6 月 7~8 日 ホテルイースト 21、江東区文イじセンター II代理事 越智京子(東京たん閉ま)

(東京ひがし)

第11回西日本巨大会 2(胤年 6 月 14~15 日 なら1印年会館、ホテル日航奈良 11代理事 神谷尚孝(和歌山)

(奈良・協力阪和部全クラブ)

第12回東日本巨大会 2∞9年 6 月 13~14 日 とかちプラザ、ホテル日航ノースランド帯広 12代理事 清 水弘一(仙台青葉域)

(十勝・協力北海道部全クラブ)
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第12回西日本巨大会 2∞9年 6 月 6~7 日 熊本市民会す官、ホテル日航熊本 12代理事 佐藤典子(熊本?ェ」ンズ)

(熊本デェーンズ協力熊本八代・熊本むさし熊本みなみ熊本ひがし阿蘇)

第13回東日本巨大会 201C年 6 月 5~6 日 ハイランドリゾートホテル&スバ(宮士五湖) 13代理事 原 俊 彦(東京サンライズ)

第13回西日本巨大会 201C年 6 月 12~13 日 広島国際会議場リーガロイヤルホテル広島 13代理事 鈴木誠也(神戸ポート)

(広島 協力西中国部全クラブ)

第69回国際大会 201C年 8 月 5~8 日 ノYシフイコ横浜 国際会長 藤井 寛 敏(東京江東)

第14回東日本巨大会 2011年 6 月 4~5 日 松本浅間文化センタ」 14代理事 松田俊彦(東京)

(松本協力東京甲府甲府21富士五湖)

第14回西日本巨大会 2011年 6 月 11~12 日 ウェスティン都ホテル京都 14代理事 仁科保雄(京都キャピタル)

(京都キャピタル協力京都エイブyレ・京都トップス・京都東稜)

第15回東日本巨大会 2012年 6 月 2~3 日 伊東市観治会館・ホテル緊楽 15代理事 河合重三(富士)

(伊東・協力富士山都)

第15回西日本巨大会 2012年 6 月 9~1O日 滋賀県立文化産業交流会館 15代理事 浅岡徹夫(近江八幡)

(長浜協力びわこ部全クラブ)

第16回東日本巨大会 2013年 6 月 8~9 日 花巻温泉・ホテル千秋閣 1E代理事 駒田勝彦(甲府21)

(もりおか・協力北京都)

第16回西日本巨大会 2013年 6 月 22~23 日 名古屋能楽堂 THEWESTIN NAGOYA CASTLE 16代理事 成瀬晃三(名古屋)

(名古屋・四日市・協力中部) 山日年2月2e日 成瀬晃三理事が逝去のため、
次期理事が理事代理に就住

第17回東日本巨大会 2014年6月7日 浅草公会堂浅草ビューホテル 17代理事 渡辺喜代美(十勝)

(東京江東・協力東京グリ、ーン東京北東京ひがし)

第17回西日本巨大会 2014年 6 月 14~15 日 シンフォニアいわくに岩国国際観先ホテル 17代理事 高 瀬稔彦(岩国みなみ)

(岩国・岩国みなみ・協力酉中園都)

第18回東日本巨大会 20日年 6 月 6~7 日 厚木市文化会愉・レンプラントホテル厚木 18イセ理事 田中博之(東京)

(厚木・協力東京・東京まちだ・東京コスモス横浜とっか)

第18回西日本巨大会 20日年 6 月 13~14 日 ハイアットワーデェンシー大阪 18イセ理事 松本武彦(大阪酉)

(大阪酉・大阪なかのしま協力中西部全クラブ)

第26目アジア地域士会 2015年7月 31~8月 2 日 ウェスティン都ホテル京都 ア?ア地域会長岡野泰和(大阪土佐堀)

第19回東日本巨大会 2016年 6 月 4~5 日 長野市若里市民文化ホ」ル。ホテルメルバルク長野 H代理事 渡辺 隆(甲府)

(長野・協力甲府・松本甲府21富士五湖信越妙高)

第19回西日本巨大会 2016年 6 月 25~26 日 松下IMPホール・ホテルニューオータニ大阪 19代理事 遠藤 通寛(大阪泉北)

(大阪泉北・大阪サウス・協力 阪和部全クラブ)

第20回東日本巨大会 2017年 6 月 3~4 日 ウエスタ川越 20代理事 利根川恵子(川越)

(111越・協力埼玉・所沢)

第20回西日本巨大会 2017年 6 月1O~11 日 菊池市文化会官官・ホテル日航熊本 20代理事 岩本 悟(熊本にし)

(熊本にレ熊本。熊本デェ」ンズ。八代。熊本むさし。熊本みなみ。熊本Fがし。阿蘇。熊本ヤング。熊本スピリツト)

第21回東日本巨大会 2018年 6 月 2~3 日 ブラサヴェyレデ(沼津) 21代理事 栗本治郎(熱海)

第21回西日本巨大会 2018年 6 月 9~1O 日 ANAクラウンプラザ神戸 21代理事 大野 勉(神戸ポート)

(神戸・西宮神戸西神戸ポート宝塚さんだ神戸学園都市芦屋)

第22回東日本巨大会 2019年 6 月 1~2 日 国立オ')ンピック記念青品年総合センタ」 22代理事 宮 内友弥(東京武蔵野多摩)

(東京サンライズ協力あずさ部全クラブ)

第22回西日本巨大会 2019年 6 月 22~23 日 ロームシアタ」京都(京都トゥーピー) 22代理事 遠 藤通寛(大阪泉北)

第四目797;t平洋地増大会 2019年 7 月 19~21 日 仙台国際センター 7J7土持制銭 田 中博之(東京多量みなみ)

第幻回東日本巨大会 202C年日月日日(中止) ホテルノースランド帯広(十勝) 23代理事 山田敏明(十勝)

第幻回西日本巨大会 202C年日月13日(中止) ぴわ湖ホーyレ・琵琶湖ホテル 23代理事 戸所岩雄(彦根シャト~)

(近江八幡・彦根・彦根シヤトー・長浜・草津・滋賀蒲生野)

第24回東日本巨大会 2021年 6 月 12~13 日 甲府湯村温泉郷常磐ホテル 24代理事 板村哲也(東京武蔵野多産)

(甲府21・協力あずさ部各クラブ)

第24回西日本巨大会 2021年 6 月 5~6 日 ウェスティン都ホテル京都(京都トゥーピ~) 24代理事 古田裕和(京都トウ」ピ~)
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西 本区役員日

役職名
氏名
(7ラブ名)

勤務先TEL

FAX 

住 所

E-ma i I 
先務勤

L
X
活

E
A
1
 

T
F
置

宅

帯

自

携

〈常任役員) 常任役員共通E-mail 吋20@

理 事古田裕和
(京都トゥーピー)

次期理事新山兼司
(京都トップス)

直前理事戸所岩雄
(彦根シャトー)

書 記安井基晃
(京都トウ」ピー)

A
T
A
 
計 小幡 弘
(京都トゥーピー)

〈事業主任} l事業主任共通E-mail 叫 Os@
Yサ・ユース 益 国 隆人

(広島)

地域奉仕環境藤好基子
(大阪なかのしま)

E M C 竹 園 憲
(京都ZERO)

国際交流中堀清哲

(鹿児島)

メネット 吉本典子
(熊本デェーンズ)

〈部 長} l部長共通E-mail 吋20b@
中 部早川 政人

(名古屋グランパス)

びわこ部西川 裕介
(彦根シヤトー)

京都部中村 隆司
(京都ウェyレ)

阪和 部中 井信
(奈良)

中 西部吉 田 由 美
(大阪なかのしま)

ムノ、甲 部安行英文
(さんだ)

瀬戸山陰部長 苦手和 子
(岡山)

西中国部 i度進悦司
(呉)

九 州 部松永英 明
(鹿児島)

〈監事〉

行政監事遠藤通寛
(大阪泉北)

財政監事大野 勉
(神戸ポート)
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役職名
氏名
(7ラブ名)

住 所

E-ma i I 
先務勤

l
L
V
A
正
直

E
A
1
 

T
F電

宅

帯

自

携
勤務先TEL
FAX 

{理事事務局〉

事務局長高倉英理

(京都ZERO)

事務局員北川雅俊

(京都ウイング)

事務局員合田太一

(京都)

事務局員金原弘明
(京都キャピタル)

事務局員吉田真理
(京都ト ゥーピー)

{西日本区事務所〉

西日本区古田裕和

事務所長 (京都ト ゥーピー)

西日本区生雲文枝

事務所員 (大阪なかのしま)

西日本区坂本千春

事務所員 (大阪センテニアル)

〈西日本区担当主事〉

光永尚生
(日本YMCA同盟)

|事業委員会|ロは委員長

YMCAサービス・ユース事業委員会 (Yサ・ ASF.YIA) 
。益国 隆人(広島) 荒川 恭次(名古屋内ンパス) 河口裕亮(彦根シャトー)

地域奉仕・環境事業委員会 (CS.TOF) 
。藤好基子(大阪なかのしま) 渡壁十郎(長浜) 河原正浩(京都トップス)

EMC事業委員会 (EMC. YES) 
。竹園憲二(京都ZERO) 牧野篤文(京都トップス) 山口雅也(京都キャピタル)

国際・交流事業委員会 (BF・EF. YEEP . STEP ・IBC・DBC)
。 中堀清哲(鹿児島) 前田香代子(熊本デェーンズ) 深谷 聡(名古屋)

メネット事業委員会
。吉本典子(熊本デェーンズ) 大野 勉(神戸ポート) 竹内芳江(岡山)

|常置委員会|ロは委員長丸の中の数字は通算年数

事務所運営委員会再任4期迄
。古田 裕和③(京都ト ゥーピー) 戸所 岩雄③(彦根シヤトー)

安井基晃①(京都トゥーピー) 小幡 弘①(京都トウ」ピ-)
*年次代議員会で承認後、確定

JWF管理委員会再任4期迄
。西野陽一④(大阪高槻) 浅岡徹夫③(近江八幡)
仁科 保雄 ③(京都キャピタル) 杉本 隆人①(神戸学園都市)
古田 裕和 ①(京都ト ゥーピー)

奈良惇賞資格審査委員会再任6期迄但L特別の事情では更に延長も可
。古田 裕和①(京都トゥーピー) 戸所 岩雄③(彦根シヤトー) 遠藤 通寛 ③(大阪泉北)
大野 勉④(神戸ポート) 岩本 悟⑤(熊本にし) 松本武彦⑦(大阪酉)
高瀬稔彦③(岩国みなみ)

新山 兼司①(京都トップス)

大槻 信二 ④(京都セ ンチュリ~)

亀浦正行①(熊本五福)
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ワイズリーダーシップ開発委員会再任委員長4期迄委員6期迄
。鵜丹谷剛③(神戸) 今西宏樹⑤(京都トップス) 高井亮吉⑤(奈良)
松岡省吾⑤(阿蘇) 正村暁子⑤(彦根シャトー) 鳥居 翠⑤(大阪なかのしま)
馬場貴英④(西宮) 的場幸生③(京都トップス) 馬場 昭宏③(京都トゥーピー)
河原善人③(岩国みなみ)

広報・情報委員会再任委員長6期迄
口大槻信二③(京都センチュリ~) 加藤
石津 雅人 ③(大阪センテニアル) 大野

委員8期迄
信一 ⑦(京都トップス)
勉 ③(神戸ポート)

財務委員会
。小幡 弘(京都トゥーピ~) 伊藤文訓(長浜)

区報編集委員会再任委員長6期迄委員8期迄
C 三浦克文④(岡山) 森本栄三③(大阪高槻)
小幡 弘①(京都トゥーピー) 安井基晃①(京都トゥーピー)

組織検討・安全対策委員会

。遠藤通寛①(大阪泉北)
山口吉郎③(西宮)

再任委員長4期迄委員6期迄
浅岡徹夫③(近江八幡)
工藤義正③(大阪土佐堀)

クリスチャニティー委員会
。川口 恵④(名古屋)
高井亮吉③(奈良)
福永君二④(米子)

再任委員長4期迄委員6期迄
菅井恵子③(滋賀蒲生野)
和田 早苗③(大阪なかのしま)
益国隆人③(広島)

チャプレン 立野康博⑤(熊本デェーンズ)

守田富男⑤(八代)
高倉英理①(京都ZERO)

巴山 直久(京都トップス)

伊藤文訓③(長浜)
高倉英理①(京都ZERO)

河合久美子 ⑤(京都ウエスト)

田
田
本

高
福
岩

尚
子
久

敏
宏
芳

③(京都)
③(宝塚)

①(熊本五福)

|専任委員|心は委員長

ヒストリアン再任委員 12期迄演田 勉④(奈良)

西日本区ワイズ活動史編纂委員会
。大槻信二④(京都センチュ')~) i賓田 勉④(奈良)

三浦克文④(岡山)

トラベルコーディネータ一再任委員4期迄鉄谷 明③(大阪サウス)

YMIワールド翻訳編集委員会
。谷本秀康(東広島)
田尻忠邦(大阪)

任期なし

倉田正昭(京都)
中井信一(奈良)

|特別委員会|心は委員長

ワイ犬将来構想特別委員会再任3期迄
。森田恵三⑤(京都ウエスト) 岩本 悟⑤(熊本にし)
遠藤 通寛④(大阪泉北) 戸所 岩雄③(彦根シヤトー)
新山兼司①(京都トップス) 三浦克文⑤(岡山)
森本栄三③(大阪高槻) 浅岡徹夫③(近江八幡)

ワイズ・ YMCAパートナーシッブ検討委員会
C 古田 裕和(京都トゥーピー) 戸所 岩雄(彦根シャトー)

|東西合同委員会|心は委員長

YMIワールド翻訳グループ
。 田中 博之(東京多摩みなみ)
(東日本区)青木一芳(千葉)

太田 勝人(東京町田スマイ'Jング)
(西日本区)倉田正昭(京都)

谷本秀康(東広島)

西日本区担当主事 光永尚生

朝倉正昭(東京世田を)
利根川恵子(川越)
田尻忠邦(大阪)
中井信一(奈良)
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吉本貞一郎 ④(熊本)

谷川 寛(大阪センテニアyレ)

大野 勉⑤(神戸ポート)
古田 裕和 ③(京都トゥーピー)
荒川 恭次⑤(名古屋グランバス)
金子敏郎③(広島)

遠藤通寛(大阪泉北)

今城高之(横浜つづき)
比奈地康晴(東京)
谷川 寛(大阪センテニアル)



西日本区部役員・部代議員名簿
音日 長 早川 政 人(名古屋グフンパス) 次期部長 早川 政 人(名古屋グフンパス)

中 直前部長 小林滋記(名古屋南山)

部長主題 知らせよう! 勺イズの奉仕活動を 書 記 荒川 恭 次(名古屋グランパス)

会 計 服部庄三(名古屋グランパス)

事
Yサ・ユ}ス i青水 j享 (とやま) 事務局長 高 田 士 嗣(名古屋グランパス)

地域奉仕環境 山村喜久(名古屋東海) 監 事

業 E M C i可部 薫 (名古屋) 連絡主事 遠 藤 恵美子(名古屋グランパス)

ファンド 近藤 豊 (名古屋南山) 善|2m~ml 小林滋記(名古屋南山)
主 交流 近藤 豊 (名古屋南山) 2æO~2022 早川 政 人(名古屋グランパス)

部
査
広報 荒川 恭 次(名古屋グランパス)

メネット 数津淑子(金沢)

音日 長 西川 裕介(彦根シャトー) 次期部長 安田博彦(近江八幡)

び 直前部長 東 康彦(滋賀蒲生野)

部長主題 「蘇れぴ、わよ二部」 書 記 河口裕亮(彦根シャトー)

会 計 前川 幸 久(彦根シャトー)

わ 事
Yサ・ユ}ス 井之上温代(滋賀蒲生野) 事務局長

地域奉仕 環境 太田美智代(近江八幡) 監 事 池田 政弘(草津)

業
E M C 矢守昭男(長浜) 連絡主事 久保田展史(長浜)

一
国際・交流 宮本年博(彦根)ιー 調員| m o ~ ml 東 康彦(滋賀蒲生野)

主
メネット 滝本英子(草津) 2æO~2022 西川 裕介(彦根シャトー)

部
200推進チーム 井之上温代(滋賀蒲生野)

査
ワイズ起こL 松岡義隆(長浜)
H P情報 安田博彦(近江八幡)

音日 長 中村 隆 司(京都ウェル) 次期部長 中村 隆司(京都ウェル)

尽 「人生は一度き り」
直前部長 島 田 f専 司(京都ウエスト)

部長主題
~出会いから全てが始まる~

書 記 今村 隆 宏(京都ウイング)

松田博一(京都ウエル)

者日 事
Yサ・ユース 幡南 進 (京都キャピタル) 会 計 蒔 田茂夫(京都プリンス)

地域奉仕環境 的場幸生(京都トップス) 事務局長 西村和真(京都浩中)
業 E M C 坂口祐司(京都ZERO) 監 事 )11 上孝司(京都パレス)

音E
主 国際・交流 牧野万里子(京都ウエスト) 連絡主事 藤尾 実 (京都YMCA)

査
メネット 中村典子(京都ウエル) 島 田 f専 司(京都ウエスト)
PR委員長 近藤敦元(京都東稜) 2æO~2022 中村 隆司(京都ウェル)

音日 長 中井信一(奈良) 次期部長 大谷 茂 (和歌山紀削11)

阪 「寄り添う。忘れない。」
直前部長 飯沼 民 (大阪泉北)

部長主題 書 記 高井亮吉(奈良)
(Stay with y叩 Neverforget you.) 

会 計 内 田勝久(奈良)

事
Yサ・ユース 福田智也(大阪長野) 副書記(事務局長) 演田 勉 (奈良)

平日 地域奉仕 大谷 茂 (和歌山紀削11) 監 事 横田 憲子(大阪河内)

業 E M C 鉄谷 明 (大阪サウス) 連絡主事 菅 秀晃(大阪YMCA)

将来構想委員長 遠藤通寛(大阪剥じ) 村上一志(奈良YMCA)
主 交流 東 正美(和歌山) 小)11 隆平(和歌山YMCA)

部
査
広報 正野忠之(大阪泉北) 調員| m o ~ ml 飯沼 民 (大阪泉北)

メネット 丸尾欽造(大阪河内) 2æO~2022 中井信一(奈良)

音日 長 =仁と1 田 由 美(大阪なかのLま) 次期部長 牟 大盛(大阪)

中 ワイズのカを信じて、自ら行動Lょう
直前部長 掛谷太郎(大阪茨木)

部長主題 書 記 生雲文枝(大阪なかのしま)
Believe in the PJwer of 18 Men and act for y口ur詑~

会 計 保田圭子(大阪なかのしま)

西
事
Yサ・ユース ニ i甫 直 之(大阪センァーアル) 事務局長 杉浦民喜子(大阪なかのしま)

業
地域奉仕 環境 工藤義正(大阪土佐堀) 監 事 谷 正一(大阪西)

部 主
E M C 清水真一(大阪茨木) 連絡主事 内 山雅文(大阪千里)

査
国際・交流 柿島 裕(大阪酉) 善|2m~ml 掛谷太郎(大阪茨木)
メネット 粟 田達夫(大阪高槻) 2æO~2022 =仁と1 田 由 美(大阪なかのしま)
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部 長 安行英文(さんだ) 次期部長 安行英文(さんだ)

ー」ー- 直前部長 柏原桂子(芦屋)J、 行動に信念を、信念は行動に
部長主題

Believe in what you d口、Dowhat y口ubelieve in， 
書 記 松本美耶子(さんだ)

ZA3、Z 計 竹内一夫(さんだ)

事
Yサ・ユース 杉本隆人(神戸学園都市) 事務局長

甲 地域奉仕環境 大岩雅典(芦屋) 監 事

業 E M C 水野雄二(神戸ポート) 連絡主事 斉藤 靖(さんだ)

ファンド 義員 am~2æl 柏原桂子(芦屋)
主 国際・交流 尾上尚 司 (神戸) am~2æ2 安行英文(さんだ)

音E
査
広報 小野勅紘(西宮)

メネット 大 田厚三郎(神戸西)

部 長 長苦手和子(岡山) 次期部長 福永君ー(米子)

津買 “伝えよう ワイズの魅力! 直前部長 阪田悦規性臣路)

部長主題 広げよう
ワイズ活動 1"

書 記 高原良子(岡山)
~魅力ある活動はだれもが気になる。

戸 関心をょせる~ 第 2 書記 三浦克文(岡山)

事
Yサ・ユース 八杉光春(姫路) ZA3、Z 計 米良重徳(岡山)

山 地域奉仕環境 前 田丈夫(姫路グロ」パル) 事務局長

業 E M C 福永君二(米子) 監 事 阪田悦規ぽ臣路)

陰 ファンド 連絡主事 白 烏雅人(岡山)
主 国際・交流 岩崎圭三郎(姫路)

義員
aJaJ ~ 2al 阪田悦規性臣路)

部
査
広報 aJ2灼 ~2沼2 長 苦手和子(岡山)

メネット 竹内芳江(岡山)

部 長 渡漣悦司(呉) 次期部長 高瀬稔彦(岩国みなみ)

西 直前部長 藤川 洋(広島)

部長主題 ワイズメンの熱意と情熱と奉仕の心を伝えよ 書 記 赤坂正 隆(呉)

中
zるs、z 計 伊藤 進(呉)

事
Yサ・ユース 高 瀬稔彦(岩国みなみ) 事務局長

地域奉仕環境 田 中正海(呉) 監 事 谷本秀康(東広島)

国 業 E M C 金子敏郎(広島) 連絡主事 在原 健(広島)

ファンド
義員

aJaJ ~ 2al 藤川 洋(広島)

主 国際・交流 上久保昭二(福山) aJaJ ~2æ2 渡漣悦司(呉)

音E
査
広報

メネット 阿武朋子(東広島)

部 長 松永英明(鹿児島) 次期部長 森 律子(八代)

九 直前部長 堀 隆 之(熊本みなみ)

部長主題
「魅力あるクラブが創る 魅力ある九州都」

書 記 園屋高志(鹿児島)
~未来を信じて、今こそ率先して行動しよう II~

zるs、z 計 坂口松平(鹿児島)

州
Yサ・ユース τ{ 丁 田富男(八代) 事務局長 園屋高志(鹿児島)

事 地域奉仕環境 山 田芳之(熊本デェーンズ) 監 事

業 E M C 中西賢一(熊本にし) 連絡主事 内村桃子(鹿周島)

主 国際・交流 草場修二(福岡中央) 議 aJ2灼 ~2æl 堀 隆 之(熊本みなみ)

音E査 広報 aJ2灼 ~2沼2 松永英明(鹿尼島)

メネット 小 園庸子(鹿児島)

30 



2020 --2021年度西日本区事業目標
YMCAサーピス ユース献金 YES (Y's Extension Support)献金

(国際ASF含む) 1人あたり 2，0∞円 l人あた り5∞円
地域奉仕活動 (CS)献金 災害支援金

l人あたり 1，5∞円 合計2∞万円

TOF (Tirne 01 Fast)献金 E (Extension) 
l人あたり1，4∞円 新クラブ設立 +4クラブ

FF (Family Fast)献金 MC (Membership&Conservation) 
l人あた り8∞円 会員数増強前期末+2∞名

BF (Brotherhood Fund)献金 情報発信
l人あたり 1，5∞円 区報年3回、理事通信年 12回

EF (Endowment Fund)献金 LT役(L員ea研de修rsl会IIp、Training) 
記念ごと献金 l口120CHF 合計3，0∞CHF 次期 次期会長・主査研修会 各 l回

J記W念Fご(Jとapのa献n金West y's Men's Fund)献金 レガシー基金
l口5，0∞円目標合計50万円 l人あたり 1，0∞円以上

RBM (ロールパックマラリア)献金
l人あたり 8∞円

表 彰基準
YMCAサービス・ユース事業 国際・交流事業
献金締切りは3月15日。期日後の入金は対象外(但L記録 BFの使用済み切手締切りは2月末、現金締切りは3月
として区報に掲載)。その他表彰対象締切りは4月15日。 15日。対象会員数は前期 (7月)半年報で計算。
対象会員数は前期 (7月)半年報で計算。 IBC、DBCの表彰対象確定は3月末(その後予定があれ

ば申請可)。

地献域金奉締仕切・り環は境3事月業15日。期日後の入金は対象外(但L記録
メネット事業
表彰対象確定は3月末(その後予定があれば申請可)。

として区報に掲載)。その他表彰対象締切りは3月末日。
対象会員数は前期 (7月)半年報で計算。

EMC事業
表彰対象確定は3月末。対象会員数は前期 (7月)半年
報で計算。

※全ての表彰対象者は正会員、広義会員。功労会員・担当主事で特別メネット会員は含まれません。

2020 --2021年度各部部会予定
部 ホス ト ク フ ブp

中 音B 名 古 屋 グ フ ン ノぐ ス

ぴ わ 」、ー 音B 彦 4混 ン ヤ ト

尽 者日 音B 尽 者日 ウ コ二 )レ

阪 和 部 奈 良

中 西 部 大 阪 な か の L ま
ムノ、 甲 音B さ ん だ

瀬 戸 山 陰 音B 岡 山

西 中 国 音B 呉

九 州 音B 鹿 』巴 島

2020 --2021年度 区大会及び関連行事
前 夜 祭 2021年 6月4日(金)

第 4 回 区 f笠 員 Zる3、Z 

第 2 回区準備役員会

区 年 次 1{; 議 員 ZA3、Z 

7G 理 事 懇 談 ZA3、Z 
2021年 6 月 5 日(土)~6 日(日) ウェスティン都ホテル京都

連 キ告 主 事 の Zる5、Z 

メ 不 ツ ト ア ワ ー

公 開 議 演 Zる3、Z 

区 大 Zる3、Z 

聖日礼拝・エクスカーション 2021年 6月6日(日)
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西日本区強調月間リスト

月 j舌 動 ス ア 卜 メ ン 卜

Kick-o宜
新たな自分、そして新たなメンパーを迎え入れる体勢を心がけよう。

7月
EMC-MC 

竹園憲二 EMC事業主任(京都ZERO)

Youth 
若者が大きく成長する夏。ユースの活動をパックアップして忘れられない夏を

8月 作ろう。
Activities 

益国隆人 Y・サユース事業主任(広島)

メネット呪優しさ、思いやりをワイズ活動に活かしましょう。

9月 M日lettes 皆さまの勇気でクラブが、社会が、変わります。そして世界も 1

吉本典子 メネット事業主任(興本ジェーンズ)

BF 
ワイズ用語抜粋の rBFJrEFJを見て意味を確認して、真の国際的社会奉仕団

10月 体の一員としての自覚をしましょう。その上で行動しましょう。
EF 

中堀清哲 国際・交流事業主任(鹿児島)

Public Relations 
ワイズメンズクラブの活動を広報して、社会的認知!支を高めましょう。

11月
Wellne田

大槻信二 広報・情報委員長(京都センチユリー)

EMC-E 
次の世代、新しいクラブ設立の為にも、 YES献金を 100%

12月
YES 

竹園憲二 EMC事業主任(京都ZERO)

IBC、DBCのクラブがあるところは何か連絡を取り合い近況報告をお互いにや

1月
IBC りましょう。

DBC IBC、DBCの無いクラブの皆さんは他クラブ訪問なさってみませんか。
中堀清哲 国際・交流事業主任(鹿児島)

TOF 一人一人の思いが、環境を守り、命を救います。
2月 CS 全ての献金を忘れずに、ご協力をお願いいたします。

FF 藤好基子 地域奉仕・環境事業主任(大阪なかのしま)

]WFは皆さまの厚意によって支えられています。
3月 ]WF 個人やクラブの記念に合わせて献金をお願いします。

西野陽一 、JWF管理委員長(大阪高調)

YMCAサービス
今期 YMCAと協働した活動を振り返り、次期に縦続できるクラブの支援をみん

4月 なで考えよう。
ASF 

益国隆人 Y・サユース事業主任(広島)

リーダーシッブを学んでください! クラブ・部・区など、あらゆる機会にリー

5月 LT 
ダーシッブの学びの場があります。全てを有意義に捉え、スキルアップをして、
リーダーシッブを身に付けてください。

鵜丹谷剛 ワイズリーダーシップ開発委員長(神戸)

自分自身の成長のため、クラブの発展のため、個人やクラブで立てた目標に対

6月 評価と引継ぎ
する評価の時聞を必ず作りましょう。その時間を有意義な時間にすることが今

後の成長や発展のためには不可欠です。
吉田裕和 理事(京都トゥービー)

ワイズメンズクラブ内外の人達にもっと広報して、 EMCやクラブの活性化に繋
通年 PR げましょう。

大槻信二 広報・情報委員長(京都センチユリー)

32 



2020 --2021年度 行事予定

年 月 事務局 強調月間 1T 事 区報 半年報 国 内 国 際 アジア太平洋

2 
第2 役回ララ役員イイ研員トト停会ンン新新会9大大日阪出阪O 11 Hク RDEサミッ ト
次期 日 24日 14-17日

9 Hク

年 12 

2 

3 第準案備内l役発回員送会 次期会長主査研棒会 中止

第3回査員会/第l回準備役員会
4 メーJレにて開(仮催称)

今津クラフ"(1R:ft.:ltl:立総会 18日(土)

2 5 第準備2役回員会
今津クラブ(1!ii称)チャーターナイト

案内発送
お日(土)

第4回党員会/第2回準備投員会/

O 
6 第案内l発回役送員会 W区E代E議開員催会

区大会 13日 中止
-ー・ー ー・・・・・..ー・..ー・・・・・・・・・・ ..・・...ー・・ー・・・・・・・・...ー・・ー・・・・・・..-・・ー・ー・・..-・・・・・ー・ー・ -・......ーー..・・・・・・....ーー・・・・ ー・・・・・......・・・・-ーー・・・・ーー・ -・・・・・・・・ ・・・ー・ー...・

7 
Kick-o笠 第l回生員会

第l号発行
締前切期半10年日報

EM~MC 18日 WEB開催 前期区発費送2 請求書

8 Youth 前納期入締区切費 E国国F際際代大半表年会藍報犠中用止l紙日送付
Activities 

O 15日
前期国際会費送金

9 M叩巳ttes IPE立候補締切
年

10 第案内2発回役送員会 BF 
第2回役員会 31日(短日開催)

ICM立候補締切
EF Hクライ トン新大阪

Public 
次期ラ生員イ研ト格ン新会大1阪8日 凶日 BFデレゲート応募締切 l日

11 Relati口m BFAP受付締切 15日
Welln官邸 Hク ワイズデー 10日

12 EM~E 
BF切手中間約切

YE5 

IBC 
締後切期半10年日報

IPE.ICM投票締切
DBC 後期区発費送 国際年央会議

請求書

T口F 後期区費
国際半年報 l日

2 2 C5 第2号発行 納入締切 BF切手続切
24.25日APEトレーニンク
国際年央会議

FF 15日
25.26日国際RDEザミ ット

O 3 第案内3発回役送員会 jWF 次期会長 主査研帳会 13日 14日 各種献金約切 15日 後期国際会費送金 APE投票

YMCAサーピス
第3回党員会/第l回準備投員会

4 10日 11日 東西理事連絡会議
2 ASF Hクライトン新大阪

5 第案内4発回役送員会 LT 代自民員会議案審発送

区大会前夜祭 4日
第4議回役員員会/第1回準備役員会/ 第24回東日本区大会

年
6 肝師と引継ぎ 区代 会/メネットアワー 5日 12日 13日

区大会l日目 5日
区大会1日目 6日.... ーーーー......ーーー ー...ー・ーー・ーーーー・ーー ーーー・ーー.............................ーーーー.......-ーーーーーー....-ーーー...ーーーーー"ーーーーー...ーーー・..ーーー'・ーーーー..・・・・ーーーー・ーーーー ーーーーーー.......ー・ーーーー・

7 Kick-D笠
EM~MC 

8 Youth 
第3号発行

Activities 
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34 

西日本区事務所及び理事事務局業務

西日本区事務所

T 

大阪市

TEL - FAX 
E-mail: @ 

業務時間 月・水・木・金曜日 PMl:OO~5∞ 

休 日 火・土・日・祝日・既定の休日

事務所長古田裕和

担当職員 生雲文枝 坂本千春

西日本区関係

l 会計事務

①区費等(前納・後納)の請求及び収納

②入会金・加盟金の請求 受領と関係物品の

発送

③献金、その他の受領

④経常会計経費及び特別会計の出納

告毎月の経常会計及び特別会計の報告

信年度会計報告書二作成の補佐

⑦国際会費他区別会計の送金

⑧その他西日本区会計の補佐

2 区財産の管理保管

3 会員異動報告書の受理

4 国際半年報の報告及び加盟に関する手続

5 海外ワイズメンの招請手続

6 国際、アジア地域、他区との連絡補佐

7 西日本区役員会、代議員会等諸会議の運営補佐

8 国際大会、アジア地域大会、西日本区大会等

の運営補佐

9 物品販売の管理の補佐

10 西日本区発行公式文書のデータ保存及び管理

文献保存 、ヒストリアン関係

l 文献資料の発行・収集・管理保存

2 重要資料の永久保存

3 海外文献等の翻訳補佐

西日本区理事事務局

T 

京都市

西日本区理事事務局長高倉英理

TEL 

携帯

E-mail @ 

理 事 古田裕和

会 計 小幡弘

FAX 

害 記安井基晃

事務局長高倉英理

1 年間方針・計画の策定、一般行政の執行、年

度報告書の作成

2 年間予算案の作成、財政の執行、年度会計報

告書の作成

3 新クラブ加盟金額の決定

4. HANDBOOK & MEMBERSHIP ROSTERの

発行

5 半年報の取りまとめ

6. I西日本区報」の発行(区報編集委員会と共に)

7. I理事通信」の発行

8 経常会計、特別会計の支出通知

9 諸文書の整備保管と後任者への引継ぎ

10 役員会、常任役員会、代議員会の準備招集

運営・記録

11 国際、アジア地域、他区との連絡通信

12 海外文献等の翻訳

13 国際大会、アジア地域大会への参加促進

14 西日本区大会の調整打合せ

15 西日本区事務所の運営



役名

〈常任役員〉

氏名
(7ラブ名)

理 事板村哲也
(東京武蔵野多摩)

次期理事大久保知宏
(宇都宮)

直前理事山田敏明

(十勝)

書 記小山久恵
(東京サンライズ)

会 計荊片貝川恵子
(川越)

〈事業主任}

地域奉仕 小原史奈子
百lCAサ}ピス (東京たんぽぽ)

会員増強伊藤幾夫
(東京多属医みなみ)

国際交流米長晴信
(甲府21)

ユース三田庸平

(もりおか)

〈東日本区担当主事〉

担当主事光永尚生
(三島)

〈理事ス空ッフ〉

副書記渡辺大輔
(東京武蔵野多摩)

副会計吉田公代

(川越)

〈東日本区事務所〉

所 長小林 隆
(沼津)

東 日 本

住所

E-ma i I 

区役員

自宅TEL 勤務先TEL
FAX 勤務先会社名

携帯電話 FAX 

35 



36 

国際・アジア太平洋地域役員

〈国際} 2020-2021 

国際会長 Jacob Kristensen (デンマーク)

次期国際会長 Kim Sang-chae (韓国)

直前国際会長 ]ennifer Jones (オ}ストラリア)

国際書記長 J ose Varghese (タイ)

国際会計 T. M. Jose (インド)

国際議員 大野 勉(神戸ポ~ e) 

ASF国際事業主任田中博之(東京多摩みなみ)

IBC国際事業主任利根川恵子(川越)

国際YMIリエゾン山旧公平(宇都宮)

〈アジア太平洋地域} 2020-2021 

アジア太平洋地域会長

次期アジア太平洋地域会長

直前アジア太平洋地域会長

David Lua (シンガポール)

大野 勉(神戸ポート)

田中博之(東京多摩みなみ)

アジア太平洋地域書記 利根川恵子(川越)

アジア太平洋地域ASF事業主任
大野 勉(神戸ポート)

アジア太平洋地域 BF(プロモージョン)事業主任

中井信一(奈良)

アジア太平洋地域 BF(フイラテリスト)事業主任

村野 繁(東京世田谷)

アジア太平洋地域キリスト教強調(CE)事業主任
権谷弘祐(所沢)

アジア太平洋地域IBC事業主任田 中博 之(東京多摩みなみ)

アジア太平洋地域ウェブマスター

江口耕一郎(東京)

アジア太平洋地域YMI')エゾン山 旧公平(宇都宮)

アジア太平洋地域ワイズメネッ T事業主任
権谷実季(所沢)



国際憲法とガイドライン(訳文)

第 1条 名称、モット一、本部及び法的地位 (NAME，MOTTO，HEADQUARTERSAND LEGAL STATUS) 

第 1項 この組織は、ワイズメンズクラブ国際協会 (Thelnternational Association of y's Men'sαubs)と称L、そのそツトーは「強

い義務感を持とう 葬おはすべての権利に伴うJ(To acknowledge出eduty出ataccompanies every right)である。
第 2項 「ワイズメンズクラブ国際協会」の本部は、スイスのデュネーブに置かれる。

第 3項 「ワイズメンズクラブ国際協会」が法人組織を有L、それ故スイス民法典第 60条および関連条項に基づいて法人格を取得す

ることを意図し、ここにそれを宣言する。

斗ガイドライン

101 ワイズメン インタ」ナショナルJ(Y's Men InternationaI)の名称を使用してもかまわない。
102 国際名称が翻訳される場合は、YMCAまたはそれを象者投する表示、またはその訳語を使用するものとする。

103 エムプレム(標章)は、次の要素で構成されるものとする。

(1) 上方一辺に ilnternationalJの語を添えた赤色の三角形

(2) 三角内に大きな青色の rYJ

(3) rYJの上部に金色の星を置き、まわりに治空をつける。

何らかの識別用の図ないしエムプレムが、ワイズメンズクラブ国際協会の表記との関連で使用される場合は、必ず上記エムプ

レムを併置させることとする。

第 2条綱領と目的 (Purposeand Objectives) 

第 1項 ワイズメンズクラブ国際協会は、イエスキリストの教えに基づき、相互理解と敬愛の思いに結ぼれて、あらゆる信仰の人々

が共に働く、世界的友好団体であり、 YMCAに対する忠誠心を共にしフフ、活発な奉仕活動を通じて、')、ーグーシッブを開発、 助長、

供給して、全人類の為よりよさ世界を築くべく尽力するものである。

第 2項協会の目的は、次のとおりである。

A 世界中にわたり、ワイズメンズクラブを結成し、これの継続発展を力づけ励まし、これを育てる。

E すべての加盟クラブの諸活動を円滑ならしめ研修用詩資料を供給すると共に、 血の通ったリーグ」シッブを開発する。

第 3項 すべての加盟クラブの目的は、次のとお りである。

A まず第一に YMCAのためのサーピスクラブとして活動するo

E その他にワイズメンにふさわしい団体を支援する。

C 市民的、国際的諸問題のただ中で、倦むことなく、一党一派に備しない正義を追及する。

D 宗教的、市民的、経清的、社会的、国際的諮問題につき、会員達を啓発L、積極的にこれに参加連帯させる。

E 健全な交友関係をつくり出す。

F この協会の国際、地域、区の事業を支援する。

斗ガイドライン

201 イエスキリストの教えに基づき」とは、ワイズメンは、イエス・キリストが教えられたことを受け入れることを意味し、また、

イエス・キリストの教えをワイズメンが実際の行動に移すよう心掛けることを意味する。

イエス・キ')ストの教えは、ワイズメン全体の意七決定のための、クラブならびに国際協会の運営のための、さらにワイズメ

ン個人の 日々 の生活のための、ガイドライン(指針)となるものである。

第 3条構成会員 (Membership)
第 1項 この協会は、これに加盟するワイズメンズクラブ、ワイズウイメンズクラブ、ワイズメン アンド ウイメンズクラブまた

は、Yサ」ピスクラブをもって構成される。今後は、これらクラブを総称して「加盟クラブ」と称する。

第 2項 各個クラブの会員は、男性のみ、女性のみ、またはその両者によって構成される。何人も、人種、信仰、皮膚の色または出

身国の故に、会買の地位を拒まれることはない。加盟クラブの会員は、ワイズメンまたはワイズウィメンと呼ぶ。

第 3項 ワイズメンズクラブ、 YMCAおよび地域社会を支捜するために、独自の活動ヤ事業を計画、実行する、女性のみのワイズ

メネットクラブを各クラブ、部、区、地域および国際レベルにおいて設けることができる。

第 4項 害記長 (SecretaryGeneraI)は、ワイズメンズクラブ国際協会の運動発展の為に貢献があった者に対L、それが過去のも

のであると現在のものであるとを問わず、国際会長の承認を経てこれを表彰し、これに「名誉会員J(“H叩ぽ世yffMembersrup)の
地位を贈ることができる。

第 5項 加盟クラブの存在しない地域社会に居住する者は、その区理事 (RegionalDirector)ならびに書記長に申し出て、その承認

を得た上で、「広義会員J(Members-at-l世 ge) となることができる。

斗ガイドライン

301 この協会の1単位として組織された少なくとも 3名のグループは、クラブと称される。

302 各クラブは、少なくともその所在する都市、州または国の名をその名称に入れること。ただし2個以上のクラブが存在する地

域社会では、各クラブは適当な識別名称を加えるものとする。

303 すべてのクラブ会員は、関連地区のYMCAの会員になることが望まれる。

37 



304 世界YMCA同盟およびそれに加盟する各国の同盟との積極的な協力関係を保つために (1) ワイズメンズクラブ国際協会

と世界YMCA同盟との問および (2) 各国内にあるいくヲかの区とその国のYMCA同盟または地方YMCA連盟との聞で、

それぞれ連絡を密接にするものとする。

3白 ワイズメンズクラブを組織するための要件と権限は、各区ごとに作成L、実施するものとする。

306 区理事はクラブがいヲ加盟申請の要件を備えるに至ったかを決めるものとし、この通知を害記長に行う。新クラブの最少会員

数は5名とする。 害記長は、新クラブを登録し、加盟認証状を発行するものとする。

307 区理事は、区役員会の君認のもとに、クラブがいっ廃止となるかを決めるものと L、その決定を害記長に通知するものとする 0

3Cl'l 加盟クラブの会員は、この協会の原理や目的に意図的に反する行動を取った場合、国際執行役員および国際警記長によって、

利害の対立する関係者から直接または電子的媒体で十分聴聞した上で、選挙によるもの、 指名によるもの、推薦によるものを

関わず、その不品行の重大さに応じて 1年から 10年の問、協会内のいかなる職務に就くことを禁じられることがある。

3ω この協会の綱領や目的、ミッション、憲法などに違反する行動があった場合、ワイズメン国際協会紛争手続き委員会が、対応
措置を取る 0

310 広義会員は、国際議会の決定に基づいて毎年会費を支払う。広義会員は、ワイズメンズクラブ国際協会における票決権を有しない。

第 4 条立法役員 (LegislativeOfficers) 

38 

第 1項 この協会の立法権は、国際議会 (InternationalCc日nciI)に委ねられる。

第 2項 国際議会は15人の議員で構成する。各地域はこの議会に代表として1人の議員を選出する。他の2議席は「ガイドライン

414 (現憲法では413)Jの順番方式で選出された地域を異にする青年会員議員が占める。残りの議席は、地域の国際会費支紅、い演み
の会員数が国際協会の全会員数のうちに占める割合に応じて地域聞に配分される。ただし如何なる地域も青年会員議員を除く 3議席

以上を占めることはできない。

2013年以降に選出された国際議員は1任期2年のみを務めるものとする。なお青年会員議員とLて1任期2年の任務を終了した後

に40歳の年齢に達L、しかもその議席から最低5年を経過Lた後であれば、更に 2年任期の 1期のみ議員に就任することができる

ものとする。

第 3項 各クラブは、選挙期日の 90目前迄に、その地域選出の国際議会議員候補者1人の指名を、国際事務局および現地域代表国

際議会議員に申し出ることができる。この候補者は、国際議会により定められた資格要件を満たさなければならない。地域は国際議

会の承認を得て地域独自の資格要件を定めることができる。若手国際議会議員の資格に関しては、国際議会によってのみ定められる。

国際事務局は、選挙期日45目前迄に各クラブに対L、指名委員会が当該地域会長と協議のうえ下した決定に基づいて、役職1ヲに

ついて多くとも 3名までの候補者を提示するものとし、その中、 1人は各クラブから最多数の指名票を得た者が含まれなければなら

ない。国際レベル案件に対する投票権を有するクラブは、その地域から選出される国際議会議員 1人につき 1票の投票権を有する。

投票締切日迄に国際事務局に到着した郵便投票の結果、各役職ごとの最高得票者をもってその役職の当選者とする。

第 4項 国際議会は、毎年少なくとも 1回開催される。その他にも国際会長の召集によって召集することができる。また、国際議会

議員の1名が開催を要請し、かヲ議会構成員または活動中の加盟クラブの少なくとも 20%が、 書面によりこれを承認Lた時に、召

集することができる。その他にも、活動中の加盟クラブの20%の要請によっても開催を求めることができる。

第 5項 国際議会の議事処理のため必要な定足数は 10人とする。また、国際議会は、国際会長が提出した、または国際会長の君認

を得て提出された議題に関Lては、たとえその議題が事前に配布された議事日程に記載されていなくとも、郵便により議事処理を行

なうことカミできる。

第 6項 ICM (国際議員)が何らかの理由で職務が実行できない場合は、エリア・リーグーシッブの決定でICME(次期国際議員)

が代行するか、またはICME(次期国際議員)が選ばれていない場合はIPICM(直前国際議員)が代行する。 ICM(国際議員)が死亡、

職務遂行不能または辞任の事態が生じた場合、 ICME(次期国際議員)が自動的にICM(国際議員)になるものとする。 ICME(次

期国際議員)が選ばれていない場合、 ICM(国際議員)が第3項に沿って選ばれるまで、任務は、エリア・')、ーグーシッブの決定で

IPICM (直前国際議員)によって実行されるものとする。

第 7項 国際会長は、国際議会の全ての会議の議長を務めるが、 賛否同数のときに決定投票を行う場合を除いて票決権は有しないも

のとする。

第 8 項次期国際会長 (InternationalPresident日ect)、直前国際会長 (ImmediatePast lnternational President)、国際会計

(International Treasurer)および害記長は、国際議会のすべての会議に列席するものとするが、投票権を有しない。

会長が議長の職務を行使できない場合には、次期会長がその職務を代行する。

第 9項 世界YMCA同盟は、国際議会に 1人の公式代表を指名出席させる権利を有する。その代表は、 4年を超えない任期中、投

票権無しで国際議会に出席する。

斗ガイドライン

401 国際議会の機能は、次のとおりである。

(1) 経常予輩、BF予葺その他の国際予草の設定および君認

(2) 国際大会の開催地を決定し、企画作成について援助する。

(3) 新事業を開始させ、進行中の事業に対しては継続ないし促進をはかる。

(4) 国際協会の計画にあたるグループとして、短期的な目標ならびに長期目標に関して実施すべき案件を設定する。

(5) 国際憲法を継続的に検討する。

(6) 会員制度、 資金管理、クラブ加盟認証状の発行ならびに回収、および役員と職員の責任事項に関してそれぞれの政策を検

討する。

(7) 必要な国際協会の出版物の制作に関してガイドラインを定め、予算を設け、 責任分担を決める。



(8) 各区および指名委員により提出された氏名のなかから、次期国際会長および次期国際会計に選挙されるべき候補者を指名

する。

(9) 本憲法第2条の遂行のために、国際議会は、現実に生じた諮問題に対して立場の表明を行うことがある。緊急時において、

ここの立場の表明は、国際議会で承認された立場の表明に関するガイドラインに基づいて、国際会長がワイズメンズクラ

ブ国際協会を代表して行うことができる。

402 ワイズメンズクラブ国際協会は、 8の地域、もしくは 2011年7月1日に発効するこの憲法の規定に基づいて随時新設・合併

され得る数の地域によって構成される。国際議会に代表を送る 8の地域は、次のとおりである。

(1)アフワカ アフリカ大陸および周辺諸島にある全ての因。

(2) アジア太平洋 旧ソピエト連邦の東と南の端をもって境界とする。ただし韓国とインドは含まないが、南太平洋地域、

オ」ストラリア、ニュ」三アーランドおよび周辺諸島を含める。

(3)カナダ/カリプ海諸国 カナダの全州およびその領有地とカワプ海諸島の全ての因。

(4) ヨ」ロツバ 酉は大西洋を境界とし、東は旧ソピエト連邦西部境界に至るものとし、中東地域にある諸国を含める。

ただし、この地域にフいては後日、別に規定する。

(5) インド インドの全部の州および準州ならびにベルシア湾とオマーン湾に接するアラピア半島内のすべての固と地域。

(6) 韓国 韓国の全州およびそ町領有地。

(7) ラテンアメリカ メキシコおよび中南米にある全ての因。

(8) アメワカ合衆国 アメワカ全州およびその領有地。

403 各地域の国際議会に選出する議員数の決定は、毎奇数年に計算され、その年の6月30日時点で国際事務局が把握している直

近過去4回の半期報告の会費支払会員数の平均に基づく。しかしながら上記第2項により、いずれかの地域の議席数が増加さ

れる場合は、国際議会の現議員の任期が切れる時にはじめて割当てられるものとする。

404 各地域の国際議会に選出する議員数の算出に用いる数学方式は、ドント方式である。この方式の説明曹は、 請求すれば国際事

務局から入手できる。

4目 立法年度は7月1日に始まり、 6月30日に終了するものとする。

406 国際議会および(次項の)年央会識の議事録は、会議後30日以内に各区理事に送達される。区理事は、この情報をクラブに

伝達すること。変更および迫力口事項はその後30日以内に区理事に送達されるものとする。

407 国際議会は、国際協会の活動を検討し計画を立てる目的て毎年1月に年央会議と呼ばれる会合を催L、その会議に国際議会と同等

の効力があることを認める。年央会議を構成する者は、国際会長、次期国際会長、直前国際会長および害記長とし、さらに経費の

点で理由が成り立ちかヲ予算が許せば、国際会計ならびに次期地域会長も加えるものとする。ただし後者にヲいては、国際会長が

必要と認めるときは、現地域会長をもって代える。国際議会によって特定事項に関L特別の権限を与えられていない限りは、立法

上の決定は、一切この会議により行われることはない。開催地は、執行役員と協議の上、国際会長により選定される。ただし、こ

れには経費、会識の特別な目標実件、前固までの会議ならびに当今の国際大会の開催地のことを考慮に入れることとする。

4Cl'l 地域憲法または地域ガイドラインは、国際憲法に矛盾低触するものであってはならない。もL矛盾抵触する場合は、地域憲法

または地域ガイドライン中の矛盾抵触をきたしている部分は、無効と Lて扱われ、国際憲法が優先される。これら憲法または

ガイドラインおよびその修正条文は、すべて国際議会に提出して承認を求めねばならない。

4ω クラブが国際レベルの案件に対する投票権を持つためには、クラブは、 9月30日以前にガイドライン 410に定められた通り

に活動中であり、直前3半期において最小限15名の会員を有しており、かっ国際本部に会長にヲいて定められた詳細が記録

されていなければならない。これらの条件のーフでも満たさないクラブは、その年の国際選挙権を失う。例外的に、 2020121

年の場合、ここの期限は 11月30日まで延長される。

410 クラブが活動中(ingood stancling)であるとは、報告済みの会員数の I∞%分の区会費、地域会費ならびに国際会費を、直

近の過去3半期を通して支払ったクラブを意味する。「活動中」のクラブという地位からの除外の要求を添付し、地域および

区から該当クラブが「活動中」ではないとの連絡が、毎年 12月1日までに、国際事務局に入らない限り、地域会賓と区会費

は予定通りに支払うものとみなされる。新しくチャーターしたクラブは、少なくとも 2半期存続し、その問、上記のすべての

会費を、報告清みの会員数の 1∞%分払った場合において、国際投票の資格を有することとなる。

411 (12月31日現在で)チヤ」ター後少なくとも 25年が経過しており、会員数が5名から 14名のクラブにヲいては、国際選挙

の投票のみを目的とし、ガイドライン4ω での最少必要会員数規定の免除の要求を区理事(写しを国際事務局)に対して提出

することができる。この要求を区理事は9月30日までに受領Lなければならず、また、当該クラブが積極的に会員数を増や

す努力をしていることを証L、また直近3半期の会員数を明示しなければならない。当該区理事は是認した全ての要求を国際

事務局に(個別でも全体をまとめてでも)10月15日までに届くように(写しを地域会長)送らなければならない。国際執行

役員の決定を条件と Lて、当該クラブは、決定の通知を待たずに投票をすることができる。当該区理事は、後に、もし要求が

却下された場合は、そのま里由説明とともに決定の通知を受ける。例外的に、 2020121年の場合、免除の要求を区理事(写しを

国際事務局)に提出する期限を、11月15日まで延長し、当該区理事が是認したすべての要求を(個別でも全体をまとめてでも)

国際事務局に送る(写しを地域会長)期限を、 11月30日まで延長する。

412 国際レペルのいかなる役職の候補者またはいかなるクラブ、集団、 関係者も、候補者の当選の可能性を増大させるために害

筒、印刷物および他の影響を及ほしうる通信を送ることにより候補
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就任期間は2年1任期のみとする。ただし、 201412015年度の国際選挙で選出されるインド地域の青年会員議席は3年1任期

とする。また、該当する地域順序の時に候補者指名ができない地域がある場合は、その次の配分順序の地域に振り替えられる。

国際議会において、地域選出の青年会員議席は、如何なる地域においても、 1議席を超えることはできない。

415 複数議席?の権利を有した地域では、地域憲法で君認された公平な方法で地域内の西日分順序の区から選出される。

第 5 条行政役員 (AdministrativeOfficers) 

第 1項
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A この協会の選挙による行政役員は、国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計および国際議員である地域会長とする。

B 地域会長は、各地域が定める手順によって選出される。各地域は、その憲法の中で青年国際議会議員となった者の次期地域会長

の役職に関する被選挙権を定める。

C 国際議会に 1議席しか有しない地域においては、その議席は、地域会長を務めることとなる国際議会議員選出者が占めることと

する。 2議席以上有する地域においては、次期地域会長は、在職中の地域国際議会議員の中からそれぞれの地域会長任期ごとに

選出されなければならない。いずれの場合も、その任期前1年聞を次期地域会長として務められるように事前に選出されなけれ

ばならない。

D 各区は、区理事 (RegionalDirector) 1人をおく。区が必要とするその他の区役員、書院究員の他、区以下のレペルの詩役員をお

くことができる。すべてこれらの役員は、それぞれの区、部、その他定められた区以下のレベルを単位として選出され、その任

期はそれぞれの憲法(定款)とガイドラインが定めるものとする。

第 2項

A 国際議会は、区および指名委員会により提示された氏名の中から少なくとも 2人、多くとも 3人の候補者を任期1年の次期国際会

長職に、同時に少なくとも1人の候補者を次期国際会計職に指名する。後者は、任期3年の国際会計となるべき者である。そして、

これらの者は、国際的な事案に対する投票権を有しているクラブの会員でなければならない。各区はそれぞれの役職につき 1人の

氏名を、自区または他のどの区からでも提示する権利を有する。指名委員会は、国際会長、次期国際会長、直前国際会長およびこ

の3名の執行役員によって代表されない他地域の中から1年ごとに国際議会が任命する2名から構成されるものとする。

B 次期国際会長および次期国際会計は、正式に加盟登録がなされ、かっ国際レベルの案件に対する投票権を有する加盟クラブの郵

便投票によって選出される。投票は、国際議会での候補者指名の通知が各登録クラブ会長に送付された日から数えて45日目を

もって締切られ、その結果、 最高得票数を得た候補者が当選者となる。各クラブは、 1役職につき、 1票の投票権を有する。次

期国際会長、次期国際会計および国際議員の選挙は、同時に行われる。

C 国際会長、次期国際会長および国際会計は、それぞれの任期中には、選挙による他の一切の協会役職に就くことができない。

D 次期国際会長が職務遂行不能となった場合もしくは次期国際会長が現国際会長の死亡、職務遂行不能、解任または辞任の理由で

国際会長に就任した場合には、 指名委員会は、各区に対して2人ないし3人の候補者を提示して新しい次期国際会長が選挙でき

るようにする。各区からの投票が送られて来るまでに 30日聞の期聞を設ける。

E 次期国際会長は、現国際会長の 1年の任期の終了に伴い、または同国際会長の死亡、職務遂行不能もしくは辞任の場合に、自動

的にこの協会の国際会長となる。もし次期会長が前の会長の死亡、職務遂行不能または辞任の理由で会長職を6カ月未満務める

場合には、本人および新たに指名された次期会長は、自動的にさらに 1年閉その役職を続ける。

F 国際会計は、再選されるために候補者として指名を受けることはできるが、この任期3年の職に連続2期を超えて就くことはで

きない。

G 次期国際会計は、現在の会計の在職期限の満了または、国際会計の死亡、職務遂行不能または辞任の事態が生じた場合、自動的

に国際会計になるものとする。次期国際会計が選ばれていない場合、国際会計の任務は、新Lい国際会計が選ばれるまで次期国

際会長力桁行する。

第 3項
A 国際会長は、国際議会のすべての会議において議長となり、協会の事業と活動を統括すると共に、一般にこの役固め者が果すべ

き一切の職務を遂行せねばならない。

B 国際会長が欠員または職務遂行不可能となり任務を果たせなくなった場合は、次期国際会長がその任務を遂行し、国際会長と同

じ権限をもつものとする。国際会計が欠員または職務遂行不能となり任務を果たせなくなか しかも次期国際会計が選ばれてい

ない場合は、次期国際会長が任務を遂行するものとする。国際会計の死亡、職務遂行不可能または辞任の場合は、国際会計が選

出されるまで次期国際会長がその任務を遂行するものとする。

C 国際会計は、この協会の会計勘定に、預入・支出される資金の一切について、害記長より報告を受ける。国際会計は、厳密な項

目勘定が守られ、かっ記録されていることを確認する葬腐を有L、その他この役目が通常果すべき一切の職務を遂行する。国

際会計は、国際会長の指揮を受ける。

D 次期国際会計は、現国際会計が欠員または職務遂行不可能となり任務を果たせなくなった場合は、その任務を遂行する。

E 地域会長は、それぞれの地域にある各区の円滑なる協力関係を推進する責任を負い、 1年に 2回、その地域の現況と動向を、国

際会長に報告する。地域会長は、その地域に地域事務所 (Area仁伍ce)がある場合には、その事務所を通じて職務を行う。

F 区理事は、その区の運営実務者であり、その取りまとめ役でもあり、区内の一般行政ならびに財政につき責任をもっ。区理事は、

その所属する地域の地域会長の指揮を受ける。

第 4 項

A 国際会長および国際議会の要請による国際協会の特別な役職は、国際議会の承認を条件として、国際会長および次期国際会長に

よって、それぞれの任期中の役職として任命される。

B 害記長は、国際会計補佐の職務を行うものとする。



斗ガイドライン

501 地域に国際議員が1人しかいない場合は、その国際議員が地域会長となる。

502 次期国際会計 (InternationalTreasurer-Elect)は、その職にあって 1年聞の任期を過ごせるように時期を定めて選出される

ものとする。次期国際会計は、国際会長が適当と判断する国際的な会議に出席招請を受けることがある。ただし、これについ

ては費用などを考慮の上、決めるものとする。

503 次期国際会長または次期国際会計の選挙において票数が同数の場合は、国際議会が決定票を投ずる。

504 ガイドライン 4ω、410および411は第5条にも適用される。

505 国際執行役員」または rIEOsJという用語は、国際会長、次期国際会長、直前国際会長および国際会計による集団としての

職務をいう。

第 6 条専従役職員 (EmployedOfficers) 
第 1項 この協会の専従役買とは、協会に対する役務提供により、給与を支払われるべき曹記長および副曹記長 (Ass配 iate

Secretaries GeneraI)を言う。

第 2項 書記長は、国際議会により任用される。副書記長は、 書記長の推せんにより、国際議会により任用される。他のすべての職

買は、国際議会により定められる方針に従って害記長および副害記長により任用される。

斗ガイドライン

601 害記長の職務、 責任の範囲、執務基準は、この役職のための職務規定に詳しく記述され、同時にこの規定は協会の人事方針の

一部としておさめておくものとする。時々この内容は人事委員会によって現在の害記長と協議しヲワ審査を受けるものとし、

変更事項はすべて国際議会の承認を得なければならない。

602 副害記長その他の職員の職務、 責任範囲および執務基準は、それぞれの職務規定に的確に記述され、 監督上司との交渉の上、

決定される。この内容も、また全ての協会の人事方針に記録されねばならない。

603 人事方針、 雇用職員ごとにその監督上司との交渉を通して作成される年間職務基準および職員給与計画は、人事実働委員会主

たは人事委員会によって毎年必ず再検討されるものする。 害記長は、国際議会に直接責任を負う。冨1害記長その他の職員は、
害記長に責任を負い、定められた方針の範囲内で考課と報酬を受ける。

第 7 条役職の空席 (Vacanciesin Office) 

第 1項 国際役員または国際議員に不正行為または職務怠慢がある時は、国際議員総数の少なくとも4分の3以上が郵便投票、また

は通常議会において賛成票を投ずれば、役職を解任される。この手続は、国際会長によって認可される。もしこの種の手続が国際会

長職に関するものである時は、少なくとも、異なる地域から選出された4人の国際議員が署名した提案が必要となる。国際事務局か

ら投票用紙に添えて害類が発送されるが、これには提案理由、解職手続の詳細および、もし当人が公表を希望して提出するなら、 関

係者のコメントを含める。

斗ガイドライン

701 死亡、辞任、職務遂行不能のため次々期国際会長が万一空席となった場合には、次の手順が適用される。 指名委員会は、新L

い次々期国際会長を選出するために、 2ないし3名の候補者を区に提示する。区は、投票に 30日聞の猶予を与えられる。

第 8 条事務所 (0簡ces)

第 1項 国際事務局 (InternationalOffice)は、地域事務所の事務の円滑なる連絡調整のために維持運営され、あわせて地域事務所

のない地域を受持ヲ。

第 2項 地域事務所は、その地域において、国際協会の働きを推進・維持するために、地域または地域内の区の要請を受け、国際議

会の承認を経て、これを設置することができる。

第 3項 地域事務所の設置を要請する際の基準としては、 最低3カ年聞の運営計画案とともに、下記誇項目が明示されていなければ

ならない。

A 必要とする運営職員の構成

B 事務所運営収支予算の具体案

C 受持ヨベき地域の範囲

第 9 条財政 (Finance)

第 1項 国際議会は、この協会の国際運営予算を満たすために、各区が負担すべき人頭書Jの均等分担金を、郵便投票に応答した区の

単純過半数の賛成を得て決定する。

国際議会は、自らの判断で、いずれかのクラブ、区および地域に対して人頭割均等分担金額に達しない支払いを許すことがある。た

だしこれは1年ごとに検討し直すこととする。

第 2項 各区は、自区の財政にヲいて責任を負うと共に、

A 国際会費、地域会費および区会費の全てを後収する。

E 協会経費にあてるべき各区分担金を、本条第1項の規定により、国際事務局またはその地域事務所に半年単位で支払う。

C 国際協会および区が要求するすべての報告曹を各クラブから受理すると共に、国際協会が要求する報告曹を国際事務局またはそ

れぞれの地域事務所に回送する。

第 3項 会計年度は、国際議会によって定められる。
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第 4項 区は、第2項にあげた責任を、地域事務所、または国際事務局に委託することができる。ただし、地域または区と国際議会

との聞の責任受託に関する協定に待たねばならない。

斗ガイドライン

901 2013年から会計年度は7月1日から6月初日とする。

902 国際議会は、毎年、国際協会により運営される全ての会計とファンドに関しての予算と決算に承認を与えるものとする。これ

には収入と支出が含まれるものとする。

903 プラザ」フッド資金の運営は、現行ブラザーフッド資金運用方針に準拠するものとする。

904 それぞれの地域および区は、国際予算に対する負担金、その他の運営上必要とされる資金を得るため、地域会費および区費の

制度やその他の方法を決めるものとする。 18カ月にわたってクラブが国際会費、地域会費または区費を支払わない時は、そ
のクラブの加盟認証は失効する。

9田 区は、毎年2月1日および8月1日付報告の全会員数分の国際会費ならびに地域会費を支払う。

906 定められた支出以外の財政支出にフいては、国際執行役員会の決定を得た国際会長から、または国際議会議員からの動議によ

り、国際議会での投票または郵便投票による単純過半数で、国際議会が決定するものとする。

第 10条大会 (Conventions)
第 1項 国際大会の開催と、その開発、 計画および実行は、国際議会の指導と管理のもとでなされる。国際議会は、この権限を他に

委託することもできる。

斗ガイドライン

1∞1 国際大会は、代表として出席する会員に対L、情報を広め、体験をわかち合い、啓発と精神的活性化を与える機会を設けるも

のとする。同時に国際議会に対Lては、検討を行い実行に移すべき提案と推奨がなされる場でもある。国際大会の準備および

開催は、原則として公式の国際大会マニュアルに準拠するものとする。

1∞2 国際議会は、国際大会の開催日の少なくとも 3年前に大会開催地を選ぶこととする。

1∞3 国際大会均吋子われる少なくとも 2年前に国際大会委員会が国際会長から任命される。この任命には国際議会の承認が必要であ

る。 Jこの委員会には少なくとも当該大会の委員長、次回大会の委員長が任命され次第その委員長、大会実行委員長、国際会計

および曹記長が構成員に含まれる。国際大会委員会は、プログラムの実行、テーマ、講演者の選考、 財政上の管理と事後報告

の責任を負う。

第 11条区 (Regions)
第 1項 国際議会は、協会の諸活動に適切に役立ち、かっこれを円滑に協力してゆくために必要と見なされる場合には、必要数だけ

区を設置する。区の境界線の変更は、これに関係する複数の区との協議を経た上においてのみ実施することができる。

第 2項 各区は、自区の組織について責任をもち、区内におけるすべての事務を取り扱う。

第 3項 各区は、定款 (Regionalωnstituti叩 s)を制定する。区定款は、国際憲法に矛盾抵触するものであってはならない。
区定款および一切の修正事項は、国際議会に提出Lて承認を求めねばならない。

斗ガイドライン

1101 区は、下記項目について、 責任と権限をもつものとする。

A 他区の名称と調整の上で、自区の区の名称を選定する。区の名称の重視は、認められない。

E 区大会を企画し運営する。

C 区理事を選出する。区理事は、自区の所属する地域会長に対L、連絡主任者となる。

D 必要に応じて区を更に小分すること。

1102 区理事の研修は、 警記長もしくは害記長の雇用職員 または害記長から委任を受けた者によって実施してよい。

1103 現行の区の確定または改編に際しては、地理、言語、文化、人種、 財政など、 関係する側面すべてにヲいて十分に検討を加え

るものとする。これは国際協会の目的を達成し、継続して行くために必要である。原則として、区は、少なくとも 15クラブ、

会員総数3∞名以上をもって構成すべきである。

1104 現在の区に含まれていない固にエクステンションを行う場合、その国が存在する地域議会は、エクステンション業務を適切に

責任分担させなければならない。地域の境界について検討が行われているが、ヨーロツバ地域は、大西洋とウラYレ山脈に挟ま

れる地域の全ての国をその責任範囲とする。新しい固に新クラブを設立する時は、国際議会は、 関係する地域および区と協議

の上、第 11条第1項に従い現行区の境界線を変えるものとする。

第 12条署名者 (Signatories)
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第 1項 ワイズメンズクラブ国際協会は、選挙による国際役員および職員の署名およびその署名を行う局面に拘束される。署名者と

署名の局面は、必要に応じて国際議会が規定するものとする。

斗ガイドライン

1201 ワイズメンズクラブ国際協会のすべての財務処理には以下の5名の指定署名人のうちのいずれか2名の署名を必要とする。

国際会長 国際会計 書記長 副書記長 害記長により指名された職員1名



第 13条解散 (Dissolution)
第 1項 ワイズメンズクラブ国際協会は、国際議会(国際議会の定足数は定めらている)の会合においてのみ、またその会合に出席

L投票する議員の少なくとも4分の3がそ叱解散を提案する決議案に賛成の記名投票を行なった場合にのみ、解散することができる。

その提案は、次に、正式に加盟L活動中のクラブの4分の3が郵便投票で賛成票を投票することを必要とする。

第 2項 ワイズメンズクラブ国際協会の解散決議案は、害面をもって国際議会に提出されない限り、受理されない。議案の告知は、

解散決議案の完全な写しと、もしわかっている場合には、決議案が議論される国際議会の月日を含むものとする。選択された国際議

会は、告知日から少なくとも 10ヶ月後でなければならない。

第 3項 解散決議案成立に伴い、構成員 (地域会長と当該期聞の国際議会の再任可能な代理人)および国際会長を「管財人」の役目

を果す者(以下「管財人」と称する)として指名しなければならない。本条第1項の規定に従って解散が可決された場合は、協会の

財産および基金は、これらの管財人により、 5年聞を限度として管理されるものとする。管財人の人数は、当初確定したまま一定に

保たれ、管財人は、代理人を任命する権限を有する。

第 4 項 協会が解散した場合は、管財人は、すべての手に入る財産と基金を、同様に公益を追求し、免税措置の資格のある非営利回

体または協会に分配する。もし、このような条件に合致するのであれば、世界YMCA同盟を(財産と基金の)受入団体として指定する。

協会の基金および財産は、一部であれ全体であれ、いかなる時も、いかなる方法によっても、決して設立者や構成員に払い戻された

り、 1度らの利益のために使用されたりしてはならない。
第 5項 このように解散した後は、協会の以前の構成員 (加盟クラブ)または協会のいかなる構成団体の以前の構成員も、管財人が

下した決定、行動に関していかなる固においても、いかなる訴訟や要求を行なう権利をもたない。

第 14条改正 (Amendment)
この憲法の改正は、国際議会での秘密投票により 3分の 2の賛成票が得られ、かヲ、活動中でガイドライン 4ω および410で規定さ

れているように国際的な事案に対する投票権を有するクラブの郵便投票により 3分の2の賛成票を得られた場合に成立する。

斗ガイドライン

1401 ガイドラインは、国際議会のどの会議に於いても、議決権を行使しうる出席国際議員数の単純過半数による賛成投票を以って

改正することができる。

1402 国際議会は、提案した改正事項に対する賛否の応答の締切日を設定する。

1403 国際憲法改正の通知は、次の国際議会の遅くとも 90目前までに、改正しようとする特定の条項または箇所を提示したものを

害記長宛に書面にて提出されなければならない。それと共に改正の意図を述べたものも提出されなければならない。

1404 国際憲法の改正に繋がる動識は、異なる地域の国際議員によってそれぞれ提案、支持されなければならない。また、ガイドラ

インの改正案が他の条文と整合しているか、または他の条文にどのような影響があるかについて、事前に国際憲法審査委員会

にアドパイスを求める。国際議会開催中であれば出来れば国際憲法審査委員会あるいは国際憲法に精通した議員または国際憲

法に精通した人からのアドパイスを受けて審査する。

1405 国際議会で秘密投票を実施する必要がある場合は二重封印封筒システムまたは電子認証方式(インターネットペースで保護

された選挙システム)で実施する。

1974年3月本 文ワイズメンズクラブ国際憲法邦駅委員会釈

1982年3月 ガイドライン文献サーピス事業委員会駅
1983年4月 1982年改正部分文献サーピス邦駅委員 生地幸雄駅文献サービス会事業委員会監帳
1985年7月 19&3 ':3k~手改正部分理事 青木一芳駅

1988年6月 l銘7年9月改正都分文献サーピス邦駅委員 生地幸雄駅
1991年6月 間9年11月改正部分国際額賃 山川一郎駅
1992年4月 1991年改正部分国際購買 山川一郎駅
1993年6月 1992年改正部分文献サーピス委員長 村野繁駅
1995年6月 1994年改正部分村野繁駅
1998年7月 1997年改正部分奈良昭彦駅
釦日岬4月 2000年改正部分 中田靖泰駅(東日本区) 文献委員長 重村利幸(東日本区) 都移丈
却02年5月 2002年改正部分中田靖奉(東日本区)山川郎駅
釦04年5月 2004年改正部分 青木芳(東日本区)駅
釦昨年5月 20CE口6年改正部分(本文およびガイドライン) 東日本区文献委員会釈(全般的に駅文の見置しを行った)
却口7年12月 2007-02年改正部分東日本区文献委員会駅
羽目年12月 2000年改正部分後藤邦夫(東日本区)駅
却lC年10月 2010年改正部分林茂博(東日本区)駅 奈良昭彦(西日本区)駅責
回13年4月 山11-12年改正部分東日本区文献組事善治討委員会 (主幹村野繁委員)駅
却14年5月 山13-14年改正部分 田中博之(東日本区)駅
回15年6月 山14.15i手改正部分 利率良)11恵子(東日本区)駅
羽目年6月 山15-16年改正部分利IJWI恵子(東日本区)駅
釦17年2月 山16-17年改正部分 利率良)11恵子(東日本区)駅
釦18年6月 山17-18年改正部分利根川恵子(東日本区)駅
回日年6月 山18-19年改正部分利根川恵子(東日本区)駅
釦20年6月 山19-2C年改正部分利根川恵子(東日本区)駅
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ワイズメンズクラブ国際協会

アジア太平洋地域憲法とガイドライン

2016年8月4日;施行

第 1条地域 (THEAREA) 

ワイズメンズクラブ国際協会(ワイズメン・インターナショナルともいう)のアデア太平洋地域は、東日本、西日本、台湾、南東ア

デア、フィリピン、スリランカおよびオーストラリアの各区をもって構成される。地域内の如何なる区の新設や縦廃は、国際議会に権

限があり、この場合、地域はその決定にしたがって再編成される。

第 2条綱領と目的 (PURPOSEAND OBJECTIVES) 

アデア太平洋地域は、ワイズメンズクラブ国際協会の働きを、ここの地域において推進・増強する。国際憲法に記されている綱領と目

的は、この地域運営ガイドライン諸規定の一部である。

第 3条地域議会 (AREACOUNCIL) 

A 地域議会は、地域内の全ての任期中の区理事によって構成され、地域会長が議長を勤める。

B 地域議会の投票権を持ヲ者はこの各区理事のみであり、各々一票を有する。

C 地域会長は、アデア太平洋地域出身の国際議買を相談役として、また直前地域会長を職務上の構成員として、議会に招請するこ

とができる。

D 地域会長は、議会の承認のもとに、警記、会計、プリテン編集者を、また議会カミ必要と認めた他の役員を任命する権限を有する。

第 4条地域議会(の議会) (AREA COUNCIL MEETING) 

A 地域議会は、地域議会の議会において、あるいは地域会長の承認のもとに、郵便投票によって議案の知里を行う。

B 議会の議決は、その如何なる議会においても出席議員の過半数、または郵便投票での過半数の賛成による。

C その如何なる議会においても、あるいは郵便投票においても賛否同数になった場合は、地域会長は決定票を投ずる権限を有する。

D 地域議会は、定足数4名の議員の出席により成立する。

E 区理事が地域議会に出席できない場合は、区の役買の中からー名の代理者(投票権をもっ)を送ることができる。

F 地域議会は、地域会長の招集により、可能な場所で、少なくとも年に 1回は開催しなければならない。

G 地域議会は、地域会長により、または地域会長の指示で地域害記により、招集する。議会の開催は、いかなる場合も、 2ヶ月前

までに告知されなければならない。

H 他の議会は、地域会長の招集により開催され、また議員のだれかが要求し、少なくとも他の4名の区理事の文警による賛同があ

れば開催しなければならない。

第 5条 コミュニケーション (COMMUNICATION)

A 地域会長は、区理事たちとのコミュニケーシヨンを密にし、また地域出身の国際議員に地域の活動を周知させなければならない。

B 地域ブリテンは年2回アデア太平洋地域・ウェブサイト上で発行され、地域内全クラブがアクセスできるよう、リンクが区理事

に送付されなければならない。

第 6条地域事務所 (AREAOFFICE) 

A 地域におけるワイズメン運動の働きを推進・増強する目的のため、地域議会は、必要と認められたときは、国際憲法第8条の規

定に則り、地域事務所の設定を決定しなければならない。

B 地域事務所の運営方針は、国際憲法第8条第3項の規定に矛盾することなく、地域議会により決定されなければならない。

第 7条地域大会 (AREACONVENTION) 

A 地域大会は、国際大会が開監されない年に開催される。

B 地域議会は、地域大会の期日と開催地を決定する。大会開催の立候補申し出は、 2年前までに地域議会に提出されなければなら

ない。

C 地域大会は、地域議会議員の支援を得て、地域会長の指導により開催される。

D 地域会長は、大会委員会の委員長(できれば元地域会長)を指名しなければならない。委員長は、大会委員会を構成する委員

(5 -7名)を選ばなければならない。

E 地域大会開催を承認された招致国は、地域大会の準備をするために、大会準備委員会 (HCC)を組織する。大会準備委員会

(HCC)は、地域議会へ大会予算と大会内容を提示L、承認を受ける。

第8条財政 (FINANCE)
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A 地域議会は、クラブ会員ひとり当たりの均一な会費を定めなければならない。地域会費は、毎年2月1日、 8月1日現在の会員

数により、区によって各クラブから被収され、それぞれ3月15日、 9月15日までに地域会計に送金されなければならない。



B 区がその国の規暗により会費を地域に送金できない場合は、後収された金額は区が保管するものとする。その区理事は、半期毎

に国際本部に半年報を提出する時に合わせて、アデア太平洋地域に納めるべき預り金の額にヲいて、年2園、地域会長に報告曹

を提出しなければならない。

C 地域事務所経費および地域活動の運営に関わる諸経費を賄う地域予算は、地域会計の支援を得て、地域会長により設定されなけ

ればならない。

D 地域予算は、地域議会に提出され、承認されなければならない。

E 地域会計は、地域事務所によるすべての収入および支出について記録しなければならない。地域会計は、毎年、年度終了時かっ

地域議会の前に決草報告警を用意する。決算報告書は地域議会によって選任された監査人により監査されなければならない。

第9条国際議会議員の選出 (ELECTIONOF INTERNATIONAL COUNCIL MEMBERS) 
A 各クラブは国際事務局の依頼により、国際議会議員の候補者を1名国際事務局と地域会長に推薦することができる。 2人以上に
候補者の推薦があった場合、国際事務局は国際憲法第4条第3項に則り選挙を実施する。すべての国際議会議員の任期は2年で

ある。

B 国際議会の青年会員議席は、国際憲法ガイドライン 414によって決められた地域分配順序で輪番となっている。アデア太平洋地

域の順番の時には、上記Aの規則が適用される。

第10条地域会長の選出 (ELECTIONOF AREA PRESIDENT) 
A 国際事務局から国際議員選挙の結果が公表され次第、任期を終了しようとする地域会長は、地域議会議員による後続任期の次期

地域会長の選挙を実比施しなければならない。この選挙への候補者は、当該年度においてアジア太平洋地域からの国際議員でなけ

ればならない。国際憲法のガイドライン 501が適用される場合、任期は1年とする。

E 地域会長の職が不在となった場合は、次期地域会長がその任にあたる。

第11条国際憲法による職責の定め (AUTHORITYBY INTERNATIONAL CONSTITUTION) 
(この条は、確認のため、国際憲法の第5条第3項E および3項F から引用されたものである)

第3項E

地域会長は、それぞれの地域にある各区の円滑なる協力関係を推進する責任を負い、 1年に 2回、その地域の現況と動向を、国際会

長に報告する。地域会長は、その地域に地域事務所 (Area0血ce)がある場合には、その事務所を通じて職務を行う。

第3項F

区理事は、その区の運営実務者であり、その取りまとめ役でもあり、区内の一般行政ならびに財政につき責任をもっ。区理事は、そ

の所属する地域の地域会長の指揮を受ける。

第12条改定 (AMENDMENTS)
ここの地域運営ガイドラインは、地域議会での3分の2の賛成票と地域内の活動中のクラブ (clubsin good standing)の郵便投票に

よる投票数の3分の2の賛成票により、改定することができる。改定案の内容は、文書により、投票締切日の少なくとも 30日前に地

域議会の全議員に告知されなければならない。

さらに、その改定内容は、ワイズメンズクラブ国際協会の目的と方針に阻揺をきたすものであってはならない。
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西日本区定款

第 1条 名称・構成
第 1項 この組織は、ワイズメンズクラブ国際協会西日本区(以下「西日本区」という)と称L、英文ではThelnternational 

Association ofY's Men's Clubs ]apan West Regionと記す。

第 2項 酉日本区の地理的範囲は、 富山県 岐車県・愛知県以西、鹿児島県までとする。

第 3項 西日本区は、前項の地域内に所在L、ワイズメンズクラブ国際協会(以下「国際協会」という)に加盟しているワイズメン

ズクラブ、ワイズウイメンズクラブ(以下「クラブ」という)をもって構成する。

第 4 項 西日本区は、主たる事務所を区内に置く。

第 2条 目的・モットー

第 1項 酉日本区の目的は、区内各クラブが国際憲法の精神に基づき、あらゆる人々が宗教、信条の相遣を越えて互いに親しく交わ

り、力を合わせ国際協会の綱領と目的の達成を目指すとともに、この運動を広〈西日本区内に拡張するために協力することにある。

第 2項 西日本区は前項の目的を達成するために、国際協会の綱領に掲げられているイエス・キリストが示された愛と奉仕の実践を

目指し、そのための活動の指針を提示し、各クラブの協調を図り、研主置の機会を提供するとともに、熟む誠意YMCAと協働L、東

日本区を始め国際協会の各組織と協力することによって、よりよい世界の実現のために努力する。

第 3項 クラブの目的は次のとおりである。

A 奉仕活動を通じてYMCAの活動を支援する。

B ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する。

C 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する。

D 宗教社会 経積・国際などの諸問題について会員を啓発し、 積極的に参加させる。

E 健全な交友関係を作り出す。

F 国際・地域・区および部の事業に協力し、支援する。

第 4 項 ワイズメンズクラブのモットーは「強い義路感をもとう。葬j曹は全ての権利に伴う」である。

第 3条 会員・メネット・ユース
第 1項 クラブの会員は、性別・人種・信仰 出身固などを理由として会員の地位を拒まれることはない。

第 2項 クラブの会員の種類は次のとおりである。

A 正会 員

-成人でクラブの入会式を済ませた者。

-クラブの会員は、 YMCAの会員になるものとする。

B 担当主事会員

・関係YMCA総主事から指名を受け、会長が委嘱をした者。

第 3項正会員のうち、正当な理由により、常に例会その他の会合に出席することが不可能な場合は、年度ごとに理事に届け出、承

認を経て広義会員となることができる。

第 4 項 正会員のうち、水年にわたりその功績著しい者に、クラブ会則の定めるところにより、理事に届け出て功労会員の地位を贈

ることカミできる。

第 5項 クラブにおける職業分野の会員構成は、同一業種に偏らず、 2名以内を原則として、できる限り多くの職業分野にわたるよ

う努めるものとする。

第 6項 新たにクラブを結成し国際協会に加盟しようとするときは、国際憲法およびこの定款に基づいて定める会則を準備するとと

もに、 5名以上の会員候補者を選定L、別に定める手続に従い、理事の推薦を経て国際協会の認証を受ける。

第 7項

① クラブは、その活動を支援するとともに、独自の事業を計画実施することを目的としたワイズメネット会(以下「メネット会」

という)を設ける。但L、クラブの事情によりメネット会が設けられない場合は、定款細則の規定による。

③ メネット会は、ワイズメンの夫人と各個クラブが入会を認めた女性である特別メネットをもって構成する。

③ メネット会は、西日本区および国際におけるブログェクトに参加し、またはその目的遂行のための諸活動を行うことによりク

ラプの発展に寄与するものとする。

第 8項

① クラブ 都もしくは西日本区は、その活動に共感する青品年男女で組織するユースクラブを設けることができる。

③ ユースクラブの会員は、独自にまたはワイズメンと協働L必要な活動を行うとともに、ワイズメンズクラブの例会、部会およ

ぴ大会等に列席または参加Lて意見を述べ、更なる友好を深めるものとする。

第 4条 部・副区
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第 1項 2以上のクラブが、地域社会における活動の効率化を図るため、西日本区に都を設けることができる。

第 2項 新たに都を発足させるときは、西日本区役員会(以下「役員会」という)の審議を経て、西日本区代議員会(以下「代議員会」

という)の承認を受ける。

第 3項 2以上の部が、地域社会における活動を更に効率的に行うために副区を設けることができる。

第 4項新たに副区を発足させるときは、第2項と同じ手続きに従う。



第 5条財政
第 1項 西日本区の財政は、各クラブが人数寄jで負担する西日本区費およびその他の収入をもって賄う。

第 2項 各クラブの人数寄jの人数は、西日本区半年報(以下「半年報」という)による各クラブの会員数をいう。半年報に関する事

項は別に定める。

第 3項 西日本区は、 資産の一部として西日本区ワイズ基金を保有し、その運営に関する事項は別に定める。

第 4項 西日本区の会計年度は、毎年7月1日に始まり、翌年6月30日に終わる。

第 6条 代議員会
第 1項代議員会は、西日本区における立法機関である。

第 2項 代議員会は、クラブを代表する代議員および都を代表する代議員により構成する。

第 3項 クラブを代表する代議員は、クラブ会長とする。

第 4項 都を代表する代議員は、部長および直前都長とする。

第 5項代議員会は、年次代議員会および臨時代議員会とする。

第 6項年次代議員会は、毎年1回、原則として5月または6月に開催する。理事は、年次代議員会の開催に関L、開催日の 12週

前までに文警により公告し、その4週前までに代議員あて議案曹を添えて招集状を送付する。

第 7項 クラブ又は部が議案を提出するときは、開催日の8週前までに理事あて送付する。

第 8項 年次代議員会において処理すべき事項は、次のとおりである。

A 一般年次報告の承認

B 中間決算報告および前年度決算報告の承認

C 提出議案の審議と決議

D 次年度事業計画ならびに西日本区費および次年度予草の審議と決議

E 次年度役員 ・監事および次々期理事の選出

F 西日本区大会のホストクラブおよび開催地の決定

G その他の事項

第 9項 臨時代議員会は、役員会の発議または代議員の過半数の要求により開催される。開催の日時等は常任役員会が決定し理事が

代議員宛議案曹を添えて招集状を送付する。

第 10項 代議員会の議長は、理事が務める。但L、理事の提出議案に関する事項は、原則として直前理事が議長を務める。

第 11項代議員会は、定数の3分の2m上の出席により成立する。代議員は、委任状により他の代議員に委任することができる。但

L、選挙の委任投票はできない。

第 12項 代議員会における議案の採決は、出席代議員の過半数をもって成立し、議長は賛否同数の場合に限り表決に加わることがで

きる。

第 13項 臨時代議員会は、常任役員会または役員会の承認を経て提出された議案については、郵便による議案処理を行うこともでき

る。この議案の採決は代議員定数の過半数をもって成立し、議長は賛否同数の場合に限り表決に加わることができる。

第 7条 役員会・常任役員会
第 1項 西日本区の重要問題にヲいて審議し決議するため、理事の招集により役員会または背任役員会を開催する。

第 2項

①役員会は、理事、次期理事、直前理事、警記、会計、部長および事業主任をもって構成する。

③役員は、毎年7月1日に就任し、任期は 1年とする。但L、再任を妨げない。

第 3項役員会は、原則として年2回以上開催するものとし、理事が議長を務める。理事は、必要と認めるときは、役員以外の会員

を列席させることができる。但L、列席者は、採決に加わることができない。

第 4項 役員会における採決は、出席役員の過半数をもって成立し、議長は賛否同数の場合に限り表決に加わることができる。

第 5項 常任役員会は、理事、次期理事、直前理事、警記および会計をもって構成し、経過年度中における西日本区内の諸事項の執

行に責任を持フ。

第 6項 背任役員会は、理事が議長を務める。審議は、会議によるほか、文書または電話等により行い、全員の合意により決定する

ことカミできる。

第 8条 次期理事等の指名
第 1項 次年度における理事・次期理事および監事ならびに次々期理事候補者の指名は、次々期理事侯補者等指名委員会(以下「指

名委員会」という)が行う。

第 2項 指名委員会は、直前理事・理事次期理事・ 監事2名及び部長をもって構成し、直前理事が委員長を務める。

第 3項 指名委員会が行う候補者の指名数は次のとおりである。

A 次期理 事 1名 B 次年度における次期理事 1名

C 次年度における次々期理事候補 1名 D 次年度における監事 2名

第 4 項次年度における次々期理事候補者の指名に際しては、 指名委員会が、年次代議員会の 24週前に各クラブ会長に候補者1名

の推薦を依頼し、これを受けたクラブ会長は代議員会の 12週前までに候補者を推薦する書類を指名委員会に提出する。次々期理事

候補者は、原則として区役員の経験を有する者とする。

第 5項 指名委員会は、候補者が2名以上の場合は、選挙の要否を協議し、推薦のないときは、その指名を行う。
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第 9条 理事の任務
第 1項 理事は、西日本区における国際協会の代表者であり、西日本区の運営責任者として一般行政および財政を掌り、執行する。

第 2項理事は、西日本区を代表して定められた文警に署名するほか、対外的任務を遂行する。

第 3項理事は、代議員会・役員会および背任役員会を招集し、議長を務める。また酉日本区大会を主宰する。

第 4 項 理事は、西日本区の各クラブに国際・アデア地域および西日本区の重要事項ならびに情報を迅速・確実に伝達する。

第 5項理事は、代議員会において、一般年次報告を行うとともに所要事項の承認を受ける。

第 6項理事は、必要と認めるときは特別委員会を設けることができる。

第 7項 理事は、害記会計 部長および事業主任を任命する。

第 8項 理事は、その任務を円滑に遂行するため理事事務局を置き、事務局長および若干名の事務局員を選任し、必要な予算措置を

講じることができる。理事事務局の業務内容は別に定める。

第 9項 理事は、海外で開催の議会出席や、 傷病等の理由で一時的に理事の任務遂行が困難な場合は、次期理事に指示し、理事の任

務を代行させることができる。

第 10条 次期理事の任務
第 1項次期理事は、理事を補佐し、 常任役員とLて酉日本区の状況を絶えず把握するとともに、理事の指示により、必要なときは

直前理事の協力を得て、いヲでもま里事の任務を代行する。

第 2項 次期理事は、理事およびその他の役員の協力・助言を得て、年次代議員会に提出すべき次年度事業計画および予算案を作成

する。

第 11条 直前理事の任務
第 1項 直前理事は、背任役員として酉日本区の状況を絶えず把握するとともに、 指名委員会委員長としての任務を遂行する。

第 2項 直前理事は、理事が長期間任務遂行不能あるいは、 理事職が空席となる状況が発生した場合は、役員会または背任役員会の

承認の下に、理事代理として、第9条各項規定の理事の任務を遂行する。

第 3項直前理事は、前項のほか、理事の特命事項を遂行する。

第 12条 書記の任務
第 1項 害記は、理事の指示により、区の通信・伝達に関する事務を取り扱う。

第 2項史民里すべき主な事項は次のとおりである。

A 代議員会および役員会の議事録を作成し、理事の要請があったときは、印刷配布する。

B 区内外の情報を各クラブに浸透させ、区およびクラブ相互の理解を深める。

C 国際協会に対L、定められた方式に基づく定期報告書を作成する。

D 会買をはじめ区・都・クラブの役員 ・委員およびメネットの名簿を常に整備する。

E 区の必要文曹を常に整備保管し、これを後任者に引き継ぐ。

F その他、理事の特命事項を処理する。

第 13条 会計の任務
第 1項会計は、理事の指示により、区の会計を統括し、 財政に関する事項を取り扱う。

第 2項史民里すべき主な事項は次のとおりである。

A 区の経常会計および特別資金会計の全般を把握し、定められた勘定方式に従い記帳整理する。

B 国際会費、アデア地域会費その他の分担金などを定められた方式に基づき遅滞なく送金する。

C 代議員会において、中間決算報告を行う。この場合、あらかじめ監事による会計監査を受けるものとする。

D 次年度予算案作成にあたり、次期理事に協力する。

E 年度終了後、原則として8週以内に在任年度の会計につき決聾報告曹を作成し、 監事による会計監査を経て、在任時の理事に提

出後、代議員会において承認を受ける。

F その他、理事の特命事項を処理する。

第 14条 名誉理事の任務
第 1項 名誉理事は、区理事経験者であって、 YMCAならびにワイズグム発展に著しい功績があ り、ワイズメンの師表と万人が認

める者を代議員会の決議によって国際協会に推薦L、国際議会の承認を経て決定する。

第 2項名誉理事は、役員会に列席し、必要な助言を行う。

第 15条 部長の任務
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第 1項部長は、区役員および指名委員会委員としての任務を遂行する。

第 2項部長は、前項の遂行ができないときは、委任状により代理人をたてることができる。

第 3項 部長は、理事の運営方針と指導のもとに、部を代表し、都内外の状況を絶えず把握するとともに、都の運営責任者としてー

般行政および財政を掌り、執行する。

第 4 項処理すべき主な事項は次のとおりである。

A 都害記、部会計および事業主査を任命する。

B 事業主任および他の各部と密接な連携のもとに、都内各クラブに対L適切な指導と助言を与え、部の発展に努める。



C 年1回以上、都内各クラブの例会または役員会に出席Lて、その状況を把握するとともに事業方針の浸透を図り、クラブ活動の

一層の活性化に寄与するものとする。

D 都内各クラブ相互の情報交換、親睦およびクラブ役員のリーグーシッブを助長するため、年1回以上、部長が主宰する部会、評

議会または研修会を計画・実施する。

E 新しいクラブの誕生に絶えず心掛け、会員増強に努める。

F その他、部員リの定めるところによる。

第16条 事業主任の任務
第 1項 事業主任は、役員会力引必要と認めた事業ごとに理事が任命する。

第 2項事業主任は、理事の指導のもとに、各事業の活動を奨励 推進する。

第 3項 事業主任は、国際およびアデア地域のそれぞれの事業主任と緊密な連携のもとに、都長およびそれぞれの都の事業主査を通

じ、各クラブの事業活動を啓発・促進する。

第 4 項 前項に定める事業にフいては別に定める。

第17条 事業委員会・常置委員会・特別委員会の任務
第 1項 事業委員会は、事業主任の任務を支援することを目的として設置される。その構成は事業の継続性と新規事業の開発などを

考慮して事業主任と直前および次期事業主任とする。

第 2項 常置委員会は、区の運営に当たって長期におよぶ事項を管理・運営するために役員会の決議により設けられ、委員は理事が

任命する。

第 3項 特別委員会は、理事の指示によるブロヲェクトに関L、所期の目的を達成するため指定期間内に協議し、その結果を理事に

報告する。

第 4 項 本条に定める委員会に関するその他の事項はFUに定める。

第18条 監事の任務・任期
第 1項 監事は、役員会に列席し、必要な助言を行う。

第 2項 監事は、一般行政および財政に関する監査を実施し、年次代議員会においてその報告を行う。

第 3項 監事は、財政に関L、年度終了後、原則として8週以内に監査を実施し、その結果を次の代議員会に報告する。

第 4項 監事は、毎年7月1日に就任し、任期は2年とする。

第19条 区担当主事等
第 1項 目本YMCA同盟との緊密な連絡・調整を図るため、区担当主事を置く。

第 2項 区担当主事は、日本YMCA同盟総主事が指名し、理事が委嘱する。

第 3項 区担当主事は、理事の要請に応じ、役員会その他の会合に列席する。

第 4 項 各クラブに、 関係YMCAとの連絡・調整を図るため、担当主事を置くことができる。担当主事は、 関係YMCA総主事が

指名し、会長が委嘱する。

第20条 西日本区大会
第 1項 西日本区大会(以下「大会」という)は、理事が主宰L、毎年1回、原則として6月に開催する。

第 2項 大会の目的は、参加する各クラブおよび会員が情報を交換L、互いに啓発し、共に運動を担う者と Lての連帯と協力を一層

深めることにある。

第 3項 大会運営の中心的役割を担うクラブ(以下「ホストクラブ」という)は、大会開催のための実行委員会を設け、理事の指導

のもとに大会開催の準備をする。

第 4 項 ホストクラブは、大会参加会員が負担する大会参加費および区が負担する大会支援金により開催費用を賄うことを原則とし

大会終了後、理事に対L、速やかにその収支報告をする。収支の取扱いにヲいては、役員会において別途協議し決定するものとする。

第21条改 正
第 1項 この定款は、年次代議員会を含む連続して2回の代議員会の議決により改正することができる。

第 2項 改正定款は、国際議会の承認を得て発効する。

第22条 分割・解散

第 1項 区は、年次代議員会を含む連続して2固め代議員会の議決により分割、解散することができる。

第 2項 区の分割および解散は、国際議会の承認を必要とする。

第 3項 解散時において、区が所有する資産は、新たに区を組織するまで国際協会にその管理を委ねる。

第23条細 則

第 1項 この定款を実施運用するため、別に施行細則を定めることができる。

第 2項 施行細則は、代議員会または役員会の承認を経て制定または改廃することができる。
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第24条付 則

第 1項 この改正定款は、 2003年7月1日から施行する。

1997年6月7日制定 19幻年7月l日施行 2003年6月14日改正 2003年7月1日施行

副14年6月14日改正 2014年7月1日施行 山18年6月9日改正 2018年8月3日施行

西日本区定款施行細則

第 1条総 則

第 1項 酉日本区定款(以下「定款」という)第23条第1項により西日本区定款施行細則(以下「細則」という)を以下のとおり

定める。

第 2項 西日本区は定款第4条第1項により、中審1 びわこ部、京都書1 阪和部、中西書1六甲部、瀬戸山陰書1 酉中国部および九

州都を設ける。

第 2条会 員

第 1項定款第3条第2項Aに定める YMCA会員の資格については、会員が所属する YMCAが定める会員の種類の別は問わない。

第 2項 YMCAのない地域のクラブに入会する場合は、近隣YMCAの会員となることが望まれる。

第 3項定款第3条第3項に定める正当な理由とは下記の通りである。

1 ワイズメンズクラブのない地域へ移住したとき

2 海外への長期転勤となったとき

3 療養が長期にわたるとき

4 上記に準ずる事情があるとき

第 4 項 広義会員 ・功労会員については、会合出席について自由となるほかは正会員と同じ権利、義務を有する。

第 5項 会員が転会を希望する場合は、所属しているクラブ会長からの推薦曹を添え、入会を希望するクラブの役員会の承認を経

て、転会することができる。

第 6項転会および退会後1年以内に区内のクラブに再入会する場合は、区入会金を免除する。

第 7項 死亡により退会となった正会買の配偶者が、 1年以内に正会買として入会を希望する時は、区入会金を免除する。

第 8項定款第3条第5項の定めにかかわらず、職業を持たない者であってもクラブに入会意思のある者は入会することができる。

第 3条 ヲラブ会則の改正

第 1項定款第3条第6項により定めたクラブ会則を国際協会加盟後において変更しようとするときは、理事の承認を経て改正する

ことカぎできる。

第 4条メネット
第 1項 クラブの女性会員はメネット会員とはならないが、メネット会の活動には自由に参加できる。

第 2項 メネット会にはメネット会長を置くが、クラブの事情によりメネット会を設けられない場合は、国際・区・都などからのメ

ネットへの情報伝達に備えるため連絡買を置く。

第 5条 ユースヲラブ
第 1項 ユースクラブは、クラブまたは都の支援のもとに、ワイズメンズクラブと YMCA活動に賛同する 15歳から 30歳までの青

生年男女で組織される。

第 2項 ユ」スクラブは、区の定めに基づき、ユースクラブの活動に必要な資金その他の支撲を受けることが出来る。

第 3項 ユースクラブは、区の定めに基づき、区への活動報告を行う。また、ユースクラブ全体の代表者は、区大会と区役員会に列

席することが出来る。

第 6条代議員会
第 1項 都選出代議買である部長、直前部長に欠員が生じた場合は、部評議会においてその代行者を決定し理事の任命により、都選

出代議員となることができる。

第 7条役員会
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第 1項 部長が役員会をやむをえず欠席する場合は、都の執行役員に限り代理を出すことができる。この代理は、原則として3日以

上前に理事に申請し、承認を得なければならない。理事の承認が得られた代理人は、部長欠席の役員会の審議において部長と同等の

権限を有する。



第 8条 準備役員会
第 1項 準備役員会は、次年度の事業方針、予算、日程等の事項を準備・協議するために開催される。

第 2項 準備役員会は、次期における理事、次期理事、害記、会計、各事業主任、各部長、理事事務局のそれぞれの就任予定者によ

り構成される。

第 3項 準備役員会は、次期理事の招集により、通常4月と 6月の2回開催される。

第 4項 準備役員会の構成員は、西日本区が主催する次期役員研修会および次期会長・主査研修会に参加する義務を担う。

第 9条 次期役員研修会
第 1項 次年度の西日本区事業を円滑に推進するために、次期役員の研修を行う。

第 2項 研修の企画は理事、次期理事、ワイズリーグーシッブ開発(以下 rLDJと呼ぶ)委員長が協議して決める。

第 3項 研修の出席者は、背任役員、事業主任、各部長、 監事、理事事務局、 事務所長および次期における理事、次期理事、書記、

会計、事業主任、各部長、理事事務局のそれぞれの就任予定者ならびに研修講師、 LD委員。

第 10条 次期会長・主査研修会

第 1項 次年度の各部の運営および各クラブの運営が円滑に推進できるように、次期における会長および主査の就任予定者等を対象

に次期会長次期主査の研修を行う。

第 2項研修の企画は理事、次期理事、 LD委員長が協議して決める。

第 3項 研修の出席者は、常任役員、監事、理事事務局、 事務所長および次期における理事、次期理事、害記、会計、事業主任、各

部長、理事事務局、各クラブ会長、各部の主査のそれぞれの就任予定者ならびに研修講師、 LD委員

第 11条半年報
第 1項 定款第5条第2項に定める半年報は、区の現状を把握する基礎資料となり、区に納入される西 日本区費 (以下「区費」とい

う)などの算出基準となる。

第 2項 半年報は、前期7月1日、後期1月1日現在の会員状況を部長がとりまとめ、酉日本区事務所に報告する。

第 3項 半年報提出期限は、前期は7月10日、後期は1月10日とする。

第12条財 政

第 1項 定款第5条第1項に定める区費には国際が定める国際会費およびアジア地域会費が含まれる。

第 2項 目本円の換算レートや区費の金額は次年度の予算案に示され代議員会にて決定される。

第 3項 区費などの区への納入金は、区が半年報に基づき算出する。区発行の請求曹に記載されている区への納入金は、前期・後期

の2回、各期ごとに、区が定める期間内に一括納入する。

第 4項区費は、会員1人あたり、前期後期各7，5∞円とする。

第 5項 担当主事会員の区費は、前期・後期各 2，日旧円とする。

第 6項特別メネットの区費は、前期後期各4，日)()円とする。

第 7項 新入会員は、入会金として 6，5∞円を区に納入する。ただし、新Lく認証されたクラブ設立時に於ける新入会員の入会金は

5，500円とする。また、新人会員は、入会した半期の区費を免除されるとともに、区より「会員パッチ」と「入会キット」などの贈

呈を受ける。ただし、第2条第6項および第7項に基づき入会金を免除された会員が「会員パッチ」、「入会キット」などを希望する

場合は有世とする。

第 8項 前期に退会の届があった場合、後期分である区賓の納入はこれを要Lない。

第 9項 担当主事会員の入会金は免除する。

第 10項 定款第3条第6項により新たにクラブを結成L国際協会に加盟したクラブのスポンサークラブに、区より設立支援金として

10万円を贈る。

第 11項 西日本区大会支援金として会員1人あたり年額5∞円を区に納入する。

第 12項 次年度準備金および次年度西日本区大会準備金として仮払金を次期理事に支出する。尚、その金額、支払時期の決定につい

ては、財務委員会が提案、理事が承認する。

第13条事 業

第 1項定款第 16条第4項の定めにより、置かれる事業は次の通りとする。

1. YMCAサーピス・ユース事業

YMCA service (YMCAへの奉仕事業) ASF (アレキサングー奨学資金) YIA (若者の参画活動)

2 地域奉仕・環境事業

CS (地域社会奉仕) TOF (タイム オブ・ファスト=断食の時) FF (ファミワーファスト) 環境

3. EMC事業

EMC (クラブ拡張・会員増強・維持啓発)

YES (新クラブ設立を目指すクラブ、会員支援)

4 国際・交流事業

BF (ブラザーフッド資金) EF (エングウメントファンド=信託資金) IBC (国際兄弟クラブ) DBC (園内兄弟クラブ)

YEEP (ユース留学生交換事業) STEP (ユース短期交流事業)

又、 YMCAサーピス ユース事業における ASF、地域奉仕・環境事業における TOFや国際 UGPへの協力
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5 メネット事業

Menettes (ワイズメンの夫人と特別メネット)による事業

第14条 事業委員会
第 1項定款第 17条第1項の定めにより、前条の事業ごとに事業委員会を置く。

第15条 常置委員会
第 1項定款第 17条第2項の定めにより、次の常置委員会を置く。

1 事務所運営委員会 2. ]WF管理委員会 3 奈良博貰資格審査委員会 4 ワイズリーグーシッブ開発委員会

5 広報 情報委員会 6 財務委員会 7 区執弔集委員会 8 組織検討・安全対策委員会

9 クワスチャニティー委員会

第 2項前項の各委員会は、区が定める委員会規則により運営する。

第16条 特別委員会
第 1項定款第 17条第3項の定めにより、 特別委員会を置くことができる。

第 17条専任委員
第 1項 事務所に理事が選任する次の専任委員を置く。

1 ヒストワアン

2 トラベYレコーデイネータ~ (TC) 

3. YMIワールド翻訳編集委員

第 2項前項の各専任委員は、区が定める服務規則等に沿ってその任にあたる。

第 18条 委員への委嘱状
第 1項理事は、定款第 17条第2項 第3項および細則第 12条第1項の定めにより設けられる常置委員会・特別委員会の委員およ

ぴ専任委員に、任務や任期を指定した委嘱状を発行するものとする。

第 19条 監事の監査
第 1項 監事の監査については、行政監査は初年度監事、財政監査は2年度監事が主となり担当する。

第20条 区報発行の責任と回数

第 1項 区報編集委員会の編集による区報は、理事を発行責任者と Lて当該年度内に3回以上発行する。

第21条 役員・委員長の業務引継ぎ

第 1項 区役員 ・常置委員会および特別委員会の委員長ならびに専任委員は、各事業年度にわたって職務記録や業務引継警を作成

L、後任者との聞において円滑な業務引継ぎを行う。

第22条 メーキヤツ7.と出席率の算定
第 1項 例会に欠席した会員が、前月の例会の翌日から翌月の例会日の前日までの聞に下記に掲げる各会合に出席Lたことをメー

キャッブカード等により会長に申告したときは、クラブ例会に出席したものとみなすことができる。

1 自クラブの役員会またはクラブが年度計画により行う会合

2 区内外のクラブの例会または特別例会

3 区大会または理事の招集する会合

4 部会または部長の招集する会合

5 国際大会、地域大会またはこれらに準ずる会合

6 例会と重なった場合のYMCAが実施する重要な行事や会合

第 2項 メ」キャッブは原則として所定のメ」キャッブカードによる由主会長または会員が周知している場合は自己申告が可能である。

第 3項 出席率は出席した会員数を広義会員および功労会員を除いた会員数で除L、小数点以下第2t立を四捨五入した百分率で表す。

第23条 ヲラブファンド事業の責任
第 1項 クラブがクラブの活動資金を調達するために実施するフアンド事業についての責任はすべてクラブにあるため、フアンド事

業ごとの収支決算を明確にし、かっクラブ内外からの損害賠償にも対応策を考慮Lて実施するものとする。

第24条 理事事務局
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第 1項定款第9条第8項により設ける理事事務局(以下「事務局」という)は、理事の定める所に置く。

第 2項 事務局は理事の指示により次の業務を遂行する。

1 クラブ会長、部長および事業主任などに対する詩情報の提供または諸報告曹の提出依頼、連絡、集計業務

2 区役員会および代議員会などに必要な準備業務

3 東日本区および国際協会との連絡、報告業務



4 区事務所との連絡調整業務

5 その他、理事が必要と認める業務

第 3項 事務局は毎年、クラブ運営に関する事務手続きを整理し、 区事務の円滑適正な運営、処理に資するものとする。

第25条事務所

第 1項定款第1条第4項により設置する事務所は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・I・..に置く。
第 2項事務所長は理事が任命する。

第 3項事務所には職員を置く。

第 4項 事務所は、東日本区および国際との連携業務ならびに文警の整理、保管業務に従事するほか、事務局と密接に連携し、もっ

て区の円滑な事務運営に資するものとする。

E匹7年7月l自

己田E年11月28日

2田8年7月1日

2011'年7月1日
2014年7月l日

2017年7月15日

施行

改正

施行

施行

施行

施行

2001年7月1日

2006年7月1日

2010年 4月10日

2011年11月19日
2016年4月9日

改正

改正

改正

改正

改正

3]03年6月14日

2006年7月1日
釦lC年4月10日

釦12年7月1日
釦16年7月l日

改正

施行

施行

施行

施行

20()j年11月14日

2008年6月14日

山11年7月l日

山14年4月19日
2017年7月15日

改正

改正

改正

改正

改正
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各 種 諸 規
同
H
H
e

H
只

事業委員会規則

(総則)

第 1条 この規則は、次の事業委員会の運営にヲいて定めるものとし、各委員会の名称は、次の通りとする。

① YMCAサーピス・ユ」ス事業委員会 ③地域奉仕・環境事業委員会 ③ EMC事業委員会 ④ 国際・交流事業委員会
⑤ メネット事業委員会

(目的)

第 2条 各委員会は、当該事業主任の職務遂行を支援し、西日本区の各事業部門の活動を継続的、かっ新規事業の開発などを含め、活

発に推進することを目的とする。

(位置)

第 3 条 各委員会は、定款施行細則第 14条第1項に基づき設けられる。

(構成)

第 4 条 各委員会は、 事業主任、直前事業主任、次期事業主任予定者の3名で構成され、委員長は事業主任が務める。

2 委員が3名に満たない場合は、補充の委員を理事が任命する。

(任期)

第 5条 委員長、委員の任期は当該役職任期とする。

2 補充として選任される委員の任期は、前任者の残任期とする。

(委員会の開催)

第 6条 委員長は、第2条の目的を達成するため、年度内に2回以上の委員会を開催する。

(付則)

第 7条 この規則に定めのない事項は、当該委員会において協議され、理事の承認を得るものとする。

2 乙この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

泊四年11月20日 制定

釦04年4月5日施行

釦07年4月7日施行

副16年7月l日施行

2003年6月14日改正

20C6年11月28日改正

2013年7月7日改正

2 年7月l日施行

2005年11月お日施行

2014年7月1日施行

2004年4月4日改正

2007年4月7日改正

却16年4月9日改正

事務所運営委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、事務所運営委員会と称する。

(目的)

第 2条 本委員会は、会員へのサーピス向上をはかるために必要な事務所の効率化とその管理に努めることを目的とする。

(位置)

第 3 条 本委員会は、定款施行細則第 15条第1項に基づき常置委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、理事を委員長とし、次期理事、直前理事ほか数名の委員で構成する。

(任期)

第 5条 委員の任期は1年とする。ただし、連続して4期までの再任は妨げない。

2 期途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。

(任務)

第 6条 事務所長は委員長から任命され管理責任者となる。ただし、必要に応じて委員長は事務所長を兼務することができる。

2 本委貝会は、区事務所がたずさわる業務範囲の決定、職員との情報交換、什器霜品の管理、事務所運営に関する予算案の作成、必

要な場合は職員人事などについて協議する。

3 事務職員が働きやすい環境整備に努める。

4 その他、事務所運営に関する一切の事項について協議する。

(委員会の開催)

第 7条 委員長は、第2条の目的を達成するため、年度内に2回以上の委員会を開催する。

2 委員会には、必要な場合職買を列席させることができる。

(付則)

第 8条 この規則に定めのない事項は本委員会で協議され、理事の承認を得るものとする。

2 乙この規制は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

羽田年6月14日制定 山田年7月l日施行 2004年4月4日改正 2004年4月5日施行

釦05年11月28日改正 20C忘年11月28日施行 羽16年4月9日改正 却16~手 7 月 1 日施行
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JWF管理委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、 ]WF管理委員会と称する。

(目的)

第 2条本委員会は、酉日本ワイズ基金日apanWest y's men's Fund以下「基金」という)の献金を推進し、管理運用および、適切

な基金支出についての判断を行うことを目的とする。

(位置)

第 3 条 本委員会は、定款施行細則第 15条第 1項に基づき設けられる。

(基金の用途)

第 4 条 基金は、ワイズ発展の重要ブロヲェクトおよび、緊急事態に対応するために活用される。

(構成)

第 5条 本委員会は、理事及び6名の委員で構成される。この6名に付いては、理事以外の役員会議決権者をのぞくものとし、理事を

のぞく委員により委員長を互選する。次期委員は区役員会において選出推薦され、次期理事が任命する。

2 委員の選考にあたっては、地域性も考慮、 Lて選出されることが望まれる。
(任期)

第 6条 理事を除く委員の任期は1年とする。ただし、連続して4期までの再任を妨げない。

2 期途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。

(保管)

第 7条 基金は、本委員会の委員長名義で区事務所に保管されるものとする。

(管理・運用)

第 8条 基金の管理運用は、確実な金融楼関に預け入れ、安全かっ有利に保管する。

(支出)

第 9条 基金の支出については、区役員会の決定によって検討を依頼された事項を審議し、全委員一致の決議を要する。

(付則)

第 10条 この規則に定めのない事項は本委員会において協議され、理事の承認を得るものとする。

2 この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

奈良

(名称)

2回l年4月8日改正

2田4年4月4日改正

2014年4月19日改正

2017年7月15日改正

っ侮たえ賞資格審査委員会規則

第 1条 本委員会は、奈良惇賞資格審査委員会と称する。

(意義)

2001年7月l日施行

2004年4月5日施行

2014年7月l日施行

2018年7月l日施行

3]03年6月14日改正

3JO~年11 月 28日改正

釦16年4月9日改正

2003年7月l日施行

20CE年11月28日施行

2016年7月l日施行

第 2条 日本のワイズメンズクラブ創始者である奈良 惇の偉業を記念Lて、永年にわたり多くのワイズメンより敬愛され、かっワイ

ズメンの鑑とみなされる有為の人材を表彰し、創始者の名を後世に残すものである。

(目的)

第 3条 前条の意義に沿った人材として、各書1 各クラブより推薦された人材の資格を審査のうえ決定する。記念として該当者の働き

を言己した言己金:品をI骨呈する。

(位置)

第 4 条 本委員会は、定款施行細則第 15条第 1項に基づき常置委員会として設けられる。

(構成)

第 5条 本委員会は、理事および日本区または西日本区理事経験者6名の委員で構成され、理事が委員長となる。

(任期)

第 6条 理事を除く委員の任期は1年とする。ただし、連続して6期までの再任を妨げない。なお特別の事情のあるときは、連続6期

を超える再任を妨げない。

2 期途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。

(受賞者の資格)

第 7 条会買で、ワイズメンズクラブおよび YMCAでの働きが顕著であり、ワイズメンズクラブの会員歴が30年以上、満 70歳以上

の者。表彰は毎年1名を原則とする。ただし、毎年受賞者を決めるとは限らない。

2 前項に準ずる会員で資格審査委員会が有資格者と認めた会員

(受賞者の発表)

第 8条 前条の有資格者より該当と思われる会員を毎年4月末日までに資格審査委員会が決定L、西日本区大会において表彰する。

2 受賞者ならびに配偶者を西日本区大会に招待し、登録費は西日本区が負担する。

(付則)

第 9条 この規則に定めのない事項は本委員会において協議され、理事の承認を得るものとする。
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2 この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

釦日l年4月8日改正 2001年7月1日施行

司04年4月4日改正 2004年4月5日施行

釦口9年4月5日改正 20四年4月6日施行

釦16年4月9日改正 2016年7月1日施行

ワイズリーダーシップ開発委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、ワイズリーグーシッブ開発委員会と称する。

(目的)

2お年6月14日 改正

200~年 11月お日改正

2014年6月14日改正

2003年7月1日施行

2005年11月28日施行

却14年7月1日施行

第 2条 本委員会は、ワイズ運動の理解を通して、会員自らのリーグーシッブをだかめ、自己研績や地域社会に貢献できるよう、会員

相互の')~グーシ ッブ開発を 目的とする。

2 前項の目的を達成するために次の事業を推進する。

①研修事業にかかわる支援 ③ リーグーシッブ開発に役立つ、会員からの資料の収集

③ ワイズグム発展に資する研究への支援 ④ 理事より付託された事項の取り組み

(位置)

第 3 条 本委員会は、定款施行細則第 15条第1項に基づき常置委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、理事によって任命された委員長および、委員長が推薦し理事が任命した数名の委員で構成される。

2 本委員会は理事の承認を経て小委員会を設置することができる。

(任期)

第 5条 委員の任期は1年とする。ただし、委員長については連続して4期、委員については連続して6期までの再任を妨げない。

2 期途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。

(付則)

第 6条 この規則に定めのない事項は、背任役員会において協議され、理事の革認を得て行うものとする。

2. この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

広報・情報委員会規則

(名称)

釦口3年6月14日制定 2003年7月1日施行 2004年4月4日改正 己刀4年4月5日施行

羽田年11月28日改正 副C忘年11月28日施行 羽16年4月9日改正 釦16年7月1日施行

第 1条 本委員会は、広報・ 情報委員会と称する。

(目的)

第 2条 本委員会は、ワイズメンズクラブ国際協会西日本区各部、各クラブ町優れた活動等を広く内外に広報することに努め、社会に

おけるワイズメンズクラブに対する理解と共感を得ながら認知度・好感度を高めることを目的とする。

2 本委員会は、西日本区の活動が組織的かっ効率的に運用されるために必要な諸資料や内外に情報を提供するウエブサイト、公式

メーワングリストの維持管理、コンピュータによるシステム構築および管理運用、区内のITイじに協力することを目的とする。

(位置)

第 3 条 本委員会は、定款施行細則第 15条第1項に基づき、常置委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、理事によって任命された委員長および、委員長が推薦し理事が任命した数名の委員で構成される。

2 本委員会は、理事の承認を経て小委員会を設置することができる。

(任期)

第 5条 委員の任期は1年とする。ただし、委員長については連続して6期、委員については連続して8期までの再任を妨げない。

2 期の途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。

(運用守秘義勝)

第 6条 ウエブ上に掲載する情報や資料の管理は関係する区役買と連絡を密にし、適切な取扱に努める。

2 公式ウエブサイトおよび公式メ」リングリストの運用については、本委員会において別途定めるガイドラインによることとする。

3 プライパシーに関連するデータの取扱にヲいては、その保護に留意する。

(付則)

第 7条 この規則に定めのない事項は、本委員会で協議され、理事の承認を得るものとする。

2 乙この規制は、区役員会の承認を経ることにより、改正することができる。

釦03年6月14日制定 2003年7月l日施行 2004年4月4日改正 2004年4月5日施行

回目年11月28日改正 副C忘年11月28日施行 却14年4月19日改正 2014年7月l日施行

副16年4月9日改正 2016年7月1日施行
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財務委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、財務委員会と称する。

(目的)

第 2条 本委員会は、酉日本区の財務問題について協議し、その基盤強化と、より効率的な資金運営をはかることを目的とする。

(位置)

第 3条 本委員会は、定款施行細則第 15条第 1項に基づき常置委員会として設けられる。

(構成)

第 4条 本委員会は、区会計、 直前区会計、次期区会計予定者の3名によって構成され、委員長は区会計が務める。

2 委員が3名に満たない場合 は、補充の委員を理事が任命する。

(任期)

第 5条 委員長、委員の任期は当該役職任期とする。

2 補充として選任される委員の任期は、前任者の残任期とする。

(委員会の開催)

第 6条 委員長は、第2条の目的を達成するため、年度内に2回以上の委員会を開催する。

(付則)

第 7条 この規則に定めのない事項は、本委員会において協議され、理事の承認を得るものとする。

2 この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

2回3年6月14日制定 2003年7月l日施行 3]04年4月4日改正 2004年4月5日施行

2回E年11月28日改正 2005年11月お日施行 副16年4月9日改正 副16年7月l日施行

区報編集委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、区報編集委員会と称する。

(目的)

第 2条 本委員会は、理事事務局、広報 情報委員会などの協力と連拷のもとに「西日本区報」を編集することを目的とする。

(位置)

第 3条 本委員会は、定款施行細則第 15条第 1項に基づき常置委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、理事によって任命された委員長および委員長が推薦し、理事が任命した数名の委員と区嘗記、理事事務局長で構

成される。

(任期)

第 5条 委員の任期は1年とする。ただし、委員長については連続して6期、委員については連続して8期までの再任を妨げない。

(職務)

第 6条 本委員会は、区害記を補佐して、当該年度に3回以上の「西日本区報」を編集する。

(付則)

第 7条 この規則に定めのない事項は、本委員会において協議され、理事の承認を得るものとする。

2 この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

2回3年6月14日制定 2003年7月l日施行 3JO~年11 月 28日改正 20C6年11月28日施行

2014年4月19日改正 2014年7月l日施行 釦16年4月9日改正 2016年11月ち日施行

組織検討・安全対策委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、組織検討・安全対策委員会と称する。

(目的)

第 2条 本委員会は、区の活性化と危機管理のための施策を整有L、区役員会もしくは背任役員会に提案することを目的とする。

2 前項の目的を達成するために次の事項に取り組む。

① 区の活動と機能の活性化を目的とする組織の見直しゃ諸規則の改正案などの策定

③ 区の危機管理対応策の整備

③緊急事態発生時における背任役員会への対応策の提言

(位置)

第 3条 本委員会は、定款施行細則第 15条1項に基づき常置委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、理事が任命した委員長および数名の委員により構成される。

2 本委員会は、理事の承認を経て小委員会を設置することができる。
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(任期)

第 5条 委員の任期は1年とする。ただし、委員長については連続して4期、委員については連続して6期までの再任を妨げない。

2 期途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。

(役職委員)

第 6条本委員会は、次の役職を置く。

委員長 1名 副委員長 1名 害記 1名

2 前項の役職のうち副委員長および害記は、委員の互選により選出する。

(役職委員の職務)

第 7条 委員長は、本委員会を統括し委員会を代表する。

2 副委員長は、委員長を補佐L、委員長に事故あるときは代行する。

3 書記は、本委員会に関する庶務事項を執り行う。

(付買リ)

第 8条 乙この規則に定めのない事項は本委員会で協議され、理事の承認を得るものとする。

2 乙この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

却04年11月14日制定 2004年11月14日施行 3JO~年 11月お日改正 2005年11月28日施行

副16年4月9日改正 2016年7月1日施行

クリスチャニティー委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、クリスチヤニテイ」委員会と称する。

(使命と目的)

第 2条 本委員会の使命と目的は、国際憲法第2条第1項に従い「イエス・キリストの教え」をワイズメンズ活動に生かしていくため

に、すべてのメンパーに「キリスト教精神の理解」を促すことにあり、次の各号を、実施することで果たされる。

① 「キリスト教理解」講座の開催

③ 「キリスト教理解」のための研修会や役員会での礼拝の企画などの開催

(位置)

第 3条 本委員会は、定款施行細則第 15条第1項に基づき、常置委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、理事によって任命された委員長および、委員長が推薦し理事が任命した数名の委員で構成される。

2 本委員会は、理事の承認を経て小委員会を設置することができる。

3 委員はクリスチャン、ノンクワスチャンを問わない。

(任期)

第 5条 委員の任期は1年とする。ただし、委員長については連続して4期、委員にヲいては6期までの再任を妨げない。

2 期の途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。

(役職委員)

第 6条本委員会は、次の役職を置く。

1 委員長 1名 チャブレン

2 チャブレンは、本委員会が推薦し理事が任命する。

(役職委員の職務)

第 7条 委員長は、本委員会を統括し、委員会を代表する。

(付則)

第 8条 この規則に定めのない事項は、本委員会で協議され、理事の君認を得るものとする。

2 乙この規制は、区役員会の承認を経ることにより、改正することができる。

ヒストリアン服務規則

(名称)

釦04年4月4日制定 2004年4月5日施行 200~年 11月 28日改正 2005年11月28日施行

釦14年4月19日改正 2014年7月1日施行 羽16年4月9日改正 却16~手 7 月 1 日施行

第 1条 本専任委員は、ヒストワアンと称する。

(目的)

第 2条 本専任委員は、区内におけるワイズメンズクラブの出来事を把握してその活動を歴史として整備することを目的とする。

(位置)

第 3条 本専任委員は、酉日本区定款施行細則第17条第1項に基づき設けられる。

(任期)

第 4 条 委員の任期は 1年とする。ただし、連続して 12期までの再任を妨げない。

2 期途中で選任される委員の任期は、選任当該年度末までとする。
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(職務)

第 5条 本専任委員は次の職務を担うものとする。

① ワイズ活動史など叱作成に協力する。

③ 文献などの資料に基づき西 日本区ワイズ運動をまとめ後世に伝える。

③ 文献などの整理状況を確認し、不備があれば役員および事務所長等を指導する。

④ 5年毎に資料を検証し、年表などの中間資料を作成・整理する。

⑤ その他、理事より特別に委託された職務を遂行する。

2 上記迂ゅの職務遂行において必要な場合、予め期間を定めた上、役員会の承認を得て、「西日本区ワイズ運動史編纂委員会J(略
称 編纂委員会)を設置することができる。

(付則)

第 6条 この規則に定めのない事項はヒストリアンと背任役員において協議する。

2. 二の規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

2回3年6月14日制定 2003年7月1日施行 2004年4月4日改正 2004年4月5日施行

己田E年11月28日改正 2005年11月お日施行 釦16年4月9日改正 羽16年7月l日施行

2017年4月8日改正 2017年4月8日施行

トラベルコーディネータ一服務規則

(名称)

第 1条 本専任委員は、トラベルコーデイネーターと称する。

(目的)

第 2条 本専任委員は、国際または理事が認める公式ピデターの西日本区滞在にあたり、友愛をもって必要な連絡調整および援助する

ことを目的とする。

(位置)

第 3条 本専任委員は、定款施行細則第 17条第1項に基づき設けられる。

(任期)

第 4条 本専任委員の任期は1年とする。ただL、連続して4期までの再任を妨げない。

(職務)

第 5条 本専任委員は、次の業務を行う。

①公式ピデターに関する事前通知を把握L、区理事と調整して公式ピデターの区内滞在期間中のスケヲュールを策定する。

③ 公式ピデターに関してピザ力引必要な場合は、公式の招待状を準備し提供する。

③公式ピタタ」到着の1ヶ月前までに、 関係者に対してホストおよびクラブ名、住所などを記載した日程表を送付する。

④ 区内の輸送機関の手配を行う。公式ピデターの出迎え、見送りは原則と Lて交通機関のターミナyレで行うように手西日する。

⑤ 訪問クラブの選定に際しては、過去数年間に公式ピデターをホストしたことのないクラブを優先する。

③公式ピタタ」の宿泊はホームスティ先を募り、ホスト未経験者を優先する。

⑦公式ピデターが区内滞在中は常にその所在を把握し、必要な援助、助言を提供する。

③ 区から他区への到着目、および出発日は、公式ピデターの日程表を遵守して行動し、予定外の滞在は原則禁止として対応する。

③公式ピタタ」に関する費用については下記のとおり対応する。

a 食費、宿泊費はホストする会員、クラブ、都または西日本区が負担する。

b 区内の主幹線の交通費は区の負担とする。

c 公式プログラムに関する旅費は国際が負担する。

⑮ 理事通信などに公式ピデターの情報が掲載できるよう記事を提供する。

⑬公式ピタター区内滞在中の全ての記録を整理して後任者に引き継ぐ。

(付則)

第 6条 この規則に定めのない事項は、理事の君認を得て行うものとする。

2 この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

2凹3年6月14日制定 2003年7月1日施行 3JO~年11 月 28日改正 20CE年11月28日施行

己田9年11月15日改正 200~年 11 月 15 日施行 2016年4月9日改正 羽16年7月l日施行

YMIワールド翻訳編集委員服務規則

(名称)

第 1条 本専任委員はYMIワールド翻訳編集委員と称する。

(目的)

第 2条 本専任委員は、東日本区と協力Lて、 YMIワールドの翻訳を行い、日本語版を編集することを目的とする。

(位置)

第 3条 本専任委員は、西 日本区定款施行細則第 17条第1項に基づき設けられる。

(任期)

第 4条 委員の任期は1年とする。ただし、再任を妨げない。
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(職務)

第 5条 本専任委員は、ワイズメンズクラブ国際協会公式機関紙である YMIワールドの各号を翻訳し、日本語版を東日本区文献委員

会と協力して編集する。

(委員長)

第 6条 本専任委員の中より、西日本区理事は委員長を選任する。委員長の役割は、東日本区文献委員長との窓口になり、その編集、

翻訳について協議する。委員長の任期は1年とするが、再任を妨げない。

(両区委員長)

第 7条 酉日本区委員長は2年毎に東西両日本区翻訳委員長に任じられる。西日本区委員長が両区委員長に任じられた場合の位置・役

書Jは次の通りである。

① 両区委員長は“YMIWorld Translatioll. Japanese~ と して国際協会O血cial Familyに登録され、YMIワールドに関するデーター、

資料、文通等一切に関する国際編集長 (Editor)との窓口になる。この登録は選任され次第、遅滞なく西日本区理事が行うものと

する。

③ 両区委員長は東日本区文献委員長との窓口となり、東日本区が翻訳に当たる号についての翻訳記事の選定、翻訳担当委員の決定等

についての基本的打ち合わせを行う。

③ 翻訳後の編集については、両区委員長が翻訳追加等による紙面調整等を行うものとする。

(付則)

第 8条 この規則に定めのない事項は、理事の君認を得て行うものとする。

2. この規制は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

釦04年4月4日制定 2004年4月5日施行 2005年11月お日改正 2005年11月28日施行
釦16年4月9日改正 2016年7月1日施行 2017年7月15日改正 山17年7月15日施行

ワイズ将来構想特別委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、ワイズ将来構想特別委員会と称する。略称を将来構想委員会とする。

(目的)

第 2条 1997年西日本区発足以来初年にわたる会員減少と高齢化による衰退傾向に歯止めをかけ、発足時のワイズカを取り戻L、更

なる発展に向かつての将来構想の策定と実現を目指す活動を行う。

2 前項の目的を達成するため、長期計画の立案と実践活動に努める。

③ 関連する事業委員会・常置委員会・特別委員会の活動との協働を図る。

③ 会員に対して本委員会の活動の進捗状況の報告と協力理解を求める。

(位置)

第 3条 本委員会は、定款施行細則第 16条第1項に基づき特別委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、理事が任命した委員長および委員長が推薦し理事が任命した数名の委員で構成される。

2 本委員会の開催は、委員長および委員による通常委員会と、 関連する事業委員会常置委員会特別委員会の委員長が参加する拡

大委員会の2種とし、本委員会委員長により召集開催される。

3 本委員会は、理事の承認を得て小委員会を設置することができる。

(任期)

第 5条 委員長および委員の任期は2年として3期までの再任を妨げない。

2 期途中で選任される委員の任期は、選任年度の翌年度末までとする。

(役職委員)

第 6条本委員会は、次の役職を置く。

委員長 1名 副委員長 1名 害記 1名 資金活用審査委員 3名

(役職委員の職務)

第 7条 委員長は、本委員会を統括し委貝会を代表する。

2 副委員長は、委員長を補佐し、委員長事故あるときは代行する。

3 害記は、本委員会に関する庶務事項を執り行う。

4 資金活用審査委買は、部、クラブ等から新生ワイズ起こし運動特別資金の申請があった時に、その妥当性や公平性、予算等を総合

的に判断し、承認の可否を決める。審査委員は理事、直前理事、次期理事または理事経験者の中から選出する。

(付則)

第 8条 この規則に定めのない事項は本委員会で協議され、理事の承認を得るものとする。

2 この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

釦16年11月5日制定 釦16年11月5日施行
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ワイズ・ YMCAパートナーシップ検討特別委員会規則

(名称)

第 1条 本委員会は、ワイズ .YMCAパートナーシッブ検討特別委員会と称する。略称をパートナーシッブ委員会とする。

(目的)

第 2 条 ワイズと YMCAが互いに信頼するパートナーとして、協力関係を強化し、共に成長・発展することを目的とする。日本のワ

イズと YMCAが手本となって世界、地域の全てのワイズと YMCAがより良い協働関係が強化されることが期待される。

(位置)

第 3条 本委員会は、定款施行細則第16条第1項に基づき特別委員会として設けられる。

(構成)

第 4 条 本委員会は、東西日本区から各3名、 YMCA同盟から 3名、ワエゾンとしてワイズと YMCA両方の経験者2名の計 11名で

構成される全体委員会の内、西日本区のメン川~3名のみを対象として構成し、特別委員会委員 として取り扱う。

2 本委員会は、理事が幹事を務め、他2名は原則的に直前理事、直々前理事を任命し、 3名の委員で構成される。

(任期)

第 5条 委員は、年度毎に更新するが、常に3名を維持する。

2 本委員会は、第2条の目的を達成する為に活動を行い、 2022-23年度を最後に解散する。

(付則)

第 6条 この規則に定めのない事項は本委員会で協議され、理事が承認するものとする。

2 この規則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

釦19年11月9日制定 却19年11月9日施行

YMCAサービス・ユース資金運用細則

(名称)

第 1条 この資金は、 YMCAサーピス ユース資金と称L、略称をYサ資金とする。

(目的)

第 2条 この資金は、国際アレキサングー奨学資金(以下、 rASFJという)、 YMCAサーピス事業、 YMCAが実施する主事研修、レ
イワ、ーグー研修、ユースなどに対する活動の支援を目的とする。

(資金)

第 3条 この資金は、西日本区費、自由献金およびユース支援寒金、その他の収入をもってまかなう。

(予算)

第 4条 事業主任は年度資金計画を立て、理事に予算申請をL、区役員会の承認を得る。

(管理・運用)

第 5条 この資金は、区会計が収納管理し、 YMCAサーピス ユース事業委員会(以下、「委員会」という)により運用される。

(運用の基準)

第 6条 この資金は、次の基準により運用される。

① クラブまたは部と YMCAの協働プログラムへの支援

③ 日本YMCA同盟および各地YMCAのブログラム、特に青年連が実施するプログラムへの支援

③ 国際 ASFへの献金

④ 西日本区と日本YMCA同盟の YMCAサ」ピス関連の協働プログラムへの支援

⑤ ユースクラブへの支援

③ ユ」スコンボケーション参加への支援

⑦ その他、委員会の認める YMCAサーピス活動、ユース活動に資する事業への支援

(支援金の申請)

第 7 条 この資金からの支援を受けようとするクラブ、部および日本YMCA同盟は、 資金援助申請書(様式 1)に所定事項を記入の

上、部主査、部長を経て、事業主任に提出する。

(支援金の審議)

第 8条 資金援助申請警が提出されたときは、委員長は速やかに委員会を招集し、申請内容を審議する。

(支出の決議・承認)

第 9条 この資金の支出は、委員会の決議を経て、理事が承認する。

(実施報告)

第 10条 この資金の支援を受けたクラブなどは、当該事業終了後速やかに実施報告害(様式2)を作成の上、部主査、部長を経由し事

業主任に提出する。

(改正)

第 11条 この細則は区役員会の承認を経ることにより改正することが出来る。

2回l年4月8日改正 2001年7月l日施行 2配3年6月14日改正 2003年7月l日施行
2回9年6月6日改正 200~年 7 月 1 日施行
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地域奉仕・環境事業資金運用細則

(名称)

第 1条 この資金は、地域奉仕・環境事業資金と称する。

(目的)

第 2条 この資金は、区の推進する地域奉仕・環境事業に取り組む各クラブおよび部などの活動支援を目的とする。特に FF資金は、

支撲を必要とする子供たもの健全育成に資する事業に活用する。

(資金)

第 3条 この資金は、仁5資金と FF資金に分けられ、以下の収入をもってまかなう。

①仁5資金 お年玉付き年賀葉害当選切手の収益金および自由献金その他の収入

③ FF資金 FF (ファミリーファスト)献金およびその他の収入

(予算)

第 4 条 事業主任は年度資金計画を立て、理事に予算申請し、区役員会の承認を得る。但しこの資金の年度予算は、特別資金の範囲と

する。

(管理運用)

第 5条 この資金は、定款第 13条第2項Aに基づき特別資金会計として区会計が収納・管理し、地域奉仕・環境事業委員会(以下、

「委員会」という)により運用される。

(運用の基準)

第 6条 この資金は、次の基準により運用される。

① クラブおよび都の地域奉仕活動に資する事業

③ ワイズがかかわり YMCAが地域社会奉仕活動に資する事業

③ IBCとしてクラブの行う国際の地域奉仕活動に資する事業

④ ワイズおよびYMCAにかかわる天災、戦乱その他の緊急救援活動に資する事業

⑤ その他、委員会の認める地域奉仕活動に資する事業

(支援金の申請)

第 7条 この資金の支援を受けようとするときは、クラブ(必要に応じ、都および日本YMCA同盟)は、 資金援助申請害(様式 1) 

に所定事項を記入の上、部主査、部長を経て事業主任に提出する。ただし、部および日本YMCA同盟にあっては直接、事業主任に提

出する。

(支援金の審議)

第 8条 資金援助申請警が提出されたときは、委員長は速やかに委員会を招集の上、申請内容を審議する。

(支出の決議・承認)

第 9条 この資金の支出は、委員会の議決を経て、理事が承認する。

(実施報告)

第 10条 この資金の支援を受けたクラブなどは、当該事業終了後速やかに実施報告害(様式2)を作成の上、部主査、部長を経て、事

業主任に提出する。

(改正)

第 11条 この細則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

切口l年4月8日改正 2001年7月1日施行 20C年6月14日改正 2003年7月1日施行

副04年11月14日改正 2004年11月14日施行 2007年4月7日改正 2007年7月1日施行

事業委員会では仁5資金については第6条「運用の基準」で判断Lますが、補足として下記の事項も考慮Lます。

① 申請のあったクラブ、都が仁5事業・環境事業に力強く取組み CS資金を理解し協力しているか

(目標達成ポイント 前年度献金実績がある事及び過去の献金実績に基づき申請金額が滅額される場合があります。前年度献金額

が、目標達成なされていない場合は、事業委員会で、今後の献金目標達成に向けて付議した上で、支援する場合もあります。)

③ 第6条2号の補足

たとえ YMCAの事業であってもワイズがかかわっているかどうか、部・クラブ・メンパーと YMCAとの協働の事業でなくてはな

りません。

(後援 プログラム チラシ等に具体的なワイズメンズクラブの名前を望みます)。

YMCA 独自の活動であればYMCAサーピスの資金等を充当Lてください。

ただし6条4号ではその限りではありません。

③ 突発的な事業、急を要する事業以外は申請金額が総事業賓の50%を超えていないか。

④ ーヮの事業に対しての仁S支援金は原則1回だけです。

恒例的に行われる事業に対しては、 3年聞の期間を経た場合は再申請が可能とします。但L、より活性化されたと事業委員会で認め

られたものとします。

環境事業に関しては、継続した事業の優位性が認められる事から最高3年聞の継続申請を受け付けます。但L、2年度目からは、減

額されます。(3年聞の総支援額は、 1∞万円以下とします)但L毎年、より活性化されたと事業委員会で認められたものとします。

⑤他の団体 (YMCA以外)との協働事業には少なくとも共催以上(後援協力等ではなく)としてください。(プログラム チラシ等

に具体的なワイズメンズクラブの名前を望みます)。

③ 事業の終了後は速やかに実施報告害(様式2)を作成の上、部主査、部長を経て事業主任に提出する。
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事業報告収支報告・写真 (Y'sのマークが写っているもの)。

山18年l月 地域奉仕 環境事業苦員会

YEEP資金運用細則

(名称)

第 1条 この資金は、 YEEP資金と称する。

(目的)

第 2 条 この資金は、西日本区が推進する YEEP事業による交換留学生の受け入れおよび派遣に伴う経済的負担を軽滅することに

よって、その活動を支援することを目的とする。

(資金)

第 3条 この資金は、区費および自由献金、その他の収入をもってまかなう。

(予算)

第 4 条 事業主任は年度資金計画を立て、理事に予算申請をし、区役員会の承認を得る。

(管理運用)

第 5条 この資金は、区会計が収納管理し国際・交流事業委員会(以下、「委員会」という)により運用される。

(運用の基準)

第 6条 この資金は、次の基準により運用される。

① 受け入れ家庭(ホストファミリ、ー)に対する補助

③ 派遣留学生に対する補助

③ 受け入れ留学生が日本で開催される国際大会、地域大会および西日本区大会に参加する場合の旅費などに対する補助

④ その他、 委員会の認める YEEP活動への補助

(支援金の申請)

第 7条 この資金の支援を受けようとするときは、クラブは資金援助申請書(様式1)に所定事項を記入の上、都主査、部長を経て、

事業主任に提出する。

(支援金の審議)

第 8条 所定の申請曹が提出されたときは、委員長は速やかに委員会を招集の上、申請内容を審議する。

(支出の決議・承認)

第 9条 この資金の支出は、委員会の議決を経て、理事が承認する。

(実施報告)

第 10条 この資金の支援を受けたクラブなどは、当該事業終了後速やかに実施報告書(様式2)を作成の上、部主査、部長を経て、 事

業主任に提出する。

(STEPの取り扱い)

第 11条 STEP事業については、本YEEP資金運用細則に準じ、役員会の審議を経て取り扱うものとする。

(改正)

第 12条 この細則は、区役員会の承認を経ることにより改正することができる。

2回l年4月8日改正 2001年7月1日 施行 3]03年6月14日 改正 2003年7月l日 施行

2014年7月19日改正 2014年7月l日施行

新生ワイズ起こし運動特別資金活用細則

(名称)

第 1条 この資金は、新生ワイズ起こし運動特別資金と称する。

(目的)

第 2条 この資金は、区の推進する新生ワイズ起こし運動に取り組む区・部及びクラブ等の活動支援を 目的とする。

(資金)

第 3条 この資金は、 ]WF管理委員会規則第9条に基づき拠出された資金等を収入源とする。

(管理運用)

第 4 条 この資金は、定款第 13条第2項Aに基づき特別資金会計として区会計が収納・管理し、ワイズ将来構想特別委員会の中に設

置される「新生ワイズ起こし運動特別資金活用審査委員会J(以下「委員会」という)により運用される。
(委員会構成)

第 5条 委員会は3名からなり、互選により委員長を決定する。

(運用の基準)

第 6条 この資金は、次の基準により運用される。

① 新生ワイズ起こL運動に取り組む区、都及びクラブへの活動支援を目的とする。

③ 具体的な活動及び費用の事例はこの細買uの最後に付記する。
(支援金の申請)

第 7条 この資金の支援を受けようとする都及びクラブは、 資金援助申請害(様式1)に所定事項を記入の上、部長を経て委員長に提

出する。尚、区推進の事業については、直接委員長に提出する
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(支援金の審議)

第 8条 資金援助申請書が提出された時は、委員長は速やかに委員会を招集の上、申請内容を審議する。メール等での審査も可とする。

(支出の決議・承認)

第 9条 乙この資金の支出は、委員会の決議を経て、理事が承認する。

(m下 特別資金支給の対象となりうる活動・ 費用の具体的事例)
① クラブの画的向上の為、 情報収集・研修企画研修資料作成等に要した費用

③社会への認知度向上の為、区・都レベルでの事業企画・広報・実施に要した費用

③ 都の実働チームが新クラブ設立や会員増強を推進する為に要した活動費用

④ YMCAと協働L、クラブの活性化ヤ会員の増強に繋がる活動に要した費用

旅費支給規則

(目的)

2019年7月14日制定 2019年7月14日施行

第 1条 この規則は、区役員などに支給する旅費の範囲とその方法について定め、旅費の効率的かっ合理的な執行をはかることを目的

とする。

(旅費の計算)

第 2条 旅費は、 景短距離による経路を原則とし、その計算は最も経演的、合理的な路程に従い、区会計カ吋子う。

(財源)

第 3条旅費は、区年度予算から支出する。

(支給の範囲)

第 4 条 旅費の支給範囲などについては、別に細則を定める。

(支給の手続き)

第 5条 旅費の支給は、理事の指示を得て、区会計がその手続きを執る。

2 区会計は旅費支給者から受領印またはサインを受け、証拠害類として保管する。

(改正)

第 6条 この規則を改正する時は、西日本区理事の諮問により設けられた特別委員会の審議・答申を経て、区役員会の承認を得なけれ

ばならない。

釦日l年4月8日改正 2001年7月l日施行 2003年6月14日改正 2003年7月1日施行

旅費支給施行細則

(1) 支給対象

① 支給対象となる会合および対象者は、別表「旅費支給範囲等一覧表」の通りとする。

③監事が常任役員会に出席する時、また国際役員が西日本区役員会に出席する時はとくに西日本区理事が出席要請した場合に限る。

③ 国際役員が国際議会 (ICM)に出席する時は、状況によって西日本区理事の承認に基づき、旅費またはその一部を補助すること

ができる。

④ 西日本区理事が事業委貝会および特別委員会に出席する時は、その委員会委員長がとくに理事の出席が必要である旨、要請した

場合にのみ支給される。

⑤理事事務局員が酉日本区役員会に出席する時は、 2名以内に限り支給される。

③ 区書記、区会計、理事事務局長が部会に出席する時は、その内の1名に限り支給される。

⑦次期役員研修会と次期会長 主査研修会と準備役員会の出席にフいては、次期の役員 (常任役員、部長、事業主任)と次期理事

事務局長・次期事務局員2名を交通費支給対象とする。

③次期役員研修および次期会長 ・主査研修の企画に当たり、ワイズリーグーシ ッブ開発委員会の委員長より次期理事に参加要請が

あり、会議に参加した場合は、旅費支給対象とする。

③ 西日本区大会に同時開催される代議員会及び役員会、準備役員会の出席者の旅費は、往復実賓の半額を補助する。

(2) 支給対象とならない場合

以下の事例は旅費支給の対象としない。ただし①および③の場合は、西日本区役員に出席を要請したクラブ等が旅費負担の配慮を行

うものとする。

①例会への公式訪問

③ クラブの周年記念会

③ 西日本区大会等、ワイズメン全員を対象とした会合

④ YMCAの各種行事、会議、式典等

(3) 支給方法

①旅費は往復実賓とし、一切の重複支給を認めない。

③ JR運賃、航空通量ともに往復書tliJlなど合理的な料金とする。

③ 日帰りが不可能と西日本区会計が判断した場合は、宿泊基本料金の実費を支給する。

(4) 支給率

財政事情に鑑み次年度の支給率は、準備役員会の審議を経て常任役員会が暫定的にその支給率を決定することができる。
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(5) その他

この旅費支給規則および施行細則に定めのない支給対象、支給範囲、方法などについては、西日本区理事が必要と認めた場合、常任

役員会の承認を経て、その都度決定することができる。

臼仁三窒ゴ
旅費支給範囲 覧表

山手ア 区イ犠員会区役員会常怪役員会加盟認証状 都 会 国際会議 YMCA クフプ合同 R D E 事業委貴金等 準情立員会研次期修役会員次期会長信連式 同盟会議 設立総会 メネット会 トレ」ニング *8 主査滑存会

名 誉 理事 。。
理 事 。。。。。 。*6。 。*3 。。
次期理事 。。。 。*7 。。。
直前理事 。。。 。。
区 害 記 。。。 。*5 。。
区 会 計 。。。 。*5 。。
部 長 。。 。
イモ 議 買 。
事業主任 。 。 。
EMC事業主t 。 。 。
メネット事業主怪 。 。 。 。
事業委 買 。
監 事 。。。*1 。。
常置委貫長 。 。
常置委 買 。
特別委貫長 。 。
特別委 買 。
専 任委 買 。 。
国際役 買 。。*1 。*2
理事事務局長 。。。 。*5 。。
理事事務局員 。*4 。*9。*9
準情役員会構成員 。*9。*9。*9
L D 委 買 。 。。
持I 監事が背任役員会に出席するとき、また国際役員が西日本区役員会に出席するときは、特に西日本区理事が出席を要請した場

合に限り支給される。

持 2 国際役員が国際会議 (ICM)に出席するときは、状況によって西日本区理事の承認に基づき、旅費またはその一部を補助する

事ができる。

*3 西日本区理事が事業委貝会、特別委員会および専任委員会議に出席するときは、その委貝会および会議の代表者が、特に理事

の出席が必、要である旨要請した場合に限り支給される。

*4 理事事務局員が酉日本区役員会に出席するときは、 2名以内に限り支給される。

持 5 区警記、区会計、理事事務局長が部会に出席するときは、そのうち 1名に限り支給される。

*6 日本YMCA同盟の会合は、出席義務がある場合に限り支給される。

持 7 次期理事が、 RDEトレーニングに出席する時は状況によって背任役員会の君認に基づき、次期理事及び通訳者の旅費または

その一部を補助することができる。又、理事がエ')ア会議 (ACM或いは、 MYM)に出席する場合も同様の取扱いとする。

持 8 事業委員会等とは、 事業委員会、常置委員会、特別委員会、専任委員会の中で、それぞれ任命されている会議に対して出席の

場合に支給される。

*9 事務局員の出席は2名以内に限り支給される。

2回l年4月8日改正 2001年7月1日施行 3]03年6月14日改正 2003年7月l日施行

2叩4年4月4日改正 2004年4月5日施行 2009年11月15日改正 2コ9年11月15日施行
2011年11月19日改正 2012年l月l日施行 釦16年4月9日改正 山16年7月l日施行

2019年4月6日改正 20E年7月l日施行

ワイズメンズクラブ国際役員推薦西日本区内規

本内規はワイズメンズクラブ西日本区所属のメンパ~(以下「本人」という)が国際役員 (“O伍cial Familyff構成員)に立候補する

か、または推薦を受ける場合に、本人 推薦者ならびに西日本区のそれぞれがなすべき手続きを定めるものである。

1 この場合、本人ないし推薦者は、立候補ないし推薦の正式表明に先立ち、定められた期日内に、その意向を西日本区理事に$L入

れ、これに対する西日本区としての対応決定を待たなければならない。

2 西日本区理事は前項の申し入れを受けたとき、常任役員会において協議のうえ、西日本区としてこれを推薦するか否かの対応決定を

速やかになし、本人ないし推薦者に通知するとともに適当な方法で発表しなければならない。

3 前項の協議に際L、常任役員会は国際議員資格基準などに準拠しつつ本人のワイズメンと Lての経歴、とくに西日本区役員の経験を
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考慮しなければならない。

1997年7月1日発効

国際大会代表派遣に関する西日本区内規

毎年夏開かれる国際ワイズメンズクラブ協会(略称、国際協会)の国際大会または地域大会に、酉日本区内のワイズメンを代表として

派遣することに関L、選考方法、 資格、条件、代表の種別等について次のように内部規定を設ける。

この内規は、国際協会がBF代表に関する規定を改めた場合には、それによって自動的に変更される。

代表選考の区内手続方法

1 国際大会または地域大会に BFの補助により出席する西日本区代表の選考は、おおむね次の方法による。

(1)理事は、 BFECから派遣枠の通知があった場合、毎年 11月1日までにクラブに対L候補者の推薦方を公募する。

(2) クラブ会長は、会員中に適当な候補者があるときは、 資格条件に関する所要の資料を添えて指定の日までに理事に推薦する(総

主事または主任主事の推薦状を添えること)。

ただし数名の希望者があるときはクラブ内で選定L、正式代表数以内を推薦する。

(3)理事は、候補者の資格条件と、その可能性とを十分に選考した上で順位をつけ、代表の種別を仮に決める。

(4) 順位にしたがって候補者に面談し、各方面の可能性を確かめた上で仮決定を再確認する。

(5) 仮に決定した候補者を (11月15日までに)区理事から地域会長に連絡する。

(6) 全般的に確実性を見届けたなら、国際協会に正式に推薦する。推薦状には、略歴曹、 資格条件、写真(ネガがよい)、 資金計

画、旅程(大会出席前後5週間指定通りクラブ訪問旅行をする)その他訪問先の希望などを添える必要がある。

ITCから本人に知らせがあるので、海外渡航やピザの手続をさせる。

(7) 代表が決定したら、西日本区大会に報告し、代表として正式に指名し紹介する。

代表選考の資格条件

2 理事が、候補者から代表を選考するに際して必要とする資格条件は、次の諸点にわたる。

(1)代表は、正規のワイズメンとしてクラブ活動に参加し、ワイズメン精神をよく理解した人で、次のような諸条件を備えているこ

とが特に望ま Lい。

イ クラブ会員として在席した年数が長い人(略歴に入会目、何年何か月間継続などを記入する)。理事は、 4月報と 10月報の国

際協会報告中のロスターに氏名が登録されているかを確認すること。

口 出席記録がよい人(過去3年間の出席率を記入する)

ハ クラブ役員をした経験のある人(略歴に記入すること)

ニ クラブ委員をした経験のある人(略歴に記入すること)

ホ 西日本区大会と部会に、クラブ代表として出席した経験のある人(略歴に記入すること)

ヘ 酉日本区役員をした経験のある人(略歴に記入すること)

ト 理事が必要と認めるその他の諸条件

(2) 代表は、国際大会または海外の各クラブを親善大使として訪問したとき、例会などで英語の話しができる人でありたい。

イ 英語講演をした経験のある人または、その能力のある人(講演Lた会合と時聞を略歴に記入する)

口 英語(その他の外国語)で会話や作文の力がある人(優、良、可、否と記入)

ハ よい社交牲に加えて望まLい特技のある人(手品、民謡、民踊、独唱、スポーツ、生花、茶の湯、料理などを記入する)

(3) その他考慮に加える条件

イ 所属クラブの状態はどうか(正当なクラブか、国際協会の半年報を規則正しく提出しているか、新人会買の入会金や国際会

費を正しく納めているか)所属するクラブが、一人あたり 5米ドル以上の BF献金をしている事。

ロ YMCAとの関係はどうか(会員年数、役の如何、出席した会議など)

ハ 教会との関係はどうか(所属教会名、役の如何)

ニ 健康状態はどうか(優、良、可)

ホ 職業との関係はどうか(休暇が与えられるか、出張扱いとなりうるか)

ヘ家族関係はどうか(妻子名や年齢など)

ト 資金関係はどうか(どの位負担できるか、場合によっては全額負担できるか)

(4) 国際協会の BF支出委員会 (BFEC)が承認した場合、ワイズメネット、YMCA職員、YEEP学生にも BF補助金が交付される。

代表の種類 (BFポリシーによる)
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3. BF代表には全額補助 (Fullgrants)と一部補助 (Partialgrants)があります。

(1)全額補助代表

全額補助の BF代表は 3 週間~5週間、他地域のクラブを目的(例えば、国際プログラムやブロデェクトの推進、国際理解の深

化、他地域聞のワイズグムの学び合い、 情報交換など)を持って訪問します。全額補助BF代表はワイズグムの大使と言うべき

ものです。



(2) 一部補助代表

一部補助のBF代表は国際または地域大会にのみ出席するものに与えられます。補助は実賓の半額以内です。大会出席のほかは
義務がありません。

代表の責務

4 代表は、全てのワイズメンズ運動の発展にたいし貢献する責務がある。

(1) 海外において代表は次のような期待を持たれていることを認識すること。

イ ITC二ATC二RTCとの連絡を密にLて、その指示を仰いで行動すること。

口 大会出席中いろいろなプログラムに十分目立ョように積極的に参加すること。

ハ 国際協会の主な役員 (会長、 ICM、ISD、ASD)に会い、大会中に適当な機会に個人的に話すこと。

ニ 出来る限り多くの代表、特に海外代表との交わりを厚くすること。

ホ クラブ訪問先でワイズメンにふさわしく行動し、相互の理解とよりよき友情を深めること。

へ その他、この訪問が関係者一向に好感が持たれるように行動すること。
(2) 西日本国内で次のような期待を持たれていることを認識すること

イ 代表は公に紹介されるためその年の区大会に出席すること。

口 帰国後、大会の模様、クラブ訪問、その他報告警を西日本区に3都提出すること。

ハ 部会や他クラブの要望に応じて出来る限り報告すること。

ニ 全額補助BF代表は帰国後短期間でも(できるだけ1週間)区内の数個のクラブを選ぴ訪問するため旅行すること。この場
台、区より幹線特急自由席券を支給し、クラブは滞在費を出すこと。

BF代表の申請は BFデワゲート申請書(西日本区 HP)を参照してください。

1957年 第12回日本区大会で承眠 l民4年4月 協会規定により帳正 1992年 BFマニュアルにより帳正
1997年7月 笹正 2凹7年3月 帳正

西日本区緊急災害対応規則

(目的)

第 1条 日本国内で甚大な災害が発生した場合に、西日本区ワイズメンズクラブとしてどのように対応するか、基本的なyレールを定め

ておく。なお、圏外においても特別に重大な災害が発生した場合には、この規則に準じて取り扱うことが出来る。

(災害対策本部の設置と解散)

第 2条 園内で甚大な災害が発生した場合には、理事は災害発生から2日以内に背任役員会を開催(電話又はメールも可とする)L、

西日本区の災害対策本部を立ち上げ西日本区内の全クラブと東日本区や日本YMCA同盟等の関係先に通知する。

緊急連絡先として本部長(理事)及び本部事務局長の携帯電話と電子メールを伝える。

2 災害対策本部は当初常任役員と理事事務局長及び事務所職員の8名で構成する。その後必要に応じ理事が最小限の本部役員を追加

任命することが出来る。

3 災害対策本部の任期は概ね 1年とするが、解散時期は背任役員会が決定する。

4. j里事が災害対策本部の本部長を担い、事務局長や会計責任者等必要な担当役員を早急に任命する。

5 本部長が被災しその任を遂行できない場合は、直前理事がその任に当たる。

(被災地対策本部)

第 3条 被災地が西日本区の場合、被災地対策本部の設置を理事が当該部長に指示する。

被災地対策本部は原則として被災地の部長及び部キャピネットで構成するが、必要に応じて直前部長、次期部長、被災地クラブ会長等

を加えて構わない。

2 また当該部長が被災し、被災地対策本部の責任を担えない場合は、直前部長又は他の適任者を理事が部長とも相談の上で指名する。

3 被災地対策本部はワイズ関係者やYMCA関係者の被災状況を早急に確認し、必要な情報を西日本区災害対策本部やYMCAに通

知すると共に緊密な連携を図る。被災地で緊急に必要となる支援物資や被災者支援ニ」ズを確認し、災害対策本部と連携して被災者

支援体制を構築し、災害復旧に努める。任期は区の対策本部と連動させ、解散時期は関係者が協議して決定する。

(緊急災害支援金)

第 4条 災害対策本部は災害の状況を把握したうえで、災害発生から5日以内に緊急災害支援金の支給額を仮決定する。その後地域奉

仕 環境事業(以下CSと略す)主任に指示し、緊急の仁S事業委員会を開催(電話 メールも可)L、緊急災害支援金の金額、支出

項目等を決め西日本区事務所に送金を依頼する。災害発生から原則 10日以内に被災地に届ける。緊急災害支援金は原則として仁5資

金より拠出し、災害状況に応じ災害対策本部と仁5事業委員会で決定する。

(緊急災害支授物資)

第 5条 災害対策本部は被災地対策本部やYMCAと協議して、災害支援物資について必要項目、必要量、優先度等を確認する。また

被災地までの集配体制、輸送方法等を検討した上で、西日本区の各クラブに呼び掛け、適時に被災地に届ける調整を図る。災害支授物

資は時聞の経過と共に変化するので、被災地対策本部やYMCAと確認を取りながら各クラブに協力要請する。

(災害復旧ボランテイア)

第 6条 災害対策本部は被災地対策本部やYMCAと協議して、被災地のニーズに応じボランティアの呼びかけ、応募方法の指示、受
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け入れ態勢の確認などの調整を図る。なお、必要な場合は YMCAとも相談Lてパスによるボランティアの送り込みなどの方策を講じ

て被災地支援を検討する。また YMCAのワーグーによる支援が不可欠な場合に、ワーグーの経済的負担を考慮しワイズの補助やパス

手配等の支援を検討する。また、ワイズ以外の一般の方がボランティアとして一緒に参加出来る事も検討する。

初期の災害復旧のボランテイアが一段落した後には、被災者への精神的な支援その他ボランテイアのニーズも変化Lてくるので、被災

地対策本部とも連持して対応する。

災害対策本部は、災害復旧ボランティアの健康と安全に配慮し、且ヲ不I曹の事故に対する手配、補噴にフいて考慮を要する。

(長期の災害支援)

第 7条 災害対策本部は災害発生から概ね半年を経た時点で、これ迄の災害対策の実施状況や被災地の復旧状況等を評価して、西日本

区としての今後の支援体制を検討する。災害対策本部を解散する前に、被災地対策本部や YMCAと協議して今後5年程度先までの長

期の災害支援の在り方を検討し、西日本区の役員会にこれまでの状況と合わせて報告し、了解を求める。これらの災害対策本部の今後

の災害支援の方向に関する総括は、次期理事の方針・実行計画に可能な限り反映するよう努める。

2年目以降の災害復旧支援金等の支援策にフいては、その時の理事が理事目標に掲げ役員会・代議員会の承認と各ワイズの理解・協力

を得て進める。

(広報活動)

第 8条 西日本区とLての緊急災害対応については、災害対策本部が各部長等の役員やメール委員を通じて情報を流すが、それらの情

報を含め、被災地の状況や災害支援の状況を内外に発信するために、広報・ 情報委員会に世瀬して西日本区ホームページに掲載するよ

う努める。

ワイズや YMCAが行う活動の中で注目すべきものは、外部の広報楼関に取り上げてもらう等の努力をする。また YMI翻訳編集委買

の協力を得て、世界のワイズへの情報発信にも努める。なお、毎月発行する理事通信にも必要な情報は発信し西日本区内ワイズの理I解

を共有する。

2019年4月6日制定 2019年7月1日施行

クラブを解散・合併する場合の手続き

既存のクラブがそのまま存続する事が離しくなり、クラブ町解散や他クラブとの合併を検討せざるを得なくなった場合の手順や、手続

きを以下に記す。

A クラブの解散

1 クラブの存続が困難になった場合に、クラブ会長はその原因分析と対応策をクラブ内で話し合う。

2 クラブ会長またはクラブを代表する者が、所属の部長に状況を説明 報告し、相談する。

3 部長は理事、 EMC事業主任等とも相談し、クラブへの指導 ・支援に努める。

4 理事はそのクラブ解散の影響も考慮L、部長にクラブ存続の為の支援を働きかける。

5 クラブの強化・支援の目的で、他クラブの会員が一時的にそのクラブに移籍する、又は二重在籍(両クラブに会費を納める)する

ことも部長が必要と判断すれば認める。

6 クラブ会長は部長の助言等も参考に、クラブ内で再建の可能性を十分に話し合う。

7 クラブの解散をクラブ全員の総意で決議した場合には、クラブ会長名で「クラブ解散届」を部長及び区事務所に提出する。部長は

理事及びEMC事業主任に報告する。

8 理事は役員会又は背任役員会の同意を経て解散を君認L、国際書記長に通知する。また、理事通信等を通じて西日本区の会員にも

知らせる。

9 クラブの解散に当っては現在の会員の処遇を個別に相談し、他クラブへの移籍等、極力会員として継続出来るように配慮し、会員

の理解・協力を得るよう努める。

10 クラブ解散の結果、移籍、退会等の会員異動報告曹を区事務所に提出し、写Lを関係部長、EMC事業主任、EMC事業主査に送る。

(何れもメ」ル・ FAX等で報告)

B クラブの合併

1 クラブの存続が困難になり他クラブとの合併を検討する場合は、クラブ会長かクラブを代表する者が合併予定のクラブ会長の事前

了解のもとに部長に状況報告し、相談する。

2 部長は理事、 EMC事業主任等とも相談し、クラブへの指導 ・助言に努める。

3 合併をクラブ全員の総意で決断した場合は、合併先クラブの合意・承認を得た後、部長(合併先が別の都の場合は両部長)に報告

L、京認を得る。

4 合併先に移籍する会員の異動報告曹を区事務所に提出し、写しを関係部長、 EMC事業主任、 EMC事業主査に送る。

5 合併後に消滅するクラブは、「クラブ解散届」を部長及び区事務所に提出する。都長は理事及びEMC事業主任に報告する。(何れ

もメール・ FAX等で報告)

6 理事は役員会又は背任役員会の同意を経て解散を承認し、国際害記長に通知し、酉日本区会員にも知らせる。

C 財産の処分同意
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クラブ町解散が決定した場合には、クラブの役員会または会員総会で、クラブの財産の処分について話し合い、決定する。その結果

は部長に報告し了承を得る。



部を解散・合併する場合の手続き

既存の都がそのまま存続する事が離しくなり、都の解散や他の都との合併を検討せざるを得なくなった場合の手順や、手続きを以下に

記す。

A 都の解散

1 都の存続が困難になった場合に、部の役員はその原因分析と対応策を話L合う。

2 部長または都を代表する者が、理事に状況を説明・報告し、相談する。

3. ，里事は常任役員やEMC事業主任とも相談し、該当都への指導 支援・対応に努める 0

4 都の存続カ苛亜めて困難と判断された場合には、西日本区役員会に上程し協議する。

5 都町解散が避けられない場合は、都の役員会に議案を上程し、全員一致の賛同を得た後部長が「部解散届」を理事及び区事務所に

提出する。

6. ，里事は役員会又は常任役員会の同意を経て部の解散を承認し、国際害記長に通知する。また、理事通信等を通じて西日本区の会員

にも知らせる。

7 都司解散が決定Lた後、都内各クラブ会長が中心に、会員の処遇を個別に相談し、極力他クラブへの移籍等会員が継続して活動出

来るように配慮する。部長は積極的にその支援を行う。

8 部解散の結果として、移籍、退会等の会員異動報告害を区事務所に提出し写しを理事、 関係部長、 EMC事業主任、 EMC事業主

査に送る。

B 都の合併

1 都の存続が困難になり他都との合併を検討する場合は、部長が合併先部長の事前了解のもとに理事に状況報告し、相談する。

2 理事は背任役員、EMC事業主任等とも相談し、都への助言・指導・支援に努める。

3 都の合併を苦闘究員会が全員一致で決定した場合は、合併先の部の合意・孟認を得た後、理事に報告し、京認を求める。理事は役員

会又は背任役員会で協議し決定する。

4 都の合併が君認されれば、合併先と当面の役員体制その他の取り決めを協議する。

5 合併の結果、クラブ移籍等会員の異動が発生する場合は、会員異動報告曹を区事務所に提出し、写しを理事、 関係部長、 EMC事

業主任、 EMC事業主査に送る。

6 合併後消滅する部は、「部解散届」を理事、合併先部長、EMC事業主任及び区事務所に提出する。(何れもメール FAX等で報告)

7 理事は都の解散を承認したことを、国際害記長に通知し、酉日本区会員にも知らせる。

C 財産の処分

都の解散が決定Lた場合には、都の役員会または都の総会で、部の財産の処分について話し合い、決定する。その結果は理事に報告

し承認を得る。

20E年6月22日制定 2019年7月l日施行 羽山年4月18日改正施行
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Principles of Partnership 

between 

World Alliance of YMCAs 

Y's Men International 

w1-血REAS the World Alliance of YMCAs and Y's Men Intemational base their actions and services 
on a Christian pu中ose，and 

WHEREAS these two world bodies are instruments of intemalional Ilwllreness and have問sponsibト
Iities for stimulalion and coordination of lheIr respective organisations. and 

WHEREAS thcse two world organisalions a問 andshould問mainindependenl. 

1T IS CONSEQUENTLY ACKNOWLEDGED lhat lhc World Alliance of YMCAs and 
Y's Men Inlemalional are desirous of working towards new dimensions of partnership 
lhal will conlribu1e 10 individual and collective growth and service atlocal， national， area 
and world levels. 

THEREFORE， lhe World Alliance of YMCAs and Y's Men Internalional adopt thc following Prillcip/es 
01 Partllership: 

1. 11 ;s reaffirmed ll1at Ilre two orgallIsaliolls Irave a Cllr;st;all basis Irom which origi-
lIates ，he purpose 01 serviltg people. alld tlrat ，1I;s service is carried ollllor all people 
willrout discrimillatioll. 

2. 1I is accepted IlIat collaboralioll alld supportfirst requi何 theidelllificatioll 01 commoll 
objectives， alld IIIell tlle seleclioll of spec伊clasks. programmes alld projecls. 

3. 11 is recogllised tllal ;11 III;s process bOlh orgall;sal;olls are al Ihe same level 01 
同spollsibmり"alld il is cOlIseqllelllly expected Ihat bollr sllOlIld participale ;11 Ihe ;1I;I;al 
Ihillk;llg. tlle developmelllザplalls，的eftmdillg. the implemelltatioll alld tlle evalualioll. 

4. 11 ;s expected thal斤'omwhalever ;s carried olll ;11 parlllersh恥 bolhorgallisaliolls 
sJlOuld g;ve alld receive bellefil. 

5. It;s expecled IIIal bOlh orgalliSaliolls shollld be opell 10 the parl;cipatioll alld involve-
melllザtheolher at local. lIatiollal. area alld world levels. thus strellgthellillg the 
relat;ollship alld cooperat;oll. 

6. 1I is recogllised that the effectivelless 01 the partllership depellds UpOIl mlltllal lrust alld 
Sllpport. that tlle po削 tialbellefits are mally alld that both orgallisatiolls sllOuld assist 
each otlrer's developmelll ;11 mutually acceptable ways. This sllOlIld be reflected. ;11 
part;clIlaηby evidellce of greater YMCA support for the extells;oll of Y包Men/lller・
Ilaliollal alld illcrease 01 its membersh恥 which;11 IItm implies recogniliollザIlre
illcreasillg potelltial of Y's Mell actioll as a service club for the YMCA. 

IN WITNESS WHEREOF lhc World Alliancc of YMCAs and.Y's Mcn Internatiol)al. byゆeirproper of1白血m
duly山伽riscd，hcrcby affix thcir si伊atureson this ，..j.，'r.d dayof ADJ-伝 F in theyear主当r



世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会

との問で結ぼれた協力関係の原則

前文1 世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会は、共にキリスト教精神に基づいて活動し奉仕する

団体である。

前文2 この二ワの世界的団体は国際感覚を共有する組織として相互の啓発と調整によって活動を進める責任

を有する。

前文3 両者は現在においても将来においても相互に独立して存在すべきものである。

以上の前提に基づいて次の事項を確認する。

世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会は、新たな次元の協力関係を樹立することが求められてい

る。この新しい協力関係のもとに、 YMCAおよびワイズメンズクラブは各地方 (Loca1)、各国 (Nation)、各

地域 (Area)、さらに世界 (World)の各レベルで、独自にまたは協調して成長発展し、奉仕を続けることが

望ましい。

ここに世界 YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会は、以下の「協力関係の原則」を採択する。

1 両者はキリスト教精神に基づき、人々に奉仕することを目的とし、その奉仕はあらゆる人々に対して、わ

け隔てなく行われることを確認する。

2 両者は、まず両者の共通の目的が何であるかを自覚することから始め、その上で具体的課題、プログラム、

事業を選定するという手順で協働・支援してゆくことにする。

3 両者はこの過程で、同等の責任を負うことを確認し、構想の段階から計画の立案、資金負担、実施、反省、

評価の段階まで、等しく分担することを期待する。

4 両者は協力して、いかなることを実行するにあたっても、お互いに等しく，恩恵を与え、また，恩恵に浴する

ことを期待する。

5 両者は、各地方や、各国、地域さらには世界のレベルで、各々自由に相互に参画し合うことができるよう

にし、このようにして、協力関係の強化をはかることを期待する。

6 協力関係の効果は両者の信頼と協力の上にたつものであり、協力関係を保持することで、お互いに多くの

潜在的な恩恵が得られ、さらにお互いに協力し得る方法で助け合いながら、相互の発展を助長し合うこと

を認識する。このことは特に YMCAがワイズメンの拡張とその会員の増加をより一層強力に支援するこ

とによって逆に、 YMCAのサービスクラブとしてのワイズの潜在能力が増大することでも明らかである。

世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会は、その証しとして、ここに両組織の代表者によって行な

われたc 2011年4月1日付の署名を付す。

世界 YMCA同盟書記長

Tohan Vihelm Elvik 

ワイズメンズクラブ国際書記長

直」士

訳文奈良 昂
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